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 アクションプランの概要 
 

 アクションプランの目的 

「宮城県土木・建築行政推進計画（２０２１～２０３０）アクションプラン」（以下「アクション

プラン」という。）は，「宮城県土木・建築行政推進計画（２０２１～２０３０）」（以下「推進計画」

という。）の実施計画として位置づけるものであり，推進計画に示した将来の宮城の姿の実現に向

けて，実施する事業の成果目標を明確にし，効率的・効果的に社会資本整備を進めていくことを目

的とする。 

 

 対象期間 

アクションプランは，推進計画の期別ごと（前期４年，中期３年，後期３年）に作成し，前期は

令和３（２０２１）年度から令和６（２０２４）年度までの４年間とする。 

なお，前期では，「防災・減災，国土強靱化のための５か年加速化対策」について国の令和２（２

０２０）年度３次補正で予算措置され，１５か月予算として執行されることから，本アクションプ

ランにおいても，令和２（２０２０）年度の経済対策予算を含めた令和３（２０２１）年度から令

和６（２０２４）年度予算までを対象とする。 

 

 

 

 

 

 

 

図１－２－１ 期別ごとのイメージ 
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 事業分野ごとの整備及び維持管理の考え方 
本アクションプランにおける事業箇所の選定に当たって，重視するポイントや優先度を検討する選定

軸などの「整備の考え方」や，施設の正常な機能維持や長寿命化に向けた「維持管理の考え方」につい

て事業分野ごとに整理する。また，分野ごとに成果指標を設定し，４年後〔令和６（２０２４）年度〕

の成果目標を示す。 

※具体的な「事業箇所選定の視点」は，参考資料を参照 

 

 道路分野 

１ 整備の考え方 

道路分野においては，道路改築事業などの５事業について，事業効果を効率的かつ効果的に発

現できるよう，継続事業箇所の早期完成を図るとともに，事業ごとに整備優先度を検討し，事業

箇所を選定した。事業ごとの箇所選定の考え方を以下に示す。 

 

（１）道路改築事業 

・ 道路改築事業は，道路機能の重要度及び道路現況の問題点（渋滞，線形不良等）などの「事

業計画の観点」や，緊急輸送道路などの道路の重要度，事業の継続性，地域課題への対応，投

資効果，関連事業との整合性などの「事業実施の観点」から定量的に整備優先度について評価

するとともに，防災道路ネットワークを構成する道路や，関係機関との調整状況等の熟度を考

慮しながら，総合的に事業箇所を選定した。 

 

（２）交通安全施設整備事業 

・ 交通安全施設整備事業は，通学路指定状況及び交通安全プログラムへの位置づけ，死傷事故

率等を評価するとともに，関係機関との調整状況等の熟度を考慮しながら，総合的に事業箇所

を選定した。 

 

（３）災害防除事業 

・ 災害防除事業は，緊急輸送道路上に位置する要対策箇所を計画的に整備する。特に，１次，

２次緊急輸送道路のうち，落石等が発生した場合に集落の孤立や広域迂回が想定される箇所を

優先的に事業箇所として選定した。 

 

（４）雪寒事業 

・ 雪寒事業は，冬期間の交通の安全確保を目的に，山間部の幹線道路のうち雪崩の危険性が高

い事業箇所を選定し，スノーシェッド，雪崩防止柵及び消雪施設を計画的に整備する。 

・ 消雪施設については，既存施設（７路線８箇所）の全てで対策が必要な状況であることから，

緊急輸送道路の指定や供用年数などを評価し，優先順位により事業箇所を選定し，計画的に取

り組む。 

 

（５）橋梁耐震化事業 

・ 橋梁耐震化事業は，大規模地震時の安全で円滑な道路交通ネットワークを構築するため，緊

急輸送道路上における橋梁の耐震化を計画的に推進する。「宮城県橋梁耐震化計画」における

緊急輸送道路上の未対策橋梁のうち，１次緊急輸送道路上の橋梁を事業箇所として選定し，令

和１２（２０３０）年度までの１０年間において耐震補強の完了を目指す。 

 

２ 維持管理の考え方 

橋梁やトンネル等の道路施設は，道路法の規定に基づき５年に１回の頻度で定期点検を実施す
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るとともに，その点検結果を踏まえて事業箇所の選定を行い，計画的に補修等を実施し，予防保

全を基本とする維持管理に移行する。 

 また，各施設の長寿命化や維持管理計画を随時見直しながら，車両や歩行者等，交通利用者の

安全で円滑な交通を確保するため，道路パトロールや除草等の環境整備，除融雪業務などについ

て，これまでの水準を維持しながら計画的に実施するとともに，新技術の導入による効率的な維

持管理も検討し，推進していく。 

 

（１）橋梁補修 

・ 橋梁補修は，平成３０（２０１８）年度制定の「第３次橋梁長寿命化計画」に基づき，期間

内に判定区分Ⅲ（判定区分Ⅲ：早期に措置を講ずべき状態）の５１０橋を全て補修する。 

・ 短期目標として，令和５（２０２３）年度までに構造物の機能に支障が生じる可能性の高い

判定区分Ⅲの上部工の補修を完了させる。また，中期目標として，令和１０（２０２８）年度

までに判定区分Ⅲと診断した橋梁の補修を完了し，予防保全型の維持管理へ移行する。 

・ 橋梁塗装や高欄補修などの現有機能の保持を目的とした日常管理についても，「第３次橋梁

長寿命化計画」を活用し，適切な管理を行う。 

 

（２）トンネル補修 

・ トンネル補修は，「道路管理施設維持管理計画（トンネル編）」に基づき，早期補修が必要と

なる判定区分Ⅲのトンネルについて速やかに補修を行うとともに，予防保全型の維持管理に移

行していく。 

・ トンネル照明灯など付属施設についても，上記点検結果に基づき，適切な維持管理に努める

ほか，供用年数や緊急輸送道路の指定状況等を考慮し，計画的な更新に努める。 

・ 日常管理においても，道路パトロール等により確認された異常箇所について適切な対策を実施す

る。 

 

（３）舗装補修 

・ 舗装補修は，舗装マネジメント計画に基づき，交通量区分や劣化状況に応じ，打ち換え，切

削オーバーレイ，クラック注入等，適切な補修を行い，現状の舗装の管理水準を確保する。 

・ 突発的に発生する局部的なポットホール等については，定期的なパトロールにより適切に対

応する。 

 

（４）除雪・融雪 

・ 除雪・融雪は，車両等がすべり止め装置を装着した状態で走行可能な路面を確保するため，

適切な対策を実施する。 

・ 新雪除雪は，原則として，降雪深が５～１０ｃｍ以上になった場合に実施し，その他，拡幅・

運搬排雪等は必要に応じて実施する。また，歩道部の除雪などは地域との連携・協働により取

り組む。 

・ スリップ事故の防止や冬期の交通渋滞を緩和するため，路面凍結が懸念される気象条件の場

合に，橋梁部，曲線部，日陰部，坂道，交差点部等において，重点的に凍結防止剤を散布する。 

 

（５）道路環境整備 

・ 道路環境整備（除草，植樹剪定，路面・側溝・ガードレール・歩道清掃）は，都市部や地方

部等の地域の特性や，路線の重要性等を踏まえ，適切な管理を実施する。 

 

（６）その他 

・ 施設補修等（排水施設整備，トンネル補修，交通安全２種）や道路管理経費（車両整備費等），

道路調査費等は，各項目の整備計画・管理水準の明確化を図り，適切な道路管理を実施する。 
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３ 成果指標と目標 

道路分野においては，推進計画の基本目標１～４ごとに，主要な取組について成果指標として

選定した。基本目標１は「緊急輸送道路の橋梁耐震化率」，基本目標２は「スマートインターチェ

ンジ等の設置数」，基本目標３は「スマイルロード認定団体数」，基本目標４は「橋梁の長寿命化対

策率」であり，それぞれの考え方は以下のとおりである。 

 

（１）緊急輸送道路の橋梁耐震化率 

高い確率で発生が懸念されている大規模地震において，緊急輸送道路といった主要な道路の

安全確保が重要であるため，緊急輸送道路の橋梁耐震化率を成果指標として選定した。「宮城県

橋梁耐震化計画」において，県が管理する緊急輸送道路上の橋梁２９７橋を対象に，令和１２

（２０３０）年度に１次緊急輸送道路の耐震化が完了するなど，緊急輸送道路の耐震化が８

１％（２３９橋）まで向上することを目指していることから，事業の進捗等を考慮して，令和

６（２０２４）年度の目標値は７５％（２２３橋）とした。 

 

（２）スマートインターチェンジ等の設置数 

東北・県土の骨格を形成する三陸沿岸道路等の高速道路の開通率が１００％に到達し，今後

は高速道路の利便性向上に向けた取組が重要であるため，高速道路へのアクセスポイントとな

るスマートインターチェンジ等の設置数を成果指標として選定した。令和１２年度までにスマ

ートインターチェンジ等の設置箇所を１０箇所まで増加させ，地域の活性化を支援するととも

に，県全体の広域連絡を強化し更なる産業発展等を図ることを目指していることから，事業の

進捗等を考慮して令和６（２０２４）年度の目標値を８箇所と設定した。 

 

（３）スマイルロード認定団体数 

アドプトプログラムで実施しているスマイルロードについては，道路の定期的な清掃や美化

活動等を実施することで，民間と行政とのパートナーシップの構築及び住民参加のまちづくり

の推進を図り，あわせて社会資本や行政への関心の喚起を図ることができる。このことから，

認定団体数を成果指標として，過年度の実績から認定団体数の令和６（２０２４）年度の目標

を３９１団体と設定した。 

 

（４）橋梁の長寿命化対策率 

戦後の高度経済成長期に大量に整備された道路施設の急速な老朽化に対応することととも

に，長期にわたって機能を発揮させることが重要であるため，主要な道路施設である橋梁の長

寿命化対策率を成果指標として選定した。予防保全型を基本とする「宮城県第３次橋梁長寿命

化計画」において，令和１０（２０２８）年度に長寿命化対策の完了を目指していることから，

事業の進捗等を考慮して令和６（２０２４）年度の目標値を４８％と設定した。 

表２－１－１ 成果指標と目標 

成果指標 
基準値 

（基準年度） 

目標値 

（目標年度） 

緊急輸送道路の橋梁耐震化率（％）［累計］ 
７２％ 

（令和２年度） 

７５％ 

（令和６年度） 

スマートインターチェンジ等の設置数（箇所）［累計］ 
７箇所 

（令和２年度） 

８箇所 

（令和６年度） 

スマイルロード認定団体数（団体）［累計］ 
３７９団体 

（令和２年度） 

３９１団体 

（令和６年度） 

橋梁の長寿命化対策率（％）［累計］ 
１０％ 

（令和２年度） 

４８％ 

（令和６年度） 
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 河川・海岸分野 

１ 整備の考え方 

河川・海岸分野においては，河川事業について，事業効果を効率的かつ効果的に発現できるよ

う，継続する事業箇所の早期完成を図るとともに，優先度を検討し，事業箇所を選定した。また，

ダム事業，海岸事業については，新規の事業箇所がないことから，継続する事業箇所の整備を推

進する。 

 

（１）河川事業 

・ 河川事業は，「安全の確保」，「環境の保全」，「地域経済への貢献」，「地域社会（生活環境）の

向上」，「事業の効率性」の５つの評価軸を用いて事業箇所を選定した。 

・  事業箇所の選定に当たっては，特に，洪水により氾濫が想定される区域内の資産の状況や過

去の被災状況など「安全の確保」を最も重視し，次いで，動植物の生息への配慮等「環境の保

全」及び地域開発の状況など「地域経済への貢献」を重視し，事業の優先度を明確化して重点

化を図る。 

 

（２）ダム事業 

・ ダム事業は，ダムによる洪水調節で地域を洪水から防御するとともに，利水者に対する水の

安定的供給及び河川環境の保全を図ることを目的としており，引き続きダムの建設を推進する。 

 

（３）海岸事業 

・ 海岸事業は，台風や低気圧により高潮や高波から防護すべき海岸を保全区域に指定し，護岸

工，人工リーフ，ヘッドランド等の防護施設整備や海岸浸食対策を推進する。 

 

２ 維持管理の考え方 

既存施設については，建設時に目標としていた安全度や機能を将来にわたり確保していくため，

地域特性や施設ごとの特徴を踏まえ，コスト縮減とサービス水準維持のバランスをとりながら，

適切な維持管理を実施していく。 

耐用年数を超え老朽化の進む河川管理施設及び管理開始後２０年以上経過するダム施設につ

いては，健全度を評価（河川管理施設については現時点での必要性も合わせて評価）した上で，

計画的に施設の補修，機能更新を推進する。 

実施に当たっては，地域住民に利用され愛される施設になるよう，地域住民や団体の意見を聴

き，参画を促進するとともに，具体の施策を協働で行う。 

 

（１）河川施設 

・ 河川施設は，令和２（２０２０）年９月に策定した「河川維持管理計画」に基づき，河川巡

視や堤防点検等により河川状況を把握する。河川巡視の結果は，河川カルテシステムにより，

点検結果や修繕履歴，堆積土砂撤去，支障木伐採，被災・改修履歴等を一元管理し，地域住民

からの要望と合わせ，効率的に管理する。 

 

（２）ダム施設 

・ ダム施設は，ゲートやバルブ（放流設備）等の機械設備だけではなく，制御設備や観測設備

等の常時稼働する電気設備を多く有している。これらについて，個々にダム施設を取り巻く条

件を総合的に勘案し，計画的に優先度の高い設備の修繕・更新を進めることにより，設備に求

められる信頼性を確保する。 

・ ダム施設の機械設備や電気設備については，故障後の修繕ではなく，予防保全を基本とした

長寿命化計画に基づき，設備改修を計画的かつ戦略的に進めていく。 
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（３）海岸保全施設 

・ 海岸保全施設は，現状における各位置での変状の有無を把握するために点検を実施し，初回

点検，巡視（パトロール），臨時点検，定期点検（土木構造物の一次点検・二次点検，水門・陸

閘等の設備の管理運転点検・年点検）に分類して実施する。 

・ 堤防・護岸等については，健全度評価を行い，地区海岸又は地先海岸における点検に関する

計画や，修繕等に関する計画の検討を行い，必要な対策を実施する。 

・ 水門・陸閘等については，土木構造物部分と設備部分の健全度評価から総合的健全度評価を

実施し，予防保全を基本とした管理を行う。 

 

３ 成果指標と目標 

河川分野における成果指標は，河川整備事業の進捗状況を示す河川整備率及び，多様な主体と

の連携状況を示すスマイルリバー，スマイルビーチ認定団体数を指標と設定した。それぞれの概

要を下記に示す。 

 

（１）河川整備率 

要改修区間のうち，流域面積２００ｋｍ２以上の河川については，概ね３０年に１回程度（日

雨量２００ｍｍ相当）発生する降雨による洪水に対して安全が確保できる区間延長，流域面積

２００ｋｍ２未満の河川については，概ね１０年に１回程度（時間雨量４０ｍｍ相当）発生す

る降雨による洪水に対して安全が確保できる区間延長，これらの合計値を改修済み区間として

河川整備率を算出し，過年度の整備状況から令和６（２０２４）年度の目標値を概ね４割（３

８．７％）の区間において安全を確保することとした。 

 

（２）スマイルリバー，スマイルビーチ認定団体数 

アドプトプログラムで実施しているスマイルリバー，スマイルビーチについては，河川及び

海岸の定期的な清掃や美化活動等を実施することで，民間と行政とのパートナーシップの構築

及び住民参加のまちづくりの推進を図り，あわせて社会資本や行政への関心の喚起を図ること

ができる。このことから，認定団体数を成果指標として設定し，過年度の実績から認定団体数

の令和６（２０２４）年度の目標を２６団体と設定した。 

 

表２－２－１ 成果指標と目標 

 

 

 

成果指標 
基準値 

（基準年度） 

目標値 

（目標年度） 

河川整備率（％） 
３７.３％ 

(令和元年度) 

３８.７％ 

（令和６年度） 

スマイルリバー認定団体数（団体）［累計］ 
１８４団体 

（令和２年度） 

２０４団体 

（令和６年度） 

スマイルビーチ認定団体数（団体）［累計］ 
２３団体 

（令和２年度） 

２６団体 

（令和６年度） 
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  砂防分野 

１ 整備の考え方 

砂防分野においては，砂防事業などの６事業について，事業効果を効率的かつ効果的に発現で

きるよう，継続事業箇所の早期完成を図るとともに，事業ごとに整備（調査）優先度の検討を行

った上で，事業箇所を選定した。事業ごとの箇所選定の考え方を以下に示す。また，火山砂防事

業については，新規の事業箇所が計画策定段階であることから，継続する事業箇所の整備を推進

する。 

 

（１）砂防事業 

・ 砂防事業は，「安全性の確保」，「事業の緊急度」の２つの評価軸を用いて事業箇所を選定した。 

・ 県民のくらしと命を守るため，事業箇所は，原則として，土砂災害防止法に基づく土砂災害

警戒区域等に指定された区域で，その区域内に防災拠点（役場）や病院，指定避難（場）所や

要配慮者利用施設が含まれる箇所について，優先かつ集中的に砂防施設を整備し，災害の発生

を予防又は被害の軽減を図る。 

 

（２）地すべり対策事業 

・ 地すべり対策事業は，「安全性の確保」，「事業の緊急度」の２つの評価軸を用いて事業箇所を

選定した。 

・ 現在活動中の地すべり区域がないことから，当面の間，予防保全対策については実施しない

こととする。 

 

（３）急傾斜地崩壊対策事業 

・ 急傾斜地崩壊対策事業は，「安全性の確保」，「事業の緊急度」の２つの評価軸を用いて事業箇

所を選定した。 

・ 急傾斜地崩壊対策は，原則として，土砂災害防止法に基づく土砂災害警戒区域等に指定され

た区域かつ急傾斜地崩壊対策区域に指定可能な自然斜面とし，その区域内に防災拠点（役場）

や病院，指定避難（場）所が含まれ，また地域の事業実施に関する合意形成の図られた箇所に

ついて，優先かつ集中的に施設を整備することで，災害の発生を予防又は被害の軽減を図る。 

 

（４）土砂災害防止法に基づく基礎調査業務 

・ 令和２（２０２０）年８月に「土砂災害基本指針（国土交通省告示７８５号）」が変更された

ことを受け，県では令和３（２０２１）年度から高精度な地図を用いた「土砂災害の発生する

恐れのある箇所の抽出」を実施することとし，その結果をもって，基礎調査の実施箇所の選定

及び調査優先箇所を検討し，令和４（２０２２）年度から基礎調査（詳細調査）に着手する。 

・ 既に土砂災害警戒区域等に指定された箇所についても，土砂災害防止法に基づく５年に１度

の確認（概略）調査を確実に実施し，調査により地形改変が確認された場合，再度，基礎調査

（詳細調査）を実施し区域の見直しを行う。 
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図２－３－１ 土砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域イメージ図 

 

（５）火山砂防事業 

   ・ 火山砂防事業は，「宮城県蔵王山噴火対策砂防計画」に基づき，水蒸気爆発に基づく融雪型火

山泥流を対象に，松川の氾濫対策として，流路工の整備や堆積土砂の撤去を実施し，流下能力

の確保を図る。 

   ・ 「栗駒山火山噴火緊急減災対策計画」については，岩手県，宮城県及び秋田県が協力し，令

和３（２０２１）年度から検討に着手する。 

 

（６）宮城県砂防総合情報システム（ＭＩＤＳＫＩ）整備事業 

   ・ 宮城県砂防総合情報システム（ＭＩＤＳＫＩ）は，県民へ土砂災害等に関する情報を提供す

るシステムであり，土砂災害警戒情報の伝達の基礎となる「土砂災害警戒情報基準」の見直し

を令和２（２０２０）年度から実施しており，令和３（２０２１）年度の洪水期以降に基準の

見直し及びシステム改修を実施する。 

・ 土砂災害警戒区域等の公表については，土砂災害危険区域の周知に加え，「建築や都市計画分

野」での使いやすさも考慮したシステムの改修が必要であることから，最新の土砂災害警戒区

域等のシステム上への表示や縮尺の改善等について順次取り組んでいく。 

 

２ 維持管理の考え方 

 砂防関係施設（砂防設備，地すべり防止施設，急傾斜地崩壊防止施設及び雪崩防止施設）とし

て整備を行った施設については，整備時に目標としていた安全度や機能を将来にわたり確保する

ため，渓流や地域の特性，また施設ごとの目的も踏まえ，安全性の確保とコスト縮減を両立させ

るために，適切な維持管理を実施していく。 

 

（１）砂防設備 

・ 砂防設備は，西日本豪雨による広島県での石積堰堤の崩壊等の被害発生を受けて，平成２５

（２０１３）年度に実施した砂防施設点検により，旧基準に基づき設計が行われ，かつ，施設

本体の劣化や亀裂が生じている砂防設備が本県でも確認されている。その対策として，平成２

８（２０１６）年３月に策定した砂防関係施設に関する長寿命化計画に大規模な補修・改築，

又は，下流部への新たな砂防施設を位置づけており，計画的な整備を行うことで，必要な機能

の保全を図っていく。 

・ 各種指定地や砂防関係施設について健全な機能を確保するため，「砂防関係施設の維持管理

方針」に基づき，日常点検・巡視や維持補修について適切に実施する。 
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３ 成果指標と目標 

砂防分野においては，土砂災害から命と暮らしを守る指標として，土砂災害警戒区域等指定数

とその警戒区域等におけるハード対策完了数を設定した。 

 

（１）土砂災害警戒区域等指定数 

土砂災害警戒区域等については，令和３（２０２１）年度に高精度な地形情報等を用いた土

砂災害の発生のおそれがある箇所の抽出を行い，基礎調査の実施箇所を検討する予定である。

他県の事例を参考にすると，新たな調査により土砂災害警戒区域等の指定数が相当数増加する

と見込まれるが，当面は，加速的に実施した直近２年間における平均指定数と同規模の指定を

堅持することとして，１３，０５８箇所を目標として設定した。 

 

（２）土砂災害警戒区域等におけるハード対策完了数 

土砂災害警戒区域等の指定を行った箇所が相当数あることから，ハード事業については，令

和２（２０２０）年６月時点で，市町村の地域防災計画に記載されている防災拠点（役場）や

病院，指定避難（場）所や要配慮者利用施設が含まれる箇所を優先に整備を進め，直近２年間

の整備実績を堅持させることを目標として対策箇所数６４７箇所を設定した。 

 

表２－３－１ 成果指標と目標 

成果指標 
基準値 

（基準年度） 

目標値 

（目標年度） 

土砂災害警戒区域等指定数（箇所） 
８，２２２箇所 

（令和２年度） 

１３，０５８箇所 

（令和６年度） 

土砂災害警戒区域等におけるハード対策完了数 

（箇所） 

６３５箇所 

(令和２年度) 

６４７箇所 

（令和６年度） 

   ※ 令和３年度から高精度な地形情報に基づく調査を実施することとしており，目標値は，他

県実績を基に推計した値である。高精度な地形情報調査が完了した後，目標値を見直すこと

とする。 
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  港湾分野 

１ 整備及び振興の考え方 

港湾分野においては，港湾整備や港湾振興などの４事業について，効率的かつ効果的に事業効

果が発現できるよう，継続する事業箇所の早期完成を図るとともに，事業ごとに優先度を検討し，

事業箇所の選定や振興対策を選定した。事業ごとに箇所選定の考え方を以下に示す。また，国際

貿易港振興対策事業やクルーズ船受入促進事業については，利用者の需要などを踏まえながら，

港湾振興を図る取組を実施する。 

 

（１）港湾整備事業 

・ 港湾整備事業は，港湾計画に基づき,港湾情勢や港湾に立地する企業の動向等を考慮し，岸壁

や護岸など新たな施設整備を推進する。 

・ 岸壁等整備事業及び環境整備事業については，「利便性の向上」，「安全の確保」,「環境の保

全」,「地域経済への貢献」,「地域社会の向上」,「安全の確保」の６つの評価軸を用いて事業

箇所を選定した。 

・ 増加する貨物取扱量に対応するためのふ頭用地造成や，持続的に港湾機能を最大限発揮する

ために必要な施設の補修・改良や泊地・航路の浚渫等を推進する。また，その浚渫土砂の受入

地として必要となる廃棄物埋立護岸の整備を計画的に推進する。 

 

（２）港湾施設耐震整備事業 

・ 大規模自然災害に対応した離島航路の強化を目的とした耐震物揚場をはじめ，安定的にコン

テナ貨物輸送を可能にするための耐震機能を有する荷役機械の整備を推進する。 

・ 港湾施設耐震整備事業による岸壁等整備事業は，「利便性の向上」，「安全の確保」,「環境の

保全」,「地域経済への貢献」,「地域社会の向上」,「安全の確保」の６つの評価軸を用いて事

業箇所を選定した。 

  

（３）国際貿易港振興対策事業 

・ 国際貿易港振興対策事業は，足下の貨物動向を踏まえ,貨物需要の更なる開拓,航路の維持・

拡大に向けたポートセールスや交流人口の拡大による地域経済の活性化を図るための取組を

推進していく｡ 

 

（４）クルーズ船受入促進事業 

・ クルーズ船受入促進事業は，クルーズ船の入出国手続きや歓迎イベント等の実施にあたり,

乗降客の待合スペースや多言語案内看板の設置など,ストレスフリーな受入環境を整備する｡

また,新型コロナウイルス感染防止対策などを踏まえた，安全・安心なクルーズ船受入体制を整

備する｡ 

 

２ 維持管理の考え方 

港湾施設は，一般的に厳しい自然状況の下に置かれることから，材料の劣化，部材の損傷，基

礎等の洗掘，沈下，埋没等により供用期間中に性能の低下が生じることが懸念されるため，施設

が供用期間中，要求性能を満たせるように適宜点検を実施する｡港湾施設の点検については，「港

湾の施設の点検診断ガイドライン」及び「港湾荷役機械の点検診断ガイドライン」に，海岸保全

施設は「海岸保全施設維持管理マニュアル」に準拠し実施する。 

 

（１）港湾施設 

・ 老朽化が進行する港湾施設において，施設利用に重大な影響を及ぼす事故や機能停止を未然

に防止するため，予防保全型を基本とする老朽化対策を推進する。施設の適正かつ効率的な維
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持管理を図るため，個別施設ごとに維持管理計画書を作成しており，その中で点検診断評価区

分を設定し，優先度を定めている｡ 

３ 成果指標と目標 

港湾分野においては，港湾の規模を示す港湾貨物取扱量及び，みやぎ型ストックマネジメント

を推進することを示す港湾施設の長寿命化対策率，多様な主体との連携状況を示すスマイルポー

ト認定団体数を指標と設定した。それぞれの概要を下記に示す。 

 

（１）港湾貨物取扱量 

東北地方の産業競争力の強化と地域経済の活性化を図るため，更なる物流機能の効率化及び

強化を目的に，港湾整備・振興を推進する。その成果を表すものとして，港湾貨物取扱量を指

標とした。 

新型コロナウイルス感染症の影響により世界的な物流網に変化が生じ,将来的な貨物の目標

値を算定することが困難なことから,現段階では目標値を設定しない。今後の新型コロナウイ

ルス感染症の影響を注視し,適切な時期に目標値を設定する。 

 

（２）港湾施設の長寿命化対策率 

施設利用に重大な影響を及ぼす事故や機能停止を未然に防止し,港の安全性を確保するため

には,港湾施設の長寿命化対策が必要であることから，港湾施設の長寿命化対策率を成果指標

とした。予防保全型を基本とする長寿命化計画に基づき令和１２（２０３０）年度に長寿命化

対策の完了を目指していることを考慮し,令和６（２０２４）年度の目標値を５８．３％と設定

した。 

 

（３）スマイルポート認定団体数 

アドプトプログラムで実施しているスマイルポートについては，港湾施設の定期的な清掃や

美化活動等を実施することで，民間と行政とのパートナーシップの構築の推進を図り，あわせ

て社会資本や行政への関心の喚起を図ることができることから，認定団体数を成果指標として

設定し，過年度の実績から認定団体数の令和６（２０２４）年度の目標を４２団体と設定した。 

 

表２－４－１ 成果指標と目標 

成果指標 
基準値 

（基準年度） 

目標値 

（目標年度） 

仙台塩釜港の取扱貨物量（万トン） 
４，３７２万トン 

(令和元年度) 
※１ 

仙台塩釜港（仙台港区）におけるコンテナ

貨物の取扱量〔実入り〕（ＴＥＵ） 

１９７，２７７ＴＥＵ 

（令和元年度） 
※１ 

港湾施設の長寿命化対策率（％） 
３０．６％ 

（令和２年度） 

５８．３％ 

（令和６年度） 

スマイルポート認定団体数（団体）［累計］ 
４０団体 

（令和２年度） 

４２団体 

（令和６年度） 

   ※１新型コロナウイルス感染症の影響により，令和３年３月時点において目標値を設定することが困難なもの。 
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 空港分野 

１ 振興の考え方 

空港分野においては，落ち込んだ航空需要について，インバウンド・アウトバウンドの両面か

ら回復を図るため，仙台国際空港株式会社（ＳＩＡＣ）や仙台空港国際化利用促進協議会等の関

係機関と連携し，プロモーションや航空会社への支援等を実施する。 

航空路線の更なる拡充に向けて，県と関係機関が緊密に連携し，トップセールスの機会や「航

空路線誘致助成金」を有効に活用しながら，エアポートセールスに引き続き取り組む。 

また，海外エアラインやＬＣＣの就航を促進するため，空港運用時間の２４時間化など空港機

能の強化に取り組む。 

併せて，運用時間延長に伴い必要となる空港周辺地域における道路整備などの生活環境改善や，

空港とともに発展する空港周辺の地域づくりについて，名取市及び岩沼市と連携して取り組んで

いく。 

 

２ 成果指標と目標 

国際航空運送協会（ＩＡＴＡ）は，航空需要が新型コロナウイルスの影響を受ける前の水準に

戻るのは，国際線が令和６（２０２４）年，国内線が令和４（２０２２）年との見通しを発表し

ており，仙台空港においても影響が長引くものと予想される。 

そのため，当面の間は，新型コロナウイルス以前の水準まで旅客・貨物それぞれの需要を回復

させていくことが目標となる。 

一方で，空港運用時間の２４時間化等による空港機能の強化については，新型コロナウイルス

の収束後を見据え，需要の回復と並行して取り組んでいく必要がある。 

成果指標としては，交流人口の拡大に向け，空港の利用促進を推進していることから，空港の

利用状況を示す仙台空港の乗降客数及び国際線乗降客数を指標としているが，新型コロナウイル

ス感染症の収束時期が不透明なため，現段階では目標値は設定せず，今後の収束動向を注視し，

適切な時期に目標値を設定する。 

 

表２－５－１ ＳＩＡＣ１期計画目標に対する実績比較 

[SIAC１期] ２０１６ 
(H２８) 

２０１７ 
(H２９) 

２０１８ 
(H３０) 

２０１９ 
(Ｒ１) 

２０２０ 
(Ｒ２) 

旅客目標 ３２１万人 ３３５万人 ３６９万人 ３９０万人 ４１０万人 

国内線 ３０６万人 ３１３万人 ３３８万人 ３４８万人 ３６２万人 

国際線 １５万人 ２２万人 ３０万人 ４１万人 ４８万人 

旅客実績 ３１６万人 ３４４万人 ３６１万人 ３７１万人 - 

国内線 ２９４万人 ３１７万人 ３３０万人 ３３３万人 - 

国際線 ２２万人 ２７万人 ３１万人 ３８万人 - 

貨物目標 ０.６万㌧ ０.８万㌧ ０.８万㌧ ０.９万㌧ １.０万㌧ 

貨物実績 ０.７万㌧ ０.７万㌧ ０.７万㌧ ０.９万㌧ - 

 

表２－５－２ 成果指標と目標 

成果指標 
基準値 

（基準年度） 

目標値 

（目標年度） 

仙台空港乗降客数（万人） 
３７１万人 

(令和元年度) 
※１ 

仙台空港国際線乗降客数（万人） 
３８万人 

（令和元年度） 
※１ 

※１新型コロナウイルス感染症の影響により，令和３年３月時点において目標値を設定することが困難なもの。 
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 まちづくり分野 

１ 整備及びまちづくり支援の考え方 

まちづくり分野においては，街路事業，市町村等への支援の取組などの３事業について，効率

的かつ効果的に事業効果が発現できるよう，継続事業箇所の早期完成を図るとともに，優先度を

検討し，事業箇所を選定した。 

 

（１）街路事業 

・ 街路事業は，道路機能の重要度及び道路現況の問題点（渋滞，線形不良等）などの「事業計

画の観点」や，緊急輸送道路などの道路の重要度，事業の継続性，地域課題への対応，投資効

果，関連事業との整合性などの「事業実施の観点」から定量的に整備優先度について評価する。

また，防災道路ネットワークを構成する道路や，関係機関との調整状況等の熟度を考慮しなが

ら，総合的に事業箇所を選定した。 

 

 

（２）土地区画整理事業・市街地再開発事業（施行者への支援） 

・ 土地区画整理事業・市街地再開発事業は，道路などの公共施設の整備はもとより，医療・福

祉・商業施設や住居等がまとまって立地し，高齢者をはじめとする住民が，公共交通によりこ

れらの生活利便施設等にアクセスできるなど，福祉や交通なども含めて都市全体の構造を見通

した『コンパクト＋ネットワーク』の考えが求められている。 

・ 実施に当たっては，地域のエリアのポテンシャルに応じた整備内容とすることや，健全な事

業展開ができるかどうかを十分検討した上で支援していく。 

 

（３）景観行政の推進（市町村支援） 

・ 景観行政の推進は，住民に最も身近な行政主体である市町村を，景観形成の中心的な担い手

と位置づけ，県内市町村のうち，既に観光やまちづくりなどに力を入れ景観行政を推進してい

る市町村に支援を行い，その他の市町村に対して実践例を示すことで，景観行政の推進を図っ

ていく。 

 

２ 成果指標と目標 

まちづくり分野においては，街路事業，景観行政の進捗を示す指標を選定した。街路事業は「渋

滞が緩和される交差点数」，「無電柱化整備延長」，景観行政は「景観行政に主体的に取り組んでい

る市町村数」であり，それぞれ考え方は以下に示す。 

 

（１）渋滞が緩和される交差点数 

「宮城県渋滞対策連絡協議会」（国土交通省，県，市町村等で構成）では，宮城県内で確認さ

れている慢性的な渋滞２２４箇所〔令和３（２０２１）年３月現在〕を解消し，円滑な交通を

確保することを目指しており，渋滞が緩和される交差点数を成果指標として選定した。「街路整

備プログラム（Ｒ３．３）」においては，令和６（２０２４）年度に街路事業において慢性的な

渋滞が緩和される交差点数を３箇所としており，同様の目標値を設定した。 

 

（２）無電柱化整備延長 

国土交通省では，「無電柱化の推進に関する法律」に基づき「防災」「安全・円滑な交通確保」

の観点より無電柱化推進計画を策定し，特に，緊急輸送路上の無電柱化を推進しているため，

県街路事業においても，緊急輸送路上の「無電柱化整備延長」を成果指標とし，「宮城県無電

柱化推進計画（Ｒ３．３）」において，令和６（２０２４）年度に１．１km 整備し，大規模地

震等からの防災や，景観形成によるまちづくりに貢献することを目標としていることから，同
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様の目標値を設定する。 

 

（３）景観行政に主体的に取り組んでいる市町村数 

景観行政の推進については，景観行政団体へ移行し地域住民と連携して景観の形成に向けた

取組を行うなど，景観行政に主体的に取り組んでいる市町村数を成果指標とし，景観の形成に

向けて検討を始めた２つの市町村の確実な取組の実現を達成すべく，令和６（２０２４）年度

に１９市町村とすることを目標とした。 

 

表２－６－１ 成果指標と目標 

 

 

 

 

 

  

成果指標 
基準値 

（基準年度） 

目標値 

（目標年度） 

渋滞が緩和される交差点数（箇所） 
－ 

（令和２年度） 

３箇所 

（令和６年度） 

無電柱化整備延長（ｋｍ） 
０ｋｍ 

（令和２年度） 

１.１ｋｍ 

（令和６年度） 

景観行政に主体的に取り組んでいる市町村数 

（市町村） 

１７市町村 

（令和２年度） 

１９市町村 

（令和６年度） 
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 公園分野 

１ 整備の考え方 

公園分野においては，県立都市公園事業（広域公園等）について，効率的かつ効果的に事業効

果が発現できるよう，継続する事業箇所の早期完成を図るとともに，事業ごとに整備優先度を検

討し，事業箇所を選定した。事業ごとの箇所選定の考え方を以下に示す。また，県立都市公園（広

域防災拠点）については，新規の事業箇所がないことから，継続する事業箇所の整備を推進する。 

 

（１）県立都市公園（広域公園等） 

・ 県立都市公園（広域公園等）は，災害発生時における公園の活用など防災性向上効果を視点

とした「安全性の確保（必要性）」，心身の健康増進等へ寄与するかなどの健康・レクリエーショ

ン・子育て育成空間提供効果や公園利用者数を評価した経済活性化効果などを視点とした「地域

社会・経済への貢献（有効性）」等の４つの評価軸から定量的に整備優先度を評価する。なお，

定量的評価に加え，現状・課題を踏まえ事業内容の精査・再検討を行い，事業箇所を選定した上

で事業を推進する。 

 

（２）県立都市公園（広域防災拠点） 

・ 県立都市公園（広域防災拠点）は，東日本大震災の教訓を踏まえ，既存の広域交通体系を活

用した陸・海・空による人員・物資等の円滑な輸送が可能となり，県内唯一の基幹災害拠点病

院や陸上自衛隊仙台駐屯地，霞目駐屯地にも近接する「宮城野原地区」に広域防災拠点を整備

し，広域災害や圏域における局地災害等に対応していく。 

 

２ 維持管理の考え方 

開設から２０年以上経過している県立都市公園の施設は老朽化が著しく，利用者の安全や快適

性が損なわれている施設もある。このため，平成２４（２０１２）年度に策定した長寿命化計画

や施設点検結果を基に緊急性の高い施設から優先的に更新・修繕を実施する。なお，令和４（２

０２２）年度からは新たに策定する長寿化計画に基づき，計画的に更新・修繕を実施する。 

震災後の復旧・復興事業で整備した県立都市公園についても，長寿命化計画に基づき，計画的

に施設の長寿命化に資する予防保全措置を効率的・効果的に実施する。 

また，公園施設のネーミングライツ（命名権）スポンサーを積極的に公募し，収入を確保し，

公園管理費のコスト縮減を図る。 

 

（１）公園施設 

・ 公園施設のうち植物管理については，公園施設の県民サ－ビスの質的低下が生じないよう，

「来園者が集中する場所や有料施設」と「その他の場所」で管理水準を区分し，効率的・効果

的な管理を実施する。 

・ 公園施設のうち施設管理については，各施設の補修サイクルと耐用年数等を考慮し，長寿命

化計画や施設点検の結果に基づき，緊急性の高い施設から，優先的に更新・補修を実施する。 
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３ 成果指標と目標 

公園分野においては，県立都市公園の整備数，長寿命化計画に基づき予防保全措置を講じた公

園数及び多様な主体との連携状況を示すふれあいパーク認定団体数を成果指標として設定した。 

 

（１）県立都市公園整備数 

県立都市公園の整備については，公園利用者の心身の健康増進に寄与するなど，地域社会・

経済への貢献（有効性）等に資する公園整備数を成果指標とし，計画的に事業を推進し，県で

整備する２公園の完了を目指し，令和６（２０２４）年度の目標値を５公園と設定した。 

 

（２）県立都市公園の長寿命化 

公園施設の老朽化に伴う事故や施設の利用禁止などの措置を未然に防止し，公園利用者の安

全で快適な利用を確保するため，県立都市公園の長寿命化を成果指標とし，長寿命化計画に基

づき，予防保全措置を効率的・効果的に推進し，２公園での長寿命化対策の完了を目指し，令

和６（２０２４）年度の目標値を３公園と設定した。 

 

（３）ふれあいパーク認定団体数 

アドプトプログラムで実施しているふれあいパークは，民間と行政とのパートナーシップの

構築及び住民参加のまちづくりの推進を図り，あわせて社会資本や行政への関心の喚起を図る

ことが可能となるため，認定団体数を成果指標とし，過年度の実績から認定団体数の令和６（２

０２４）年度の目標値を２１団体と設定した 

 

表２－７－１ 成果指標と目標 

成果指標 
基準値 

（基準年度） 

目標値 

（目標年度） 

県立都市公園（部所管）整備数（公園） 
３公園 

（令和２年度） 

５公園 

（令和６年度） 

県立都市公園の長寿命化（公園） 
１公園 

(令和２年度) 

３公園 

（令和６年度） 

ふれあいパーク認定団体数（団体）［累計］ 
１５団体 

（令和２年度） 

２１団体 

（令和６年度） 
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 住宅・建築分野 

１ 建築物の耐震化等の考え方 

建築分野においては，耐震化等の促進として，以下の３つの取組について，県，市町村，建築

関係団体及び建築物所有者等が情報共有を図り，連携・協働して取り組んでいく。 

 

（１）木造住宅の耐震化 

・ 住宅・建築物については，高い確率で発生が予想されている宮城県沖地震から県民の生命，

身体及び財産の被害の軽減するため，「宮城県耐震改修促進計画」に基づき，耐震化を促進する

施策を実施する。 

・ 特に，耐震性が不十分と考えられる住宅の９０％近くを戸建木造住宅が占めていることから，

市町村や建築関係団体などと連携し,これらの住宅の耐震診断・耐震改修の必要性や地震被害

に関する知識の普及や啓発を図る。また，国及び市町村と連携し，住宅の耐震性等を把握する

ための耐震診断や耐震改修工事への助成などを実施する。 

 

（２）指定避難所の耐震化 

・ 指定避難所については，被災した住民に対して安全な一時避難場所が確保されるよう，市町

村に対して耐震性が不足している指定避難所の建替や指定替等について指導していく。 

 

（３）ブロック塀等の安全性の確保 

・ ブロック塀等の安全性の確保は，平成３０（２０１８）年６月１８日に発生した大阪府北部

を震源とした地震によるブロック塀倒壊事故を受け，県，石巻市，塩竈市及び大崎市が実施し

た小学校スクールゾーン内にあるブロック塀等の実態調査の結果，「除却が必要」とされたも

のが２７６箇所（全体の２．７％），「改修等が必要」とされたものが２，５８８箇所（同２５．

３％）であることが判明し，除却等による改善が求められている。 

・ 所有者が高齢である等の理由から対策費用を捻出できないことが，危険なブロック塀等が一

定数残存している大きな要因の一つと考えられる。このため，対策費用の自己負担を軽減する

ことを目的に，ブロック塀等の除却に対して，市町村による助成に加えて，県による助成を実

施する。 

・ 実態調査の結果に基づく継続的な改善要請等（フォローアップ）を実施するとともに，パン

フレット等による県民への安全対策等についての積極的な普及啓発を行う。 

 

２ 県営住宅の維持管理の考え方 

県営住宅は，その大半が昭和４０年代後半から昭和６０年代までの２０年間に供給されており，

このストックの老朽化の進行に伴う，効率的・効果的なストックマネジメントの推進が必要とな

っている。 

このため，「宮城県県営住宅ストック総合活用計画」を策定し，県営住宅の長寿命化等を図り，

既存ストックが長期的に活用されるよう，適切に維持管理していく。 

 

（１）県営住宅の維持管理・長寿命化事業 

・ 県営住宅の維持管理・長寿命化事業は，入居者の安全性に関する事項，法律により義務付け

られている事項等を最優先とし，劣化状況，地域特性，建物特性，改修履歴及びコスト縮減等

を勘案した優先順位を設けて実施する。 

・ 「定期点検」，「日常点検」，「緊急点検」により，不具合部分の早期発見に努めるとともに，

建物状況等の情報の蓄積を図り，計画修繕等のための基礎資料として活用する。 

・ 県営住宅を長期にわたって良好に維持管理をしていくため，設備の有効期間や定期点検等の

点検結果，建物の劣化状況や優先順位を考慮し，工事の効率化や予算の有効活用を図るよう，
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計画的な修繕を実施する。 

・ 県営住宅の長寿命化等を図っていくため，国の交付金等も活用しながら，外壁や屋上の断熱

化改修工事による耐久性の向上等や昇降機改修工事による安全性の向上等の改善事業を，点検

結果や優先順位を考慮し実施する。 

 

３ 成果指標と目標 

住宅・建築分野においては，住宅・指定避難所の耐震化及び，被災後の被害拡大防止について，

下記のとおり，取組の成果指標を設定した。 

 

（１）住宅・指定避難所の耐震化 

本県の住宅及び指定避難所の耐震化の成果指標を耐震化率とし，国の方針や施設の重要性を踏ま

え，令和７（２０２５）年度末までに，住宅は９５％以上，指定避難所は概ね解消することを目指し，

令和６（２０２４）年度の目標値として，住宅は９４．６％以上，指定避難所は概ね解消することと

設定した。 

なお，耐震化の進捗状況については，住宅・土地統計調査が５年ごとに実施されることから，その

集計結果をもとに令和７年度に達成状況の確認を行うこととする。 

 

（２）被災建築物応急危険度判定士・被災宅地応急危険度判定士の登録数 

地震により建築物等が被災した場合，被災後の被害拡大防止を目的とする判定業務が円滑に実施

されるよう，被災建築物応急危険度判定士や被災宅地応急危険度判定士の養成に取り組んでいる。

このことから，その登録数を成果指標とし，宮城県建築行政マネジメント計画において設定して

いる登録数を令和６（２０２４）年度に達成，維持することとし，令和６（２０２４）年度の目

標値をそれぞれ２，３００人，９０５人と設定した。 

 

表２－８－１ 成果指標と目標 

成果指標 
基準値 

（基準年度） 

目標値 

（目標年度） 

住宅の耐震化率（％） 
９２％ 

（平成３０年度 注１） 

９４．６％以上 

（令和６年度） 

指定避難所の耐震化率（％） 
９６％ 

（令和元年度） 

概ね解消 

（令和６年度） 

被災建築物応急危険度判定士の登録数 

（人） 

２，０７５人 

（令和元年度） 

２，３００人 

（令和６年度） 

被災宅地応急危険度判定士の登録数 

（人） 

９０５人 

（令和元年度） 

現状を維持 

（令和６年度） 

注１ 耐震化の基準年度は平成３０年住宅・土地統計調査時である。 
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 計画投資額 

 計画投資額 

令和３（２０２１）年度から令和１２（２０３０）年度までの１０年間で土木部が実施する事業

の前提となる計画投資額は，令和２（２０２０）年度当初予算をベースに，東日本大震災における

復旧・復興期間の終了や，国の「防災・減災，国土強靱化のための５か年加速化対策」（以下「５か

年加速化対策」という。）なども加味した上で，約６，０００億円とし，事業の選択と集中により必

要な社会資本整備を進めていくこととする。 

前期４年の計画投資額は，「５か年加速化対策」が国において，令和２（２０２０）年度３次補正

から令和７（２０２５）年度までで予算措置されることから，本アクションプランにおいても，こ

れを加味し前期の計画投資額を２，９２０億円と設定する。 

 

１ 前期における取組 

前期は，５か年加速化対策による総合的治水対策や，老朽化対策に集中的に取り組むこととし

ており，投資額は１０年間の計画投資額（約６，０００億円）の約５割となる約２，９２０億円

となっている。 

その内訳は，基本目標１「自然災害リスクの増大を踏まえた防災・減災対策による県土の強靱

化」に５５．７％，基本目標２「富県躍進を支える交流・産業基盤の整備」に９．７％,基本目標

３「多様な主体と連携した持続可能な地域生活基盤の整備」に９．０％，基本目標４「加速化す

るインフラの老朽化に対応した戦略的なストックマネジメントの推進」に２５．５％，基本目標

５「持続可能な宮城の県土づくりを支える人材育成と生産性の向上」に０．１％となっており，

流域治水対策や防災道路ネットワークの構築などの防災・減災対策による県土の強靱化に集中投

資するものである。 
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 前期に実施する事業・取組一覧 
前期４年間〔令和３（２０２１）年度から令和６（２０２４）年度〕で実施する主要な事業名と

実施内容（箇所数，及び延長等），事業費を基本目標ごとに示す。なお，延長等は，事業ごとの延長

の総計等を記載しているため前期に実施する内容と異なる場合がある。 

 基本目標ごとの事業概要 

【基本目標１】 

「自然災害リスクの増大を踏まえた防災・減災対策による県土の強靱化」 

（１）総合的な豪雨災害対策等の推進     

①総合的な治水対策の推進     

  

番号 事業名 

前期(R3～R6)計画 

  実施内容 事業費 
(百万円)   箇所数等 延長等 

  1 
総合的な治水対策の推進 
（河道掘削等による流下能力向上，築堤等） 

県内一円 
築堤，河道掘削， 
堤防補強等一式 

41,506 

  2 
ダムの整備等による治水機能の強化 
(県事業・直轄事業） 

2 箇所 － 11,991 

  3 
利水ダム等の事前放流 
（県管理ダムの事前放流） 

県内一円 － ゼロ予算事業 

 
  

4 洪水浸水想定・津波高潮浸水想定 県内一円 － 328 

  5 
総合的な治水対策の推進 
（円滑な避難に向けたソフト対策の充実・強化） 

県内一円 － 430 

  6 
総合的な治水対策の推進 
（下水道事業との連携） 

県内一円 － ゼロ予算事業 

  7 
総合的な治水対策の推進 
（直轄事業（河川・海岸）） 

県内一円 － 11,919 

  8 
海岸侵食対策事業 
（侵食防止対策のための海岸保全施設整備等） 

1 箇所 L=140m 840 

  9 
海岸局部改良事業 
（国土保全のための海崖等の崩壊対策等） 

県内一円 － 325 

②総合的な土砂災害防止対策の推進     

  

番号 事業名 

前期(R3～R6)計画 

  実施内容 事業費 
(百万円)   箇所数等 延長等 

  10 
火山砂防事業 
（流路工） 

1 箇所 － 2,085 

  11 
火山噴火緊急減災対策事業 
（火山噴火緊急減災対策砂防計画の策定） 

1 箇所 － 29 

 
  

12 通常砂防事業 7 箇所 － 1,616 

  13 防災砂防事業 県内一円 － 1,434 

  14 
急傾斜地崩壊対策事業 
（急傾斜地崩壊対策施設の整備） 

12 箇所 － 1,907 

  15 砂防等基礎調査 県内一円 － 109 

  16 
総合流域防災事業 
（基礎調査） 

県内一円 － 4,314 

  17 
総合流域防災事業 
（情報基盤） 

県内一円 － 447 
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③災害に強い道路網の構築     

  

番号 事業名 

前期(R3～R6)計画 

  実施内容 事業費 

(百万円)   箇所数等 延長等 

  18 
道路改築事業 
（バイパス，現道拡幅等） 

43 箇所 73.5km 20,349 

  19 
災害防除事業 
（法面対策・道路情報板更新等） 

200 箇所 － 5,404 

  20 
雪寒事業 
（スノーシェッド，消雪施設，雪崩防止柵等） 

9 箇所 3.8km 1,011 

  21 無電柱化事業 3 箇所 0.6km 78 に計上 

  22 
橋梁耐震補強事業 
（橋梁流出対策） 

26 箇所 － 40 に計上 

④防災・減災に向けた総合的な土地利用政策の推進     

  

番号 事業名 

前期(R3～R6)計画 

  実施内容 事業費 

(百万円)   箇所数等 延長等 

  23 個別法に基づく土地利用の規制と誘導 県内一円 － ゼロ予算事業 

⑤被災後の公共土木施設・建築物の早期復旧     

  

番号 事業名 

前期(R3～R6)計画 

  実施内容 事業費 

(百万円)   箇所数等 延長等 

  24 砂防激甚災害対策特別緊急事業 15 箇所 － 1,995 

  25 
災害復旧事業(R 元災：道路) 

（災害復旧事業，災害関連事業，直轄代行事業） 
県内一円 － 15,168 

  26 
災害復旧事業(R 元災：河川) 

（災害復旧事業，直轄事業，直轄代行事業） 
県内一円 － 8,760 

  27 
砂防災害関連緊急事業 

(直轄事業) 
丸森町内 － 2,158 

（２）大規模災害等に備えた防災態勢の強化     

①防災情報の迅速かつ的確な提供と確実な初動態勢の構築 

  

番号 事業名 

前期(R3～R6)計画 

  実施内容 事業費 

(百万円)   箇所数等 延長等 

  28 
津波対策強化推進事業 

（6.12 土木部防災訓練等各種訓練） 
１回／年 － ゼロ予算事業 

  29 
津波対策強化推進事業 

（防災リーダーの育成研修） 
１回／年 － 136 に計上 

②東日本大震災等の経験を踏まえた防災・減災に関する普及・啓発活動の推進 

 

番号 事業名 

前期(R3～R6)計画 

 実施内容 事業費 

(百万円)  箇所数等 延長等 

  30 

3.11 伝承・減災プロジェクト 

（復興住宅・復興まちづくり宮城モデル・ 

 公共土木施設等に関する震災教訓の伝承） 

県内外 － 13 
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番号 事業名 

前期(R3～R6)計画 

 実施内容 事業費 

(百万円)  箇所数等 延長等 

  31 河川防災に関する出前講座 県内一円 － ゼロ予算事業 

③大規模災害時に効果的に対応するための中核的機能を担う広域防災拠点や地域防災の核とな

る拠点の整備 

  

番号 事業名 

前期(R3～R6)計画 

  実施内容 事業費 

(百万円)   箇所数等 延長等 

  32 
広域防災拠点整備事業 
（宮城県広域防災拠点の整備） 

1 箇所 17.5ha 15,595 

  33 
道の駅整備事業 
（地域防災拠点の機能整備） 

県内一円 － 67 に計上 

④被災後の被害拡大防止と早期復旧のための各種支援   

  

番号 事業名 

前期(R3～R6)計画 

  
実施内容 

事業費 

(百万円)   

  34 
下水道分野における市町村支援 
（市町村支援） 

県内一円 － ゼロ予算事業 

  35 
人材育成支援 
（自治体（市町村）職員の育成研修） 

１回／年 － ゼロ予算事業 

  36 被災建築物応急危険度判定士の養成等 県内一円 － 5 

  37 被災宅地危険度判定士の養成等 県内一円 － 2 

  38 災害公営住宅の建設支援，応急仮設住宅等仮住まいの供給 県内一円 － ゼロ予算事業 

  39 住宅再建相談会の実施 県内一円 － ゼロ予算事業 

（３）耐震化対策の推進     

①公共土木施設や県有建築物の耐震化の推進，一般木造住宅や指定避難施設の耐震化の促進 

  

番号 事業名 

前期(R3～R6)計画 

  実施内容 事業費 
(百万円)   箇所数等 延長等 

  40 
橋梁耐震化事業 
（橋梁耐震補強） 

35 箇所 － 4,154 

  41 港湾施設耐震整備事業 3 箇所 － 1,596 

  42 木造住宅等震災対策事業 県内一円 － 285 

  43 指定避難施設の耐震化の促進 県内一円 － ゼロ予算事業 

②地震によるブロック塀等の倒壊被害防止対策の実施   

  

番号 事業名 

前期(R3～R6)計画 

  実施内容 事業費 

(百万円)   箇所数等 延長等 

  44 小学校スクールゾーン内ブロック塀等除却助成事業 県内一円 － 70 
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基本目標２ 

「富県躍進を支える交流・産業基盤の整備」 

（１）東北の発展を支える基幹的社会資本整備の推進   

①東北・宮城の骨格となる高速道路網の整備     

  

番号 事業名 

前期(R3～R6)計画 

  実施内容 事業費 

(百万円)   箇所数等 延長等 

  45 
道路改築事業 

（インターチェンジ，スマートインターチェンジ等） 
3 箇所 3.9km 2,145 

②広域海上物流拠点整備の推進 

  

番号 事業名 

前期(R3～R6)計画 

  実施内容 事業費 

(百万円)   箇所数等 延長等 

  46 港湾整備事業 33 箇所 
造成 12ha， 

ガントリークレー
ン更新，浚渫等 

7,950 

  47 
港湾整備事業 
（直轄事業） 

5 箇所 
岸壁，防波堤整備

等 
4,422 

  48 国際貿易港振興対策事業 県内一円 － 14 

（２）地域の発展を支え，地域間連携を強化する社会資本整備の推進 

①広域道路網の整備     

  

番号 事業名 

前期(R3～R6)計画 

  実施内容 事業費 
(百万円)   箇所数等 延長等 

  
49 

地域高規格道路整備事業 
（直轄事業） 

県内一円 － 18 に計上 

  
50 

直轄国道整備事業 
（直轄事業） 

県内一円 － 8,831 

  
51 

道路改良事業 
（バイパス，現道拡幅等） 

10 箇所 17.2km 998 

②県際道路及び郡界道路等の整備・機能強化     

  
番号 事業名 

前期(R3～R6)計画 

  実施内容 事業費 
(百万円)   箇所数等 延長等 

  52 
道路改築事業 
（バイパス，現道拡幅等） 

24 箇所 46.3km 18 に計上 

  53 
災害復旧事業(R 元災：道路) 
(直轄代行事業) 

1 箇所 6km 25 に計上 

（３）交流人口拡大に向けた社会資本整備の推進     

①仙台空港の航空需要拡大と機能強化     

  

番号 事業名 

前期(R3～R6)計画 

  実施内容 事業費 

(百万円)   箇所数等 延長等 

  
54 

仙台空港利用促進事業 
（エアポートセールス等） 

1 箇所 － 29 

  
55 

仙台空港地域連携・活性化事業 
（パスポートキャンペーン等） 

1 箇所 － 95 
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番号 事業名 

前期(R3～R6)計画 

  実施内容 事業費 
(百万円)   箇所数等 延長等 

  

56 
仙台空港６００万人・５万トン実現推進事業 
（LCC 各社と連携した PR，航空貨物の人材不足対策等） 

1 箇所 － 54 

  
57 

航空路線誘致促進事業 
（新規路線就航初期経費の助成） 

1 箇所 － 240 

  
58 航空機騒音対策事業 1 箇所 － 200 

  
59 

仙台空港周辺環境整備事業 
（道路改築事業，交通安全事業等） 

6 箇所 
道路改良，交差点
改良等，一式 

411 

  
60 仙台空港周辺環境整備支援事業 1 箇所 － 1,000 

  
61 仙台空港地域振興策検討事業 1 箇所 － 22 

  
62 仙台空港国直轄事業 1 箇所 － 760 

②観光産業の支援 

  

番号 事業名 

前期(R3～R6)計画 

  実施内容 事業費 

(百万円)   箇所数等 延長等 

  63 道路情報案内板整備事業 県内一円 － 67 に計上 

  64 交通安全施設整備事業 県内一円 － 67 に計上 

  65 クルーズ船受入促進事業 2 箇所 － 8 
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基本目標３ 

「多様な主体と連携した持続可能な地域生活基盤の整備」 

（１）地域住民等と連携・協働した社会資本整備の推進   

①地域住民の生活に密着した公共事業の実施     

  
番号 事業名 

前期(R3～R6)計画 

  実施内容 事業費 
(百万円)   箇所数等 延長等 

  66 
道路改築事業 
（現道拡幅等） 

27 箇所 28.1km 6,196 

  67 
交通安全施設整備事業 
（歩道整備等） 

36 箇所 43.3km 4,115 

②地域づくりの主体である地域住民や関係市町村が，地域にとって必要不可欠な整備内容を選

択できる事業の推進 
  

番
号 

事業名 

前期(R3～R6)計画 

  実施内容 事業費 
(百万円)   箇所数等 延長等 

  68 
地域協働事業（道路改築事業） 
（現道拡幅等） 

2 箇所 0.56km 86 

③行政と一体となって活動する愛護団体やアドプトプログラム，ボランティア団体への積極的

な支援 

  
番号 事業名 

前期(R3～R6)計画 

  実施内容 事業費 
(百万円)   箇所数等 延長等 

  69 
みやぎスマイルロード・プログラム 
（道路） 

県内一円 － 11 

  70 
みやぎスマイルリバー，スマイルビーチ・プログラム 
（河川，海岸） 

県内一円 － 59 

  71 
みやぎスマイルポート・プログラム 
（港湾） 

県内一円 － 0.5 

  72 
みやぎふれあいパーク・プログラム 
（都市公園） 

県内一円 － 0.3 

  73 宮城県砂防ボランティアへの支援 県内一円 － ゼロ予算事業 

（２）安全・安心で快適なまちづくりの推進     

①安全で快適に暮らせる市街地整備の促進     

  
番号 事業名 

前期(R3～R6)計画 

  実施内容 事業費 
(百万円)   箇所数等 延長等 

  74 
市街地開発事業 
（土地区画整理事業） 

県内一円 － ゼロ予算事業 

  75 
市街地開発事業 
（市街地再開発事業） 

1 箇所 1.2ha 157 

  76 
都市公園事業 
（公園・緑地整備事業） 

3 箇所 － 244 

  77 
街路事業 
（街路事業） 

6 箇所 7.81km 6,613 
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番号 事業名 

前期(R3～R6)計画 

  実施内容 事業費 
(百万円)   箇所数等 延長等 

  78 
街路事業 
（無電柱化推進計画事業） 

3 箇所 0.58km 1,157 

  79 都市計画基礎調査事業 6 地区 － 272 

  80 
市町村支援事業 
（都市計画マスタープランや立地適正化計画策定支援） 

県内一円 － ゼロ予算事業 

  81 
下水道基本構想策定 
（効率的かつ持続的な下水道事業の促進） 

県内一円 － 104 

②安全で安心な建築ストックの形成  

  
番号 事業名 

前期(R3～R6)計画 

  実施内容 事業費 
(百万円)   箇所数等 延長等 

  82 建築士事務所立入指導等 県内一円 － 4 

  83 建築物定期報告制度 県内一円 － ゼロ予算事業 

  84 だれもが住みよい福祉のまちづくり条例による届出制度 県内一円 － ゼロ予算事業 

  85 指定確認検査機関立入指導 県内一円 － ゼロ予算事業 

③誰もが安心して暮らせるまちづくりの推進 

  
番号 事業名 

前期(R3～R6)計画 

  実施内容 事業費 
(百万円)   箇所数等 延長等 

  86 住宅セーフティネットの充実 県内一円 － ゼロ予算事業 

  87 空き家等対策における市町村支援 県内一円 － ゼロ予算事業 

  88 
総合都市交通体系調査 
（パーソントリップ調査等） 

県内一円 － 31 

（３）環境に優しく景観と調和した社会資本整備の推進   

①自然環境と調和した公共土木施設の整備推進 

  
番号 事業名 

前期(R3～R6)計画 

  実施内容 事業費 
(百万円)   箇所数等 延長等 

  89 
沿岸域景観再生復興事業 
（運河沿川への桜植樹等） 

県内一円 － 29 

  90 多自然川づくり事業 県内一円 － １に計上 
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②自然・歴史・文化と調和した景観形成の促進  

  

番号 事業名 

前期(R3～R6)計画 

  実施内容 事業費 
(百万円)   箇所数等 延長等 

  91 
景観形成事業 
（景観計画策定・アドバイザー派遣等市町村支援） 

県内一円 － 10 

  92 
景観形成事業 
（みやぎ違反広告物除却サポーター制度） 

県内一円 － 65 

  93 
県有建築物保全事業 
（県有建築物保全点検） 

県内一円 － ゼロ予算事業 

③省エネルギー化や二酸化炭素の排出規制等の環境負荷軽減対策の推進 

  

番号 事業名 

前期(R3～R6)計画 

  実施内容 事業費 
(百万円)   箇所数等 延長等 

  94 道路施設省エネ化（LED 化） 県内一円 － 366 

  95 水力発電（ダム） 6 箇所 － ゼロ予算事業 

  96 建築物の省エネ性能向上認定制度等の普及 県内一円 － 12 

  97 低炭素建築物認定制度の普及 県内一円 － 1 

  98 県有建築物省エネルギー及び再生可能エネルギー導入推進 県内一円 － ゼロ予算事業 

  99 排ガス対策建設機械の利用 県内一円 － ゼロ予算事業 

  100 低騒音・低振動型建設機械の利用 県内一円 － ゼロ予算事業 

④資源の有効利用が図られた環境に優しい社会資本整備の推進 

  
番号 事業名 

前期(R3～R6)計画 

  実施内容 事業費 
(百万円)   箇所数等 延長等 

  101 
グリーン製品調達モデル事業 
（産業廃棄物税充当事業） 

県内一円 － 40 
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基本目標４ 

「加速化するインフラの老朽化に対応した戦略的ストックマネジメントの推進」 

（１）公共土木施設・建築物の適正かつ効率的・持続的な維持管理の推進 

①既存施設の現状や施設利用ニーズを踏まえた施設の適正維持と有効利用 

  
番号 事業名 

前期(R3～R6)計画 

  実施内容 事業費 
(百万円)   箇所数等 延長等 

  102 
宮城県公共施設等総合管理方針に基づく適正管理 
（道路・橋梁・河川・海岸・ダム・砂防・地すべり・急傾
斜・港湾・臨空公園・都市公園・県営住宅） 

県内一円 － 52,441 

  103 
台帳整備 
（道路・河川・海岸・砂防施設台帳整備） 

県内一円 － 574 

（２）公共土木施設・建築物の長寿命化対策の推進     

①公共土木施設の長寿命化及びライフサイクルコストの最小化 

  
番号 事業名 

前期(R3～R6)計画 

  実施内容 事業費 
(百万円)   箇所数等 延長等 

  104 
長寿命化・更新事業 
（道路・橋梁・河川・海岸・ダム・砂防・地すべり・急傾
斜・港湾・臨空公園・都市公園） 

県内一円 － 18,371 

②公共建築物の長寿命化及びライフサイクルコストの最小化 
  

  

番号 事業名 

前期(R3～R6)計画 

  実施内容 事業費 

(百万円)   箇所数等 延長等 

  105 
公営住宅の長寿命化事業 
（県営住宅ストック総合改善事業・リフォーム事業） 

県内一円 － 4,440 

  106 県有建築物長寿命化推進に向けた支援 県内一円 － ゼロ予算事業 

  107 災害時に拠点となる県有建築物の中長期保全計画策定 県内一円 － ゼロ予算事業 

（３）新技術を活用したインフラの更新・管理     

①新技術を活用した点検・診断技術の導入検討     

  

番号 事業名 

前期(R3～R6)計画 

  実施内容 事業費 

(百万円)   箇所数等 延長等 

  108 ドローン等 ICT を活用した点検・診断の導入の検討 県内一円 － ゼロ予算事業 

  109 ビッグデータを活用した点検・診断の導入の検討 県内一円 － ゼロ予算事業 

②大学等と連携したインフラマネジメントの推進     

  
番号 事業名 

前期(R3～R6)計画 

  実施内容 事業費 
(百万円)   箇所数等 延長等 

  110 大学等の研究機関が持つデータたノウハウの活用 県内一円 － ゼロ予算事業 

  111 インフラ維持管理情報のデータベース化 県内一円 － ゼロ予算事業 
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基本目標５ 

「持続可能な宮城の県土づくりを支える人材育成と生産性の向上」 
（１）建設企業の技術力・経営力の向上と担い手の確保   

①技術力・専門力の向上支援     

  
番号 事業名 

前期(R3～R6)計画 

  実施内容 事業費 
(百万円)   箇所数等 延長等 

  112 総合評価落札方式における技術力・専門力等の評価の拡充 県内一円 － 9 

  113 建設産業振興支援講座等（新技術の習得） 県内一円 － 1 

  114 
建設工事事故防止対策（安全講習会，事故防止優良者表
彰） 

県内一円 － 3 

②経営力の向上支援     

  
番号 事業名 

前期(R3～R6)計画 

  実施内容 事業費 
(百万円)   箇所数等 延長等 

  115 建設産業振興支援講座等（経営強化） 県内一円 － 1 

  116 建設業総合相談窓口を活用した支援 県内一円 － ゼロ予算事業 

③産学官が連携した建設産業の活動実績等の積極的広報   

  
番号 事業名 

前期(R3～R6)計画 

  実施内容 事業費 
(百万円)   箇所数等 延長等 

  117 現場見学会 県内一円 － 8 

  118 体験型施設の見学会 県内一円 － 117 に計上 

  119 みやぎ建設ふれあいまつり 県内一円 － 117 に計上 

  120 みやぎ建設産業架け橋サロン 県内一円 － 117 に計上 

  121 リモートによる現場見学会等 県内一円 － 117 に計上 

（２）建設産業における働き方改革等の推進     

①長時間労働の是正等の取組の推進     

  
番号 事業名 

前期(R3～R6)計画 

  実施内容 事業費 
(百万円)   箇所数等 延長等 

  122 施工時期の平準化の推進 県内一円 － ゼロ予算事業 

②誰もが働きやすい建設産業に向けた取組の推進     

  
番号 事業名 

前期(R3～R6)計画 

  実施内容 事業費 
(百万円)   箇所数等 延長等 

  123 働きやすい現場環境となる労働環境整備 県内一円 － ゼロ予算事業 

  124 
女性活躍推進モデル工事の拡大等による女性が働きやすい
環境整備 

県内一円 － ゼロ予算事業 



 

32 

③処遇改善と社会保険加入の徹底     

  

番号 事業名 

前期(R3～R6)計画 

  実施内容 事業費 
(百万円)   箇所数等 延長等 

  125 建設キャリアアップシステムの活用推進 県内一円 － ゼロ予算事業 

  126 建設業における社会保険加入促進 県内一円 － ゼロ予算事業 

④ＩＣＴの活用等を通じた生産性向上の取組の推進     

  

番号 事業名 

前期(R3～R6)計画 

  実施内容 事業費 
(百万円)   箇所数等 延長等 

  127 i-Construction の推進 県内一円 － ゼロ予算事業 

  128 BIM/CIM の推進 県内一円 － ゼロ予算事業 

（３）社会資本整備を牽引する職員の育成  

①土木部職員の技術力の向上     

  
番号 事業名 

前期(R3～R6)計画 

  実施内容 事業費 
(百万円)   箇所数等 延長等 

  129 
土木部職員研修 
（OJT 研修・災害査定研修・資格と関連づけた研修・自学環境
の充実（e-ラーニング）・各種土木部内研修・外部研修の受講） 

県内一円 － 23 

  130 土木部職員研修 
（技術研究発表会） 

県内一円 － ゼロ予算事業 

  131 CALS/EC 整備事業 
（CAD の導入，研修） 

県内一円 － 10 

②技術職員のスキルの見える化     

  
番号 事業名 

前期(R3～R6)計画 

  実施内容 事業費 
(百万円)   箇所数等 延長等 

  132 土木部職員研修 
（技術職員の業務経歴・技術力のデータベース化） 

県内一円 － 129 に計上 

③市町村職員に向けた,更なる技術力の向上支援     

  

番号 事業名 

前期(R3～R6)計画 

  実施内容 事業費 
(百万円)   箇所数等 延長等 

  133 
土木部職員研修 
（県・市町村合同研修） 

県内一円 － 129 に計上 

  
再掲 
130 

土木部職員研修 
（技術研究発表会） 

県内一円 － ゼロ予算事業 

  134 
津波対策強化推進事業 
（防災対応力研修） 

県内一円 － 0.3 

④誰もが働きやすい職場環境への取組     

  

番号 事業名 

前期(R3～R6)計画 

  実施内容 事業費 
(百万円)   箇所数等 延長等 

  135 宮城県女性技術者の会による活動（ミヤギノ未来） 県内一円 － ゼロ予算事業 

  136 ブラザー制度（任職員サポート） 県内一円 － ゼロ予算事業 



 

33 

 地域ごとの主な事業概要と取組方針 
前期４年間〔令和３（２０２１）年度から令和６（２０２４）年度〕に実施する宮城県内の７つ

の地域における主な事業の概要と取組方針を以下に示す。 

 

 大河原地域 

４年間の主な事業概要〔令和３（２０２１）年～令和６（２０２４）年〕 

（取組１）令和元年東日本台風災害からの早期復旧・復興  

① 災害復旧事業（令和元年東日本台風）（丸森町外） 

道路（丸森霊山線）や河川（雉子尾川）等の復旧 一式  

② （一）丸森梁川線災害復旧関連事業（丸森町） 

道路の改良復旧     Ｌ＝１，８７０ｍ  

③ 阿武隈川水系砂防激甚災害対策特別緊急事業（丸森町）  

緊急的な土砂災害対策（砂防施設の整備）  １５箇所 

 

（取組２）蔵王山噴火対策等自然災害から生命財産を守るための防災・減災対策の推進 

④ 雉子尾川河川改修事業（丸森町）  

築堤等      Ｌ＝２，８００ｍ 

⑤ 白石川河川整備事業（大河原町・柴田町）  

河道掘削，高水敷整備等    一式 

⑥ 西船迫沢砂防事業（柴田町）  

堰堤      Ｎ＝１基 

⑦ 松川火山砂防事業（蔵王町）  

流路工      一式 

⑧ 新川・荒川・白石川外総合的治水対策（国土強靱化）（村田町，柴田町外） 

 河道掘削，支障木伐採，堤防補強等  一式 

 

（取組３）仙南地域の持続的発展を支える基幹的インフラ整備の推進 

⑨ （国）１１３号福岡蔵本道路改築事業（白石市）  

道路改良      Ｌ＝１，０００ｍ  

⑩ （国）１１３号七ヶ宿・竹ノ沢道路改築事業（七ヶ宿町）  

現道拡幅     Ｌ＝１０，５００ｍ  

⑪ (国)１１３号横倉道路改築事業（角田市） 

道路改良     Ｌ＝２００ｍ 

⑫ （国）２８６号支倉道路改築事業（川崎町） 

バイパス     Ｌ＝１，２５０ｍ  

⑬ （主）仙台村田線菅生スマートインターチェンジ整備事業（村田町）  

スマートインターチェンジ   Ｌ＝１，０００ｍ  

⑭ （主）丸森柴田線坂津田道路改築事業（角田市） 

バイパス     Ｌ＝１，７６０ｍ  

⑮ 道路局部改良事業（管内一円） 

 道路改良      一式 
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今後４年間〔令和３（２０２１）年～令和６（２０２４）年〕の取組方針 

 仙南地域に住まう県民の安全・安心の確保に向け，（１）令和元年東日本台風災害からの早期復旧・

復興や，（２）蔵王山噴火対策等自然災害から生命財産を守るための防災・減災対策を推進するととも

に，地域の持続的発展を支える県土づくりに向けて，（３）仙南地域の基幹的インフラ整備の推進につ

いて重点的に取り組む。 
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 仙台地域 

４年間の主な事業概要〔令和３（２０２１）年～令和６（２０２４）年〕 

 

（取組１）仙台空港や仙台塩釜港等の機能強化の推進 

① （主）仙台空港線 外（名取市・岩沼市） 

 仙台空港の空港需要拡大と機能強化        一式 

② 仙台塩釜港港湾整備事業（仙台港区・塩釜港区・松島港区） 

岸壁整備・浚渫等    一式 

 

（取組２）高速道路網を補完する広域道路ネットワークの整備の推進 

③ （都）北四番丁大衡線吉岡街路事業（大和町・大衡村） 

 バイパス     Ｌ＝２，５００ｍ 

④ （都）玉川岩切線街路事業（塩竈市・多賀城市）  

 バイパス     Ｌ＝１，３９０ｍ 

⑤ （主）仙台三本木線落合道路改築事業（大和町） 

 現道拡幅     Ｌ＝１，６００ｍ 

⑥ （一）利府中インター線越の浦道路改築事業（塩竈市） 

 バイパス     Ｌ＝１，３８０ｍ 

 

（取組３）環境にも配慮した河川やダムの整備等による防災減災対策の推進 

⑦ 七北田川河川改修事業（仙台市） 

 築堤等      Ｌ＝１４，０００ｍ 

⑧ 広瀬川河川改修事業（仙台市） 

 河道掘削等     Ｌ＝１，４００ｍ 

⑨ 吉田川河川改修事業（大和町） 

 河道掘削等     Ｌ＝４，５００ｍ 

⑩ 旧笊川河川整備事業（仙台市） 

 排水機場等     Ｎ＝１基 

⑪ 川内沢ダム建設事業（名取市） 

 ダム建設     Ｎ＝１基 
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箇所図 

 

今後４年間〔令和３（２０２１）年～令和６（２０２４）年〕の取組方針 

富県躍進“PROGRESS Miyagi”の実現に向けて，（１）その基盤となる仙台空港や仙台塩釜港等の

機能強化を図り，（２）仙台北部中核工業団地群をはじめとする各産業拠点などからの利便性が向上

するよう高速道路網を補完する広域道路ネットワークの整備を推進する。 

また，地域振興を含めて持続可能な地域社会とするため，多様な主体との連携を図り，気候変動

に対応できる強靱で安全安心な県土づくりの推進に向け，（３）環境にも配慮した河川やダムの整備

及び維持管理に取り組む。 
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 大崎地域 

４年間の主な事業概要〔令和３（２０２１）年～令和６（２０２４）年〕 

 

（取組１）より安全で安心な暮らしを実現するための治水対策の推進と防災力の強化 

① 災害復旧事業（令和元年東日本台風）（色麻町外） 

河川（保野川）等の復旧    一式 

② 渋井川河川改修事業（大崎市） 

 水門・排水機場・堤防補強等   Ｌ＝２，２００ｍ  

③ 出来川河川改修事業（涌谷町・美里町） 

 築堤等      Ｌ＝３，５００ｍ  

④ 佐賀川河川改修事業（大崎市） 

 築堤等      Ｌ＝１，４７５ｍ  

⑤ 総合的治水対策（国土強靱化）（管内一円） 

河道掘削，支障木伐採，堤防強化等        一式 

⑥ 素山急傾斜地崩壊対策事業（美里町） 

 吹付法枠工     一式 

 

 

（取組２）生活・産業基盤の確立と圏域間の連携や交流の拡大を支援する道路整備の推進 

⑦ （国）１０８号鳴子岡台道路改築事業（大崎市） 

 現道拡幅        Ｌ＝３，６００ｍ  

⑧ （国）４５７号矢木道路改築事業（大崎市） 

 現道改良     Ｌ＝７００ｍ  

⑨ （都）稲葉小泉線街路事業（大崎市） 

 バイパス     Ｌ＝１，６４０ｍ  

⑩ （国）３４７号鍋越雪寒事業（加美町） 

 雪崩対策     Ｌ＝１１，３００ｍ 

⑪ （主）石巻鹿島台色麻線小島歩道整備事業（美里町） 

 歩道整備     Ｌ＝２，８００ｍ 

 

（取組３）既存施設の機能強化と様々な主体との連携・協働による公共施設管理の充実 

⑫ （一）涌谷田尻線 涌谷大橋橋梁補修事業（涌谷町） 

 橋梁長寿命化     Ｌ＝１４７．９ｍ  
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今後４年間〔令和３（２０２１）年～令和６（２０２４）年〕の取組方針 

栗駒国定公園や鳴子温泉群をはじめとした西部山地丘陵地の豊かな自然とそこを源とした水によ

り形成された『大崎耕土』は，その多様な水管理システムから世界農業遺産にも指定されており，そ

の肥沃な耕土に培われた地域資産を活用・保全し，未来へ豊かさを引き継ぐことができる持続可能な

大崎の地域発展に向け，地域の住民と共に，（１）より安全で安心な暮らしを実現するための治水対策

の推進と防災力の強化や（２）生活・産業基盤の確立と圏域間の連携や交流の拡大を支援する道路整

備の推進（３）既存施設の機能強化と様々な主体との連携・協働による公共施設管理の充実などの必

要な社会資本整備を着実に推進する。 
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 栗原地域 

４年間の主な事業概要〔令和３（２０２１）年～令和６（２０２４）年〕 

 

（取組１）高規格幹線道路や地域間連携を強化する道路整備の推進 

① （主）築館登米線道路改築事業（栗原市） 

（仮称）栗原インターチェンジ   Ｌ＝２，２００ｍ  

② （国）４５７号一迫西沢道路改築事業（栗原市） 

現道拡幅     Ｌ＝１，８００ｍ 

③ （主）築館登米線築館萩沢（荒川）道路改築事業（栗原市） 

道路改良     Ｌ＝８５０ｍ 

④ （国）３９８ 号 湯浜 雪寒事業（栗原市） 

消雪施設修繕，雪崩対策等   Ｎ＝１箇所 

⑤ （主）築館栗駒公園線 沼倉災害防除事業（栗原市） 

道路のり面の保護    Ｎ＝１箇所 

 

（取組２）河川等の整備及び，総合的な土砂災害対策の推進 

⑥ 迫川河川改修事業（栗原市） 

築堤等      Ｌ＝６，７００ｍ 

⑦ 川口急傾斜地崩壊対策事業（栗原市） 

待受擁壁工     一式 

 

（取組３）道路，河川施設やダム等の長寿命化と適正な維持管理の推進 

⑧ 花山ダム 貯水池内浚渫（栗原市） 

堆積土砂撤去     Ｖ＝１６万ｍ３  

⑨ 花山ダム 堰堤改良（栗原市） 

ダム管理設備更新    一式 

⑩ 小田ダム 堰堤改良（栗原市） 

ダム管理設備更新    一式 
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今後４年間〔令和３（２０２１）年～令和６（２０２４）年〕の取組方針 

（１）栗原地区の豊かな自然環境を生かした地域づくりと，広域的経済活動や地域間の連携強化

促進のための高規格幹線道路や広域道路ネットワークの形成に取り組む。 

また，（２）水害常襲地帯である迫川流域において，洪水被害を防ぐための効果的な河川等の整備

に取り組むとともに，急傾斜地など土砂災害による被害が懸念される集落を守るため総合的な土砂

災害対策に取り組む。 

さらに，道路，河川施設やダム等の社会資本が将来にわたって良好に使用できるよう，（３）適正

な維持管理に努め，地域振興の発展など，地域住民が真に豊かで安心して快適に生活できる圏域づ

くりに取り組む。 
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 登米地域 

４年間の主な事業概要〔令和３（２０２１）年～令和６（２０２４）年〕 

 

（取組１）地域の円滑な交通と安全で安心な通行を確保する道路整備の推進 

① （国）３９８号西舘歩道整備事業（登米市） 

歩道整備     Ｌ＝９００ｍ  

② （国）３４６号飯土井道路改築事業（登米市） 

現道拡幅     Ｌ＝８００ｍ  

③ （主）古川登米線善王寺道路改築事業（登米市） 

道路改良     Ｌ＝９００ｍ 

④ （主）河南米山線 鈴根歩道整備事業（登米市） 

歩道整備     Ｌ＝７００ｍ 

⑤ （一）東和登米線日根牛歩道整備事業（登米市） 

歩道整備     Ｌ＝７００ｍ  

 

（取組２）河川の改修などによる総合的防災力の強化 

⑥ 南沢川河川改修事業（登米市） 

築堤等      Ｌ＝５，３００ｍ  

⑦ 長沼川河川改修事業（登米市） 

放水路整備等     Ｌ＝３，４００ｍ  

⑧ 夏川河川改修事業（登米市） 

築堤等      Ｌ＝２，４００ｍ  

 

（取組３）道路，河川施設やダム等の長寿命化と適正な維持管理の推進 

⑨ （主）古川登米線 桜岡橋橋梁補修事業（登米市） 

橋梁長寿命化     一式  

⑩ （国）３４６号 山吉田橋橋梁補修事業  （登米市） 

橋梁長寿命化     一式 

⑪ 迫川河川施設修繕事業 （登米市） 

河川施設（山吉田水門等）の長寿命化  一式  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

42 

箇所図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後４年間〔令和３（２０２１）年～令和６（２０２４）年〕の取組方針 

登米地域はこれまで縦軸横軸の高規格幹線道路網が整備されてきましたが，引き続き（１）生活

圏の拡大と合わせ，地域の円滑な交通と安全で安心な通行を確保する道路整備を推進する。 

また，近年の激甚化する水害に対して，（２）治水安全度の向上や浸水被害軽減のため，各河川の

改修などに取り組む。 

さらに，（３）道路や河川の機能が十分発揮できるように適切な維持管理を行うとともに橋梁など

施設の長寿命化も進め，地域との連携や協働も加えながら，未来に向けて総合的な防災力の強化を

図る。 
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 石巻地域 

４年間の主な事業概要〔令和３（２０２１）年～令和６（２０２４）年〕  

 

（取組１）広域道路網の整備，災害に強い道路網の構築及び港湾機能の強化等の推進 

①（主）女川牡鹿線大谷川浜小積浜道路改築事業（石巻市） 

バイパス     Ｌ＝２，０００ｍ 

②（一）釜谷大須雄勝線雄勝町明神道路改築事業（石巻市） 

道路改良     Ｌ＝２６０ｍ 

③（一）河北桃生線福地横川道路改築事業（石巻市） 

バイパス     Ｌ＝１，１００ｍ 

④（一）河南南郷線軽井沢道路改築事業（石巻市） 

バイパス     Ｌ＝１，５００ｍ 

⑤（主）奥松島松島公園線宮戸大浜道路改築事業（東松島市） 

現道拡幅     Ｌ＝１，０００ｍ 

⑥ 仙台塩釜港（石巻港区）港湾環境整備事業（石巻市） 

廃棄物埋立護岸（西緑地）   Ｌ＝７３１ｍ 

 

（取組２）河川，砂防，急傾斜施設などの整備の推進 

⑦皿貝川（馬鞍川）河川改修事業（石巻市） 

築堤等      Ｌ＝１，２００ｍ 

⑧中沢の沢・山崎沢１砂防堰堤整備事業（東松島市） 

堰堤      Ｎ＝２基 

⑨下沢急傾斜地崩壊対策事業（石巻市） 

吹付法枠工     一式 

 

（取組３）安全安心な生活基盤の構築等の推進 

⑩（一）河南鳴瀬線引沢歩道整備事業（東松島市） 

歩道整備     Ｌ＝１，５００ｍ 

⑪（国）３９８号浦宿浜歩道整備事業（女川町） 

歩道整備     Ｌ＝２００ｍ 
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今後４年間〔令和３（２０２１）年～令和６（２０２４）年〕の取組方針 

大震災から復興した石巻圏域の更なる発展と飛躍に向けて，（１）広域道路網の整備，災害に強い

道路網の構築及び港湾機能の強化等を推進して，産業振興と魅力創出に取り組む。 

また，総合的な豪雨対策として（２）河川，砂防，急傾斜施設などの整備を推進するとともに，

（３）安全安心な生活基盤の構築と，社会資本ストックの戦略的マネジメント等により，持続的な

地域発展を目指す。 
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 気仙沼地域 

４年間の主な事業概要〔令和３（２０２１）年～令和６（２０２４）年〕 

 

（取組１）地域産業や離半島部の振興を積極的に支援する道路整備の推進 

①（主）気仙沼唐桑線化粧坂道路改築事業（気仙沼市） 

バイパス     Ｌ＝４６０ｍ 

②（一）大島浪板線大初平道路改築事業（気仙沼市） 

現道拡幅     Ｌ＝１，１００ｍ 

③（一）大島浪板線三作浜道路改築事業（気仙沼市） 

現道拡幅     Ｌ＝１６０ｍ 

④（一）泊崎半島線歌津馬場道路改築事業（南三陸町） 

現道拡幅     Ｌ＝６００ｍ 

⑤（一）泊崎半島線歌津名足歩道整備事業（南三陸町） 

歩道整備     Ｌ＝４３０ｍ 

 

（取組２）津波，高潮や水害などの減災対策の推進 

⑥ 福美沢砂防ダム（気仙沼市） 

堰堤改良     Ｎ＝１基  

⑦ 滝の入沢堰堤緊急改築（気仙沼市） 

堰堤改良     Ｎ＝１基  

⑧ 総合的治水対策（国土強靱化）（管内一円） 

 河道掘削，支障木伐採等    一式 

 

（取組３）地域と行政による協働事業の推進 

⑨（主）気仙沼唐桑線大峠山外道路改築事業（気仙沼市） 

現道改良     Ｌ＝３，９００ｍ 

⑩（一）馬籠志津川線午王野沢歩道整備事業（気仙沼市） 

待避所整備     Ｌ＝７００ｍ 
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箇所図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後４年間〔令和３（２０２１）年～令和６（２０２４）年〕の取組方針 

気仙沼・本吉地区の持つ豊かな地域資源の魅力を最大限に引き出せるよう，（１）地域産業や離半

島部の振興を積極的に支援する道路整備を推進する。 

また，地理的な条件に起因する自然災害や緊急時の不安を軽減し，災害に強い地域を目指して，

（２）津波，高潮や水害などの予防減災対策を進める。 

さらに，（３）地域住民と連携し，誰もが暮らしやすい地域を創出するために，県民と共に考え，

共に創り，共に育む地域協働に取り組む。 
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 “富県躍進”に向けた７つの主要プロジェクト 
本計画で掲げる今後１０年間の基本目標を達成し，「新・将来ビジョン」における「本県が目指す

１０年後の姿」を実現するためには，多様な主体との連携を図りながら，様々な課題を早期にかつ

効率的に解決していくことが求められる。 

そのため，本計画を構成する各施策・事業について，横断的に取り組むことによって相乗効果が

期待できる以下の７項目を「“富県躍進”に向けた主要プロジェクト」〔通称：虹の架け橋プロジェ

クト（虹プロ）〕として位置づけ，その実現に向け，県民や国・市町村等とともに取り組んでいくこ

ととする。 
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（１）総合治水プロジェクト 
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（２）総合土砂災害防止プロジェクト 

 

  



 

50 

（３）震災復興伝承プロジェクト 
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（４）防災道路ネットワーク整備プロジェクト 
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（５）港湾・空港振興プロジェクト 
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（６）安全・安心なまちづくり推進プロジェクト 
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（７）ストックマネジメント推進プロジェクト 
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 アクションプランの進行管理 

 進行管理の考え方 

アクションプランの進行管理については，ＰＤＣＡサイクルを活用した事業マネジメント手法に

より，事業の執行状況の把握としての毎年の投資実績や事業分野ごとの成果指標の進捗状況，事業

目的の達成状況を確認し，必要に応じてフォローアップを行い，着実な事業進捗を図っていく。 

また，事業の進捗状況や目標の達成状況を公表するとともに，その結果を具体的な取組に反映す

ることにより，計画の着実な推進を図っていく。 

 

 

 

 

 事業箇所一覧表 

 計画の運用に向けた基本的な考え方 

アクションプランは前期，中期，後期ごとに策定するが，事業の進捗状況も踏まえ必要な見直

しを行いながら推進していく。また，掲載している事業箇所については，地域が必要とする事業

候補箇所から優先順位を定め，計画投資額を考慮し，前期に実施予定の事業箇所を選定した。 

社会情勢の変化などにより事業実施箇所の変更が必要となった場合は，柔軟に対応することと

し，その目的，緊急性及び必要性等を十分に整理し，必要な意思決定を経るものとする。また，

地域ごとに事業候補箇所を示す。なお，事業候補箇所一覧表の事業規模は，事業ごとの延長等を

記載しているため前期に実施する内容と異なる場合がある。 
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国
)
1
1
3
号

七
ヶ
宿
町

若
林
橋

橋
梁
耐
震
(
橋
脚
・
縁
端
拡
幅
・
落
橋

防
止
・
支
承
）

橋
脚
N
=
3
基

●
●

1
-
(
3
)
-
①
再
掲

道
路
課

大
河
原
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(
国
)
1
1
3
号

七
ヶ
宿
町

境
橋

橋
梁
耐
震
(
橋
脚
・
縁
端
拡
幅
・
落
橋

防
止
・
支
承
）

橋
脚
N
=
2
基

●

1
-
(
3
)
-
①
再
掲

道
路
課

大
河
原
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(
国
)
1
1
3
号

七
ヶ
宿
町

小
梁
川
橋

橋
梁
耐
震
(
橋
脚
・
縁
端
拡
幅
・
落
橋

防
止
・
支
承
）

橋
脚
N
=
3
基

●
●

1
-
(
3
)
-
①
再
掲

道
路
課

大
河
原
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(
国
)
1
1
3
号

七
ヶ
宿
町

渡
瀬
２
号
橋

橋
梁
耐
震
(
橋
脚
・
縁
端
拡
幅
・
落
橋

防
止
・
支
承
）

橋
脚
N
=
1
基

●

1
-
(
3
)
-
①
再
掲

道
路
課

大
河
原
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(
国
)
1
1
3
号

七
ヶ
宿
町

蟹
沢
橋

橋
梁
耐
震
(
橋
脚
・
縁
端
拡
幅
・
落
橋

防
止
・
支
承
）

橋
脚
N
=
1
基

●

1
-
(
3
)
-
①
再
掲

道
路
課

大
河
原
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(
国
)
1
1
3
号

七
ヶ
宿
町

清
水
橋

橋
梁
耐
震
(
橋
脚
・
縁
端
拡
幅
・
落
橋

防
止
・
支
承
）

橋
脚
N
=
1
基

●

1
-
(
3
)
-
①
再
掲

道
路
課

大
河
原
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(
国
)
1
1
3
号

白
石
市

小
原
新
橋

橋
梁
耐
震
(
橋
脚
・
縁
端
拡
幅
・
落
橋

防
止
・
支
承
）

橋
脚
N
=
1
基

●

1
-
(
3
)
-
①
再
掲

道
路
課

大
河
原
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(
国
)
1
1
3
号

白
石
市

白
沢
新
橋

橋
梁
耐
震
(
橋
脚
・
縁
端
拡
幅
・
落
橋

防
止
・
支
承
）

橋
脚
N
=
1
基

●

1
-
(
3
)
-
①
再
掲

道
路
課

大
河
原
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(
国
)
2
8
6
号

川
崎
町

小
野
大
橋

橋
梁
耐
震
(
橋
脚
・
縁
端
拡
幅
・
支

承
）

橋
脚
N
=
5
基

●
●

1
-
(
3
)
-
①
再
掲

道
路
課

大
河
原
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(
国
)
2
8
6
号

川
崎
町

川
内
大
橋

橋
梁
耐
震
(
橋
脚
・
縁
端
拡
幅
・
支

承
）

橋
脚
N
=
1
基

●

1
-
(
3
)
-
①
再
掲

道
路
課

大
河
原
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(
国
)
2
8
6
号

川
崎
町

古
関
橋

橋
梁
耐
震
(
橋
脚
・
縁
端
拡
幅
・
支

承
）

橋
脚
N
=
1
基

●

1
-
(
3
)
-
①
再
掲

道
路
課

大
河
原
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(
国
)
2
8
6
号

川
崎
町

細
渕
１
号
橋
（
下
り
）

橋
梁
耐
震
(
支
承
）

支
承
補
強

●

3
-
(
2
)
-
①
再
掲

都
市
計
画
課

大
河
原
土
木

街
路
事
業

小
池
石
生
線

村
田
町

小
池

バ
イ
パ
ス

L
=
0
.
6
k
m

●
●

⑤
被

災
後

の
公

共
土

木
施

設
・

建
築

物
の

早
期

復
旧

1
-
(
1
)
-
⑤

防
災
砂
防
課

大
河
原
土
木

砂
防
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業

阿
武
隈
川
左
右
岸

丸
森
町

緊
急
的
な
土
砂
災
害
対
策

一
式

●

1
-
(
1
)
-
⑤

防
災
砂
防
課

大
河
原
土
木

災
害
復
旧
事
業
(
R
元
災
：
道
路
)

丸
森
霊
山
線
外

丸
森
町

道
路
復
旧

L
=
3
.
1
1
k
m
 
外

●

1
-
(
1
)
-
⑤

防
災
砂
防
課

大
河
原
土
木

災
害
復
旧
関
連
事
業
(
R
元
災
：
道
路
)

丸
森
梁
川
線

丸
森
町

土
ヶ
森

道
路
復
旧

L
=
1
.
8
7
k
m

●

1
-
(
1
)
-
⑤

道
路
課

大
河
原
土
木

災
害
復
旧
事
業
(
R
元
災
：
道
路
)
(
直
轄
代
行
)

(
国
)
3
4
9
号

丸
森
町

耕
野
不
動
～
大
張
川
張

災
害
復
旧
（
現
道
）
・
本
復
旧
（
別

ル
ー
ト
）

L
=
6
.
0
k
m

●

1
-
(
1
)
-
⑤

防
災
砂
防
課

大
河
原
土
木

災
害
復
旧
事
業
(
R
元
災
：
河
川
)
(
直
轄
代
行
)

内
川
外

丸
森
町
外

護
岸
外

●

（
３

）
耐

震
化

対
策

の
推

進
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計
画
掲
載
番
号

課
名

事
務
所
名

事
業
名

箇
所
名

市
町
村
名

地
区
名

事
業
概
要

事
業
規
模

R
3
-
R
6

実
施

R
7
以
降

実
施

①
　

公
共

土
木

施
設

や
県

有
建

築
物

の
耐

震
化

の
推

進
，

一
般

木
造

住
宅

や
指

定
避

難
施

設
の

耐
震

化
の

促
進

1
-
(
3
)
-
①

道
路
課

大
河
原
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(
国
)
1
1
3
号

七
ヶ
宿
町

大
梁
川
橋

橋
梁
耐
震
(
橋
脚
・
縁
端
拡
幅
・
落
橋

防
止
・
支
承
）

橋
脚
N
=
2
基

●

1
-
(
3
)
-
①

道
路
課

大
河
原
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(
国
)
1
1
3
号

七
ヶ
宿
町

原
橋

橋
梁
耐
震
(
橋
脚
・
縁
端
拡
幅
・
落
橋

防
止
・
支
承
）

橋
脚
N
=
2
基

●

1
-
(
3
)
-
①

道
路
課

大
河
原
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(
国
)
1
1
3
号

七
ヶ
宿
町

若
林
橋

橋
梁
耐
震
(
橋
脚
・
縁
端
拡
幅
・
落
橋

防
止
・
支
承
）

橋
脚
N
=
3
基

●
●

1
-
(
3
)
-
①

道
路
課

大
河
原
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(
国
)
1
1
3
号

七
ヶ
宿
町

境
橋

橋
梁
耐
震
(
橋
脚
・
縁
端
拡
幅
・
落
橋

防
止
・
支
承
）

橋
脚
N
=
2
基

●

1
-
(
3
)
-
①

道
路
課

大
河
原
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(
国
)
1
1
3
号

七
ヶ
宿
町

小
梁
川
橋

橋
梁
耐
震
(
橋
脚
・
縁
端
拡
幅
・
落
橋

防
止
・
支
承
）

橋
脚
N
=
3
基

●
●

1
-
(
3
)
-
①

道
路
課

大
河
原
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(
国
)
1
1
3
号

七
ヶ
宿
町

渡
瀬
２
号
橋

橋
梁
耐
震
(
橋
脚
・
縁
端
拡
幅
・
落
橋

防
止
・
支
承
）

橋
脚
N
=
1
基

●

1
-
(
3
)
-
①

道
路
課

大
河
原
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(
国
)
1
1
3
号

七
ヶ
宿
町

蟹
沢
橋

橋
梁
耐
震
(
橋
脚
・
縁
端
拡
幅
・
落
橋

防
止
・
支
承
）

橋
脚
N
=
1
基

●

1
-
(
3
)
-
①

道
路
課

大
河
原
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(
国
)
1
1
3
号

七
ヶ
宿
町

清
水
橋

橋
梁
耐
震
(
橋
脚
・
縁
端
拡
幅
・
落
橋

防
止
・
支
承
）

橋
脚
N
=
1
基

●

1
-
(
3
)
-
①

道
路
課

大
河
原
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(
国
)
1
1
3
号

白
石
市

小
原
新
橋

橋
梁
耐
震
(
橋
脚
・
縁
端
拡
幅
・
落
橋

防
止
・
支
承
）

橋
脚
N
=
1
基

●

1
-
(
3
)
-
①

道
路
課

大
河
原
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(
国
)
1
1
3
号

白
石
市

白
沢
新
橋

橋
梁
耐
震
(
橋
脚
・
縁
端
拡
幅
・
落
橋

防
止
・
支
承
）

橋
脚
N
=
1
基

●

1
-
(
3
)
-
①

道
路
課

大
河
原
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(
国
)
2
8
6
号

川
崎
町

小
野
大
橋

橋
梁
耐
震
(
橋
脚
・
縁
端
拡
幅
・
支

承
）

橋
脚
N
=
5
基

●
●

1
-
(
3
)
-
①

道
路
課

大
河
原
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(
国
)
2
8
6
号

川
崎
町

川
内
大
橋

橋
梁
耐
震
(
橋
脚
・
縁
端
拡
幅
・
支

承
）

橋
脚
N
=
1
基

●

1
-
(
3
)
-
①

道
路
課

大
河
原
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(
国
)
2
8
6
号

川
崎
町

古
関
橋

橋
梁
耐
震
(
橋
脚
・
縁
端
拡
幅
・
支

承
）

橋
脚
N
=
1
基

●

1
-
(
3
)
-
①

道
路
課

大
河
原
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(
国
)
2
8
6
号

川
崎
町

細
渕
１
号
橋
（
下
り
）

橋
梁
耐
震
(
支
承
）

支
承
補
強

●

1
-
(
3
)
-
①

道
路
課

大
河
原
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(国
)2
8
6
号

川
崎
町

金
巻
橋

橋
梁
耐
震
(
支
承
）

支
承
補
強

●

1
-
(
3
)
-
①

道
路
課

大
河
原
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(国
)1
1
3
号

七
ヶ
宿
町

野
沢
橋

橋
梁
耐
震
(
橋
脚
・
縁
端
拡
幅
・
落
橋

防
止
・
支
承
）

橋
脚
N
=
2
基

●

1
-
(
3
)
-
①

道
路
課

大
河
原
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(国
)1
1
3
号

七
ヶ
宿
町

渡
瀬
1
号
橋

橋
梁
耐
震
(
橋
脚
・
縁
端
拡
幅
・
落
橋

防
止
・
支
承
）

橋
脚
N
=
1
基

●

1
-
(
3
)
-
①

道
路
課

大
河
原
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(国
)1
1
3
号

白
石
市

下
苗
振
橋

橋
梁
耐
震
(
橋
脚
・
縁
端
拡
幅
・
支

承
）

橋
脚
N
=
1
基

●

1
-
(
3
)
-
①

道
路
課

大
河
原
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(国
)1
1
3
号

白
石
市

滝
原
大
橋

橋
梁
耐
震
(
橋
脚
・
縁
端
拡
幅
・
支

承
）

橋
脚
N
=
2
基

●

1
-
(
3
)
-
①

道
路
課

大
河
原
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(国
)1
1
3
号

白
石
市

塩
倉
新
橋

橋
梁
耐
震
(
橋
脚
・
縁
端
拡
幅
・
支

承
）

橋
脚
N
=
1
基

●

基
本

目
標

２
:
「

富
県

躍
進

を
支

え
る

交
流

・
産

業
基

盤
の

整
備

」

（
１

）
東

北
の

発
展

を
支

え
る

基
幹

的
社

会
資

本
整

備
の

推
進

①
　

東
北

・
宮

城
の

骨
格

と
な

る
高

速
道

路
網

の
整

備

2
-
(
1
)
-
①

道
路
課

大
河
原
土
木

道
路
改
築
事
業

(
主
)
仙
台
村
田
線

村
田
町

（
仮
称
）
菅
生
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

L
=
1
.
0
k
m

●

2
-
(
1
)
-
①

道
路
課

大
河
原
土
木

道
路
改
築
事
業

(
主
)
仙
台
村
田
線

村
田
町

菅
生
(
S
I
C
関
連
)

道
路
改
良

L
=
0
.
7
k
m

●

（
２

）
地

域
の

発
展

を
支

え
，

地
域

間
連

携
を

強
化

す
る

社
会

資
本

整
備

の
推

進

①
　

広
域

道
路

網
の

整
備

1
-
(
1
)
-
③
再
掲

道
路
課

大
河
原
土
木

道
路
改
築
事
業

(
国
)
1
1
3
号
 

白
石
市

福
岡
蔵
本

道
路
改
良

L
=
1
.
0
k
m

●

1
-
(
1
)
-
③
再
掲

道
路
課

大
河
原
土
木

道
路
改
築
事
業

(
国
)
1
1
3
号
 

七
ヶ
宿
町

七
ヶ
宿

現
道
拡
幅

L
=
1
0
.
0
k
m

●
●

②
　

県
際

道
路

及
び

郡
界

道
路

等
の

整
備

・
機

能
強

化

58



計
画
掲
載
番
号

課
名

事
務
所
名

事
業
名

箇
所
名

市
町
村
名

地
区
名

事
業
概
要

事
業
規
模

R
3
-
R
6

実
施

R
7
以
降

実
施

1
-
(
1
)
-
③
再
掲

道
路
課

大
河
原
土
木

道
路
改
築
事
業

(
国
)
2
8
6
号

川
崎
町

支
倉

バ
イ
パ
ス

L
=
1
.
2
5
k
m

●
●

1
-
(
1
)
-
⑤
再
掲

道
路
課

大
河
原
土
木

災
害
復
旧
事
業
(
R
元
災
：
道
路
)
(
直
轄
代
行
)

(
国
)
3
4
9
号

丸
森
町

耕
野
不
動
～
大
張
川
張

災
害
復
旧
（
現
道
）
・
本
復
旧
（
別

ル
ー
ト
）

L
=
6
.
0
k
m

●

1
-
(
1
)
-
③
再
掲

道
路
課

大
河
原
土
木

道
路
改
築
事
業

(
国
)
3
4
9
号
他

丸
森
町

大
張
川
張
外

道
路
改
良

L
=
6
.
0
k
m

●
●

1
-
(
1
)
-
③
再
掲

道
路
課

大
河
原
土
木

道
路
改
築
事
業

(
主
)
亘
理
大
河
原
川
崎
線

村
田
町

本
関
場

道
路
改
良

L
=
3
.
5
k
m

●
●

1
-
(
1
)
-
③
再
掲

道
路
課

大
河
原
土
木

道
路
改
築
事
業

(
国
)
1
1
3
号

七
ヶ
宿
町

竹
ノ
沢

現
道
拡
幅

L
=
0
.
5
k
m

●

1
-
(
1
)
-
③
再
掲

道
路
課

大
河
原
土
木

道
路
改
築
事
業

(
国
)
1
1
3
号

丸
森
町

金
山

バ
イ
パ
ス

L
=
2
.
0
k
m

●

基
本

目
標

３
:
「

多
様

な
主

体
と

連
携

し
た

持
続

可
能

な
地

域
生

活
基

盤
の

整
備

」

（
１

）
地

域
住

民
等

と
連

携
・

協
働

し
た

社
会

資
本

整
備

の
推

進

①
　

地
域

住
民

の
生

活
に

密
着

し
た

公
共

事
業

の
実

施

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

大
河
原
土
木

道
路
改
築
事
業

(
一
)
蔵
王
大
河
原
線

大
河
原
町

新
寺

現
道
拡
幅

L
=
2
.
6
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

大
河
原
土
木

道
路
改
築
事
業

(
主
)
白
石
丸
森
線

丸
森
町
、
角
田

市
大
張
舘
矢
間

道
路
改
良

L
=
4
.
8
6
k
m

●
●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

大
河
原
土
木

道
路
改
築
事
業

(
主
)
丸
森
柴
田
線

角
田
市

坂
津
田

バ
イ
パ
ス

L
=
1
.
7
6
k
m

●
●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

大
河
原
土
木

道
路
改
築
事
業

(
主
)
亘
理
村
田
蔵
王
線

柴
田
町

成
田

現
道
拡
幅

L
=
1
.
2
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

大
河
原
土
木

道
路
改
築
事
業

(
主
)
白
石
上
山
線

蔵
王
町

円
田
土
浮
山

道
路
拡
幅

L
=
0
.
4
5
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

大
河
原
土
木

道
路
改
築
事
業

(
国
)
4
5
7
号

白
石
市

福
岡

現
道
拡
幅

L
=
7
.
0
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

大
河
原
土
木

交
通
安
全
事
業

(
一
)
角
田
柴
田
線

角
田
市

神
次
郎

歩
道
整
備

L
=
0
.
5
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

大
河
原
土
木

交
通
安
全
事
業

(
国
)
4
5
7
号

蔵
王
町

遠
刈
田

歩
道
整
備

L
=
0
.
6
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

大
河
原
土
木

交
通
安
全
事
業

(
国
)
3
4
9
号

角
田
市

小
坂

歩
道
整
備

L
=
0
.
6
k
m

●
●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

大
河
原
土
木

交
通
安
全
事
業

(
主
)
亘
理
大
河
原
川
崎
線

川
崎
町

前
川
（
堀
切
）

歩
道
整
備

L
=
0
.
3
8
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

大
河
原
土
木

交
通
安
全
事
業

(
主
)
丸
森
柴
田
線

角
田
市

藤
田

歩
道
整
備

L
=
1
.
5
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

大
河
原
土
木

交
通
安
全
事
業

(
国
)
4
5
7
号
 

川
崎
町

本
砂
金

歩
道
整
備

L
=
0
.
8
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

大
河
原
土
木

交
通
安
全
事
業

(
国
)
1
1
3
号
 

角
田
市

角
田

歩
道
整
備

L
=
0
.
1
k
m

●

②
　

地
域

づ
く

り
の

主
体

で
あ

る
地

域
住

民
や

関
係

市
町

村
が

，
地

域
に

と
っ

て
必

要
不

可
欠

な
整

備
内

容
を

選
択

で
き

る
事

業
の

推
進

3
-
(
1
)
-
②

道
路
課

大
河
原
土
木

道
路
改
築
事
業

(
一
)
川
前
白
石
線

丸
森
町

耕
野

現
道
拡
幅

L
=
0
.
1
6
k
m

●

3
-
(
1
)
-
②

道
路
課

大
河
原
土
木

道
路
改
築
事
業

(
主
)
白
石
柴
田
線

大
河
原
町

大
谷

現
道
拡
幅

L
=
0
.
4
k
m

●

3
-
(
1
)
-
②

道
路
課

大
河
原
土
木

道
路
改
築
事
業

管
内
一
円

管
内
一
円

管
内
一
円

道
路
改
良
（
局
部
改
良
・
地
域
協
働
）

一
式

●
●

（
２

）
安

全
・

安
心

で
快

適
な

ま
ち

づ
く

り
の

推
進

①
　

安
全

で
快

適
に

暮
ら

せ
る

市
街

地
整

備
の

促
進

3
-
(
2
)
-
①

都
市
計
画
課

大
河
原
土
木

街
路
事
業

小
池
石
生
線

村
田
町

小
池

バ
イ
パ
ス

L
=
0
.
6
k
m

●
●

（
３

）
環

境
に

優
し

く
景

観
と

調
和

し
た

社
会

資
本

整
備

の
推

進

③
　

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

化
や

二
酸

化
炭

素
の

排
出

規
制

等
の

環
境

負
荷

軽
減

対
策

の
推

進

3
-
(
3
)
-
③

道
路
課

大
河
原
土
木

ト
ン
ネ
ル
補
修
事
業

大
河
原
土
木
管
内

大
河
原
土
木
管

内

(
国
)
3
4
9
号
　
川
張
2
号
ト
ン
ネ
ル
他
1
8

箇
所
,
(
主
)
亘
理
大
河
原
川
崎
線
　
郡
界

ト
ン
ネ
ル
他
2
箇
所
,
(
一
）
角
田
山
下
線

角
田
山
元
ト
ン
ネ
ル
他
1
箇
所

ト
ン
ネ
ル
修
繕
(
長
寿
命
化
・
照
明
灯

の
L
E
D
化
）

ト
ン
ネ
ル
;
N
=
1
6

箇
所
,
道
路
附
属

物
;
N
=
8
箇
所
,
ト

ン
ネ
ル
L
E
D

化
;
N
=
8
箇
所

●
●

基
本

目
標

４
:
「

加
速

化
す

る
イ

ン
フ

ラ
の

老
朽

化
に

対
応

し
た

戦
略

的
ス

ト
ッ

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

推
進

」

（
１

）
公

共
土

木
施

設
・

建
築

物
の

適
正

か
つ

効
率

的
・

持
続

的
な

維
持

管
理

の
推

進
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計
画
掲
載
番
号

課
名

事
務
所
名

事
業
名

箇
所
名

市
町
村
名

地
区
名

事
業
概
要

事
業
規
模

R
3
-
R
6

実
施

R
7
以
降

実
施

①
　

既
存

施
設

の
現

状
や

施
設

利
用

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

施
設

の
適

正
維

持
と

有
効

利
用

4
-
(
1
)
-
①

道
路
課

大
河
原
土
木

道
路
維
持
修
繕
事
業

大
河
原
土
木
管
内

大
河
原
土
木
管

内
大
河
原
土
木
管
内

除
草
・
清
掃
・
排
水
施
設
の
修
繕
・
除

雪
等

一
式

●
●

4
-
(
1
)
-
①

道
路
課

大
河
原
土
木

舗
装
補
修
事
業

大
河
原
土
木
管
内

大
河
原
土
木
管

内
大
河
原
土
木
管
内

舗
装

一
式

●
●

4
-
(
1
)
-
①

河
川
課

大
河
原
土
木

河
川
維
持
管
理
事
業

大
河
原
土
木
管
内

大
河
原
土
木
管

内
大
河
原
土
木
管
内

河
川
管
理

●
●

4
-
(
1
)
-
①

河
川
課

大
河
原
土
木

河
川
維
持
管
理
事
業

大
河
原
土
木
管
内

大
河
原
土
木
管

内
大
河
原
土
木
管
内

水
閘
門
管
理
費

●
●

4
-
(
1
)
-
①

防
災
砂
防
課

大
河
原
土
木

県
単
砂
防
施
設
維
持
補
修
事
業

松
川

蔵
王
町

松
川
堆
積
土
砂
撤
去

一
式

●
●

（
２

）
公

共
土

木
施

設
・

建
築

物
の

長
寿

命
化

対
策

の
推

進

①
　

公
共

土
木

施
設

の
長

寿
命

化
及

び
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

コ
ス

ト
の

最
小

化

4
-
(
2
)
-
①

道
路
課

大
河
原
土
木

橋
梁
長
寿
命
化
事
業

大
河
原
土
木
管
内

大
河
原
土
木
管

内

(
国
)
1
1
3
号
 
小
原
1
号
橋
他
4
7
橋
、
(
主
)

角
田
山
元
線
 
角
田
橋
他
4
5
橋
、
(
一
)
船

岡
停
車
場
船
迫
線
 
跨
道
橋
他
3
8
橋

橋
梁
補
修
（
長
寿
命
化
対
策
）

N
=
1
3
3
橋

●
●
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２
．

仙
台

地
域

　

計
画
掲
載
番
号

課
名

事
務
所
名

事
業
名

箇
所
名

市
町
村
名

地
区
名

事
業
概
要

事
業
規
模

R
3
-
R
6

実
施

R
7
以
降

実
施

基
本

目
標

1
:
「

自
然

災
害

リ
ス

ク
の

増
大

を
踏

ま
え

た
防

災
・

減
災

対
策

に
よ

る
県

土
の

強
靭

化
」

（
１

）
総

合
的

な
豪

雨
災

害
対

策
等

の
推

進

①
総

合
的

な
治

水
対

策
の

推
進

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

仙
台
土
木

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

吉
田
川

大
和
町

吉
田
地
内

河
道
掘
削
等

L
=
4
.
5
k
m

●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

仙
台
土
木

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

七
北
田
川

仙
台
市

泉
区
上
谷
刈
地
内

築
堤
等

L
=
1
4
.
0
k
m

●
●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

仙
台
土
木

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

高
野
川
（
都
市
基
盤
）

仙
台
市

都
市
基
盤
整
備
事
業

河
道
掘
削
等

L
=
0
.
4
k
m

●
●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

仙
台
土
木

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

旧
笊
川

仙
台
市

排
水
機
場
等

N
=
1
基

●
●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

仙
台
土
木

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

志
賀
沢
川

名
取
市

築
堤
等

L
=
2
.
5
k
m

●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

仙
台
土
木

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

川
内
沢
川

名
取
市

河
道
掘
削
等

L
=
1
.
8
k
m

●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

仙
台
土
木

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

勿
来
川

利
府
町

築
堤
等

L
=
4
.
1
k
m

●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

仙
台
土
木

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

身
洗
川

大
和
町

堤
防
補
強
等

L
=
1
.
3
k
m

●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

仙
台
土
木

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

砂
押
川

多
賀
城
市

築
堤
等

L
=
5
.
1
k
m

●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

仙
台
土
木

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

坂
元
川

山
元
町

築
堤
等

L
=
1
.
3
k
m

●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

仙
台
土
木

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

五
間
堀
川

岩
沼
市

築
堤
等

L
=
1
.
0
k
m

●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

仙
台
土
木

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

高
城
川

松
島
町

河
道
掘
削
等

L
=
2
.
3
k
m

●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

仙
台
土
木

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

梅
田
川

仙
台
市

築
堤
等

L
=
4
.
7
k
m

●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

仙
台
土
木

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

西
川

大
和
町

河
道
掘
削
等

L
=
3
.
2
k
m

●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

仙
台
土
木

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

小
西
川

大
和
町

河
道
掘
削
等

L
=
0
.
7
k
m

●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

仙
台
土
木

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

広
瀬
川

仙
台
市

河
道
掘
削
等

L
=
9
.
0
k
m

●
●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

仙
台
土
木

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

味
明
川

大
郷
町

築
堤
等

L
=
0
.
2
k
m

●
●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

仙
台
土
木

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

洞
堀
川

大
和
町

河
道
掘
削
等

L
=
2
.
7
k
m

●
●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

仙
台
土
木

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

善
川

大
衡
村

築
堤
等

L
=
1
.
5
k
m

●
●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

仙
台
土
木

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

鶴
田
川

松
島
町

堤
防
補
強
等

L
=
0
.
9
k
m

●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

仙
台
土
木

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

仙
台
土
木
管
内

河
川
局
部
改
良

●
●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

仙
台
土
木

海
岸
侵
食
対
策
事
業

菖
蒲
田
地
区
海
岸

七
ヶ
浜
町

菖
蒲
田
浜
長
砂

人
工
リ
ー
フ

L
=
1
4
0
m

●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

仙
台
土
木

海
岸
局
部
改
良
事
業

仙
台
土
木
管
内

消
波
ブ
ロ
ッ
ク
等

●
●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

仙
台
ダ
ム

ダ
ム
の
整
備
等
に
よ
る
治
水
機
能
の
強
化

川
内
沢
川

名
取
市

愛
島
笠
島

ダ
ム
建
設

N
=
1
基

●
●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

仙
台
土
木

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

情
報
基
盤
総
合
整
備
事
業

仙
台
土
木
管
内

テ
レ
メ
ー
タ
改
修
等

一
式

●
●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

仙
台
土
木

公
共
土
木
施
設
の
長
寿
命
化
及
び
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ

ス
ト
の
最
小
化

応
急
対
策
事
業

仙
台
土
木
管
内

設
備
改
修
等

一
式

●
●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

仙
台
土
木

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

国
土
強
靭
化

仙
台
土
木
管
内

国
土
強
靭
化

●
●

②
総

合
的

な
土

砂
災

害
防

止
対

策
の

推
進

1
-
(
1
)
-
②

防
災
砂
防
課

仙
台
土
木

通
常
砂
防
事
業

畑
向
沢

岩
沼
市

堰
堤

N
=
1
基

●
●

1
-
(
1
)
-
②

防
災
砂
防
課

仙
台
土
木

通
常
砂
防
事
業

浜
田
沢
4

利
府
町

堰
堤

N
=
1
基

●

1
-
(
1
)
-
②

防
災
砂
防
課

仙
台
土
木

県
単
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

要
害
の
３

七
ヶ
浜
町

吹
付
法
枠
工

一
式

●

1
-
(
1
)
-
②

防
災
砂
防
課

仙
台
土
木

県
単
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

上
の
山
の
1

七
ヶ
浜
町

吹
付
法
枠
工

一
式

●
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計
画
掲
載
番
号

課
名

事
務
所
名

事
業
名

箇
所
名

市
町
村
名

地
区
名

事
業
概
要

事
業
規
模

R
3
-
R
6

実
施

R
7
以
降

実
施

1
-
(
1
)
-
②

防
災
砂
防
課

仙
台
土
木

県
単
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

要
害
の
２

七
ヶ
浜
町

吹
付
法
枠
工

一
式

●

③
災

害
に

強
い

道
路

網
の

構
築

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

仙
台
土
木

道
路
改
築
事
業

(
主
)
大
和
松
島
線

大
和
町

鶴
巣
大
平
（
西
川
橋
）

道
路
改
良

L
=
0
.
5
4
k
m

●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

仙
台
土
木

道
路
改
築
事
業

(
国
)
4
5
7
号

大
和
町

吉
岡

現
道
拡
幅

L
=
0
.
8
k
m

●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

仙
台
土
木

道
路
改
築
事
業

(
国
)
4
5
7
号

大
和
町

吉
岡
熊
野
上

バ
イ
パ
ス

L
=
0
.
2
5
k
m

●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

仙
台
土
木

道
路
改
築
事
業

(
主
)
仙
台
三
本
木
線

大
和
町

落
合
（
善
川
橋
）

現
道
拡
幅

L
=
1
.
6
k
m

●
●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

仙
台
土
木

道
路
改
築
事
業

(
一
)
小
牛
田
松
島
線

松
島
町

高
城
（
初
原
Ⅱ
）

バ
イ
パ
ス

L
=
0
.
8
6
k
m

●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

仙
台
土
木

道
路
改
築
事
業

(
主
)
塩
釜
七
ヶ
浜
多
賀
城
線

七
ヶ
浜
町

湊
浜

交
差
点
改
良

L
=
0
.
1
k
m

●
●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

仙
台
土
木

道
路
改
築
事
業

(
主
)
仙
台
松
島
線

松
島
町

桜
渡
戸

交
差
点
改
良

L
=
0
.
1
k
m

●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

仙
台
土
木

道
路
改
築
事
業

(
主
)
仙
台
岩
沼
線

岩
沼
市

小
川
新
河
原

交
差
点
改
良

L
=
0
.
5
2
k
m

●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

仙
台
土
木

道
路
改
築
事
業

(
主
)
仙
台
空
港
線

岩
沼
市

下
野
郷

交
差
点
改
良

L
=
0
.
6
k
m

●
●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

仙
台
土
木

道
路
改
築
事
業

(
一
)
西
成
田
宮
床
線

富
谷
市

穀
田

交
差
点
改
良

L
=
0
.
2
2
k
m

●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

仙
台
土
木

道
路
改
築
事
業

(
主
)
仙
台
松
島
線

利
府
町

春
日

交
差
点
改
良

L
=
0
.
4
6
k
m

●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

仙
台
土
木

道
路
改
築
事
業

(
主
)
仙
台
岩
沼
線

名
取
市

愛
島
笠
島
(
1
)

交
差
点
改
良

L
=
0
.
1
8
k
m

●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

仙
台
土
木

道
路
改
築
事
業

(
主
)
塩
釜
吉
岡
線

大
和
町

幕
柳

交
差
点
改
良

L
=
0
.
7
k
m

●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

仙
台
土
木

災
害
防
除
事
業

仙
台
土
木
管
内

仙
台
土
木
管
内

(
主
）
塩
釜
七
ヶ
浜
多
賀
城
線
　
八
ヶ

森
、
（
一
）
加
瀬
沼
公
園
線
　
加
瀬

落
石
防
護
網
工
な
ど

Ｎ
=
2
箇
所

●
●

1
-
(
3
)
-
①
再
掲

道
路
課

仙
台
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(
主
)
仙
台
塩
釜
線

多
賀
城
市

念
仏
橋
(
上
り
)

橋
梁
耐
震
(
橋
脚
・
縁
端
拡
幅
・
落
橋

防
止
・
支
承
）

橋
脚
N
=
2
基

●

1
-
(
3
)
-
①
再
掲

道
路
課

仙
台
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(
主
)
仙
台
塩
釜
線

多
賀
城
市

念
仏
橋
(
下
り
)

橋
梁
耐
震
(
橋
脚
・
縁
端
拡
幅
・
落
橋

防
止
・
支
承
）

橋
脚
N
=
2
基

●

3
-
(
2
)
-
①
再
掲

都
市
計
画
課

仙
台
土
木

街
路
事
業

北
四
番
丁
大
衡
線

大
和
町
・
大
衡

村
吉
岡

バ
イ
パ
ス

L
=
2
.
5
k
m

●
●

（
３

）
耐

震
化

対
策

の
推

進

①
　

公
共

土
木

施
設

や
県

有
建

築
物

の
耐

震
化

の
推

進
，

一
般

木
造

住
宅

や
指

定
避

難
施

設
の

耐
震

化
の

促
進

1
-
(
3
)
-
①

道
路
課

仙
台
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(
主
)
仙
台
塩
釜
線

多
賀
城
市

念
仏
橋
(
上
り
)

橋
梁
耐
震
(
橋
脚
・
縁
端
拡
幅
・
落
橋

防
止
・
支
承
）

橋
脚
N
=
2
基

●

1
-
(
3
)
-
①

道
路
課

仙
台
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(
主
)
仙
台
塩
釜
線

多
賀
城
市

念
仏
橋
(
下
り
)

橋
梁
耐
震
(
橋
脚
・
縁
端
拡
幅
・
落
橋

防
止
・
支
承
）

橋
脚
N
=
2
基

●

1
-
(
3
)
-
①

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

港
湾
整
備
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
塩
釜
港
区
)

塩
竈
市

港
耐
震
物
揚
場

L
=
1
4
0
m

●

基
本

目
標

２
:
「

富
県

躍
進

を
支

え
る

交
流

・
産

業
基

盤
の

整
備

」

（
１

）
東

北
の

発
展

を
支

え
る

基
幹

的
社

会
資

本
整

備
の

推
進

②
　

広
域

海
上

物
流

拠
点

整
備

の
推

進

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

港
湾
局
部
改
良
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
仙
台
港
区
)

仙
台
市

中
野

中
央
公
園
・
地
盤
沈
下
対
策

L
=
2
3
8
m

●

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

港
湾
局
部
改
良
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
仙
台
港
区
)

仙
台
市

向
洋

南
海
岸
線
・
越
波
対
策

一
式

●
●

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

港
湾
局
部
改
良
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
塩
釜
港
区
)

塩
竈
市

全
地
区

臨
港
道
路
(
改
良
)

●
●

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

港
湾
局
部
改
良
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
塩
釜
港
区
)

七
ヶ
浜
町

花
渕
浜
吉
田
浜

波
消
ﾌ
ﾞ
ﾛ
ｯ
ｸ
設
置

N
=
2
0
0
個
　
ほ
か

●

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

港
湾
局
部
改
良
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
松
島
港
区
)

松
島
町

海
岸
前

桟
橋
改
良
(
傾
斜
解
消
)

一
式

●

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

港
湾
局
部
改
良
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
仙
台
港
区
)

仙
台
市

中
野

改
良
(
側
溝
含
)

L
=
2
0
0
m
　
ほ
か

●

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

港
湾
局
部
改
良
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
仙
台
港
区
)

仙
台
市

中
野

門
扉
新
設
(
ふ
頭
２
号
・
区
画
３
号
)

N
=
2
基

●

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

港
湾
局
部
改
良
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
仙
台
港
区
)

仙
台
市

高
砂

防
舷
材
撤
去
新
設

N
=
2
基

●

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

港
湾
局
部
改
良
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
仙
台
港
区
)

仙
台
市

高
砂

巻
取
機
新
設

一
式

●

62



計
画
掲
載
番
号

課
名

事
務
所
名

事
業
名

箇
所
名

市
町
村
名

地
区
名

事
業
概
要

事
業
規
模

R
3
-
R
6

実
施

R
7
以
降

実
施

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

港
湾
局
部
改
良
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
仙
台
港
区
)

仙
台
市

全
地
区

臨
港
道
路
(
改
良
)
・
排
水
(
改
良
)

一
式

●

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

港
湾
局
部
改
良
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
塩
釜
港
区
)

七
ヶ
浜
町

代
ヶ
崎
(
谷
地
・
清
水
浜
)
ほ
か

海
岸
施
設
（
改
良
）

一
式

●
●

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

港
湾
浚
渫
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
仙
台
港
区
)

仙
台
市

中
野

中
野
浚
渫

V
=
1
0
,
5
0
0
m
3

●

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

港
湾
浚
渫
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
塩
釜
港
区
)

塩
竈
市

貞
山

貞
山
運
河
(
L
=
1
.
5
k
m
)
・
浚
渫
(
T
2
～
T
4

他
)

V
=
3
9
,
0
0
0
m
3

●
●

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

港
湾
浚
渫
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
塩
釜
港
区
)

多
賀
城
市

笠
神
P
B
S
前
面

V
=
9
0
0
m
3

●

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

港
湾
浚
渫
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
塩
釜
港
区
)

七
ヶ
浜
町

代
ヶ
崎
(
清
水
)

小
友
浜
浚
渫

V
=
3
,
0
0
0
m
3

●

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

港
湾
浚
渫
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
塩
釜
港
区
)

七
ヶ
浜
町

代
ヶ
崎
(
谷
地
)

浚
渫

V
=
8
6
0
m
3

●

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

港
湾
浚
渫
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
仙
台
港
区
)

仙
台
市

中
野

中
野
・
雷
神
(
維
持
)

●

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

港
湾
浚
渫
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
塩
釜
港
区
)

塩
竈
市

貞
山

港
湾
浚
渫
(
維
持
)

●

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

港
湾
浚
渫
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
松
島
港
区
)

松
島
町

海
岸
前

港
湾
浚
渫
(
維
持
)

●
●

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

港
湾
浚
渫
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
松
島
港
区
)

松
島
町

海
岸
前

ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
前
浚
渫

V
=
6
,
1
6
0
m
3

●
●

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

埠
頭
用
地
造
成
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
仙
台
港
区
)

仙
台
市

向
洋

ふ
頭
用
地
造
成

A
=
4
h
a

●
●

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

埠
頭
用
地
造
成
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
仙
台
港
区
)

仙
台
市

向
洋

ふ
頭
用
地
造
成

A
=
6
h
a

●

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

埠
頭
用
地
造
成
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
塩
釜
港
区
)

塩
竈
市

貞
山

ふ
頭
用
地
造
成

A
=
2
h
a

●

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

埠
頭
用
地
造
成
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
仙
台
港
区
)

仙
台
市

向
洋
 
ほ
か

荷
役
機
械
等
(
G
C
)
更
新

一
式

●
●

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

埠
頭
用
地
造
成
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
仙
台
港
区
)

仙
台
市

向
洋

野
積
み
場
舗
装
打
替

A
=
6
h
a

●

1
-
(
3
)
-
①
再
掲

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

港
湾
整
備
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
塩
釜
港
区
)

塩
竈
市

港
耐
震
物
揚
場

L
=
1
4
0
m

●

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

港
湾
整
備
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
塩
釜
港
区
)

塩
竈
市

港
桟
橋
改
良
(
配
置
変
更
)

N
=
4
基

●

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

国
直
轄
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
仙
台
港
区
)

仙
台
市

向
洋

高
砂
3
号
岸
壁
・
泊
地
浚
渫

L
=
1
9
0
m
　
ほ
か

●

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

国
直
轄
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
仙
台
港
区
)

仙
台
市

向
洋

高
砂
3
号
岸
壁
（
再
延
伸
）

L
=
1
6
0
m

●

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

国
直
轄
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
仙
台
港
区
)

仙
台
市

向
洋

防
波
護
岸

L
=
1
,
5
0
0
m

●
●

（
２

）
地

域
の

発
展

を
支

え
，

地
域

間
連

携
を

強
化

す
る

社
会

資
本

整
備

の
推

進

①
　

広
域

道
路

網
の

整
備

2
-
(
2
)
-
①

道
路
課

仙
台
土
木

道
路
改
築
事
業

(
一
)
利
府
中
イ
ン
タ
ー
線

塩
竈
市

越
の
浦

バ
イ
パ
ス

L
=
1
.
3
8
k
m

●
●

1
-
(
1
)
-
③
再
掲

道
路
課

仙
台
土
木

道
路
改
築
事
業

(
国
)
4
5
7
号

大
和
町

吉
岡
熊
野
上

バ
イ
パ
ス

L
=
0
.
2
5
k
m

●

1
-
(
1
)
-
③
再
掲

道
路
課

仙
台
土
木

道
路
改
築
事
業

(
主
)
仙
台
三
本
木
線

大
和
町

落
合
（
善
川
橋
）

現
道
拡
幅

L
=
1
.
6
k
m

●
●

1
-
(
1
)
-
③
再
掲

道
路
課

仙
台
土
木

道
路
改
築
事
業

(
一
)
小
牛
田
松
島
線

松
島
町

高
城
（
初
原
Ⅱ
）

バ
イ
パ
ス

L
=
0
.
8
6
k
m

●

②
　

県
際

道
路

及
び

郡
界

道
路

等
の

整
備

・
機

能
強

化

1
-
(
1
)
-
③
再
掲

道
路
課

仙
台
土
木

道
路
改
築
事
業

(
国
)
4
5
7
号

大
和
町

吉
岡

現
道
拡
幅

L
=
0
.
8
k
m

●

1
-
(
1
)
-
③
再
掲

道
路
課

仙
台
土
木

道
路
改
築
事
業

(
主
)
塩
釜
七
ヶ
浜
多
賀
城
線

七
ヶ
浜
町

湊
浜

交
差
点
改
良

L
=
0
.
1
k
m

●
●

1
-
(
1
)
-
③
再
掲

道
路
課

仙
台
土
木

道
路
改
築
事
業

(
主
)
仙
台
松
島
線

松
島
町

桜
渡
戸

交
差
点
改
良

L
=
0
.
1
k
m

●

（
３

）
交

流
人

口
拡

大
に

向
け

た
社

会
資

本
整

備
の

推
進

①
　

仙
台

空
港

の
航

空
需

要
拡

大
と

機
能

強
化

2
-
(
3
)
-
①

道
路
課

仙
台
土
木

道
路
改
築
事
業

(
一
)
愛
島
名
取
線

名
取
市

飯
野
坂
-
植
松

交
通
安
全
施
設
整
備

L
=
1
.
4
k
m

●

2
-
(
3
)
-
①

道
路
課

仙
台
土
木

道
路
改
築
事
業

(
主
)
仙
台
岩
沼
線

名
取
市

愛
島
笠
島
(
2
)

横
断
歩
道
橋

N
=
1
箇
所

●

2
-
(
3
)
-
①

道
路
課

仙
台
土
木

道
路
改
築
事
業

(
主
)
塩
釜
亘
理
線
他

名
取
市
、
岩
沼

市
仙
台
土
木
管
内

道
路
改
良

一
式

●
●

1
-
(
1
)
-
③
再
掲

道
路
課

仙
台
土
木

道
路
改
築
事
業

(
主
)
仙
台
岩
沼
線

岩
沼
市

小
川
新
河
原

交
差
点
改
良

L
=
0
.
5
2
k
m

●

63



計
画
掲
載
番
号

課
名

事
務
所
名

事
業
名

箇
所
名

市
町
村
名

地
区
名

事
業
概
要

事
業
規
模

R
3
-
R
6

実
施

R
7
以
降

実
施

1
-
(
1
)
-
③
再
掲

道
路
課

仙
台
土
木

道
路
改
築
事
業

(
主
)
仙
台
空
港
線

岩
沼
市

下
野
郷

交
差
点
改
良

L
=
0
.
6
k
m

●
●

1
-
(
1
)
-
③
再
掲

道
路
課

仙
台
土
木

道
路
改
築
事
業

(
主
)
仙
台
岩
沼
線

名
取
市

愛
島
笠
島
(
1
)

交
差
点
改
良

L
=
0
.
1
8
k
m

●

基
本

目
標

３
:
「

多
様

な
主

体
と

連
携

し
た

持
続

可
能

な
地

域
生

活
基

盤
の

整
備

」

（
１

）
地

域
住

民
等

と
連

携
・

協
働

し
た

社
会

資
本

整
備

の
推

進

①
　

地
域

住
民

の
生

活
に

密
着

し
た

公
共

事
業

の
実

施

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

仙
台
土
木

道
路
改
築
事
業

(
主
)
岩
沼
蔵
王
線

岩
沼
市

小
川

道
路
改
良

L
=
0
.
5
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

仙
台
土
木

道
路
改
築
事
業

(
主
)
塩
釜
吉
岡
線

利
府
町

沢
乙

交
差
点
改
良

L
=
0
.
3
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

仙
台
土
木

道
路
改
築
事
業

(
主
)
仙
台
三
本
木
線

富
谷
市
，
大
和

町
今
泉
-
幕
柳

バ
イ
パ
ス

L
=
1
.
6
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

仙
台
土
木

道
路
改
築
事
業

(
一
)
大
衡
駒
場
線

大
衡
村

大
衡

バ
イ
パ
ス

L
=
1
.
3
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

仙
台
土
木

道
路
改
築
事
業

(
主
)
塩
釜
亘
理
線

亘
理
町

逢
隈
高
屋
字
保
原
・
石
堂

交
差
点
改
良

L
=
0
.
1
8
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

仙
台
土
木

交
通
安
全
事
業

(
主
)
塩
釜
七
ヶ
浜
多
賀
城
線

多
賀
城
市

八
幡
四
丁
目

歩
道
整
備

L
=
0
.
3
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

仙
台
土
木

交
通
安
全
事
業

(
主
)
石
巻
鹿
島
台
色
麻
線

大
衡
村

駒
場

歩
道
整
備

L
=
0
.
4
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

仙
台
土
木

交
通
安
全
事
業

(
一
)
赤
沼
松
島
線

利
府
町

放
森

歩
道
整
備

L
=
0
.
8
k
m

●
●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

仙
台
土
木

交
通
安
全
事
業

(
一
)
枡
沢
吉
岡
線

大
和
町

吉
岡

歩
道
整
備

L
=
1
.
6
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

仙
台
土
木

交
通
安
全
事
業

(
主
)
仙
台
三
本
木
線

大
衡
村

大
森

歩
道
整
備

L
=
2
.
1
k
m

●
●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

仙
台
土
木

交
通
安
全
事
業

(
主
)
角
田
山
元
線

山
元
町

坂
元

歩
道
整
備

L
=
0
.
4
9
k
m

●
●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

仙
台
土
木

交
通
安
全
事
業

(
一
)
仙
台
亘
理
自
転
車
道
線

名
取
市
・
岩
沼

市
広
浦
・
二
の
倉

歩
道
整
備

L
=
1
7
k
m

●
●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

仙
台
土
木

交
通
安
全
事
業

(
一
)
愛
島
名
取
線

名
取
市

愛
島
小
豆
島

歩
道
整
備

L
=
0
.
5
4
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

仙
台
土
木

交
通
安
全
事
業

(
一
)
仙
台
名
取
線

名
取
市

上
余
田

歩
道
整
備

L
=
0
.
1
8
k
m

●

②
　

地
域

づ
く

り
の

主
体

で
あ

る
地

域
住

民
や

関
係

市
町

村
が

，
地

域
に

と
っ

て
必

要
不

可
欠

な
整

備
内

容
を

選
択

で
き

る
事

業
の

推
進

3
-
(
1
)
-
②

道
路
課

仙
台
土
木

道
路
改
築
事
業

仙
台
土
木
管
内

仙
台
土
木
管
内

管
内
一
円

道
路
改
良
（
局
部
改
良
・
地
域
協
働
）

一
式

●
●

（
２

）
安

全
・

安
心

で
快

適
な

ま
ち

づ
く

り
の

推
進

①
　

安
全

で
快

適
に

暮
ら

せ
る

市
街

地
整

備
の

促
進

3
-
(
2
)
-
①

都
市
計
画
課

仙
台
土
木

街
路
事
業

北
四
番
丁
大
衡
線

大
和
町
・
大
衡

村
吉
岡

バ
イ
パ
ス

L
=
2
.
5
k
m

●
●

3
-
(
2
)
-
①

都
市
計
画
課

仙
台
土
木

街
路
事
業

富
谷
西
成
田
線

富
谷
市

富
谷

バ
イ
パ
ス

L
=
0
.
6
4
k
m

●
●

3
-
(
2
)
-
①

都
市
計
画
課

仙
台
土
木

街
路
事
業

玉
川
岩
切
線

塩
竃
市
・
多
賀

城
市

玉
岩

バ
イ
パ
ス

L
=
1
.
3
9
k
m

●
●

3
-
(
2
)
-
①

都
市
計
画
課

仙
台
土
木

公
園
・
緑
地
整
備
事
業

岩
沼
海
浜
緑
地

岩
沼
市

下
野
郷

園
路

L
=
1
k
m

●
●

3
-
(
2
)
-
①

都
市
計
画
課

仙
台
土
木

公
園
・
緑
地
整
備
事
業

多
賀
城
緩
衝
緑
地

多
賀
城
市

大
代

園
路
等

一
式

●
●

（
３

）
環

境
に

優
し

く
景

観
と

調
和

し
た

社
会

資
本

整
備

の
推

進

②
　

自
然

・
歴

史
・

文
化

と
調

和
し

た
景

観
形

成
の

促
進

3
-
(
2
)
-
①
再
掲

都
市
計
画
課

仙
台
土
木

街
路
事
業
(
社
会
資
本
整
備
交
付
金
)

富
谷
西
成
田
線

富
谷
市

富
谷

バ
イ
パ
ス

L
=
0
.
6
4
k
m

●
●

3
-
(
2
)
-
①
再
掲

都
市
計
画
課

仙
台
土
木

街
路
事
業
(
社
会
資
本
整
備
交
付
金
)

玉
川
岩
切
線

塩
竃
市
・
多
賀

城
市

玉
岩

バ
イ
パ
ス

L
=
1
.
3
9
k
m

●
●

③
　

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

化
や

二
酸

化
炭

素
の

排
出

規
制

等
の

環
境

負
荷

軽
減

対
策

の
推

進
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計
画
掲
載
番
号

課
名

事
務
所
名

事
業
名

箇
所
名

市
町
村
名

地
区
名

事
業
概
要

事
業
規
模

R
3
-
R
6

実
施

R
7
以
降

実
施

3
-
(
3
)
-
③

道
路
課

仙
台
土
木

ト
ン
ネ
ル
補
修
事
業

仙
台
土
木
管
内

仙
台
土
木
管
内

(
国
)
4
5
7
号
　
宮
床
ト
ン
ネ
ル
他
1
箇

所
,
(
主
)
塩
釜
吉
岡
線
　
石
積
ト
ン
ネ
ル

他
5
箇
所
,
(
一
)
小
牛
田
松
島
線
　
小
森

ト
ン
ネ
ル
他
3
箇
所

ト
ン
ネ
ル
修
繕
(
長
寿
命
化
・
照
明
灯

の
L
E
D
化
）

ト
ン
ネ
ル
;
N
=
6

箇
所
,
道
路
附
属

物
;
N
=
6
箇
所
,
ト

ン
ネ
ル
L
E
D

化
;
N
=
5
箇
所

●
●

基
本

目
標

４
:
「

加
速

化
す

る
イ

ン
フ

ラ
の

老
朽

化
に

対
応

し
た

戦
略

的
ス

ト
ッ

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

推
進

」

（
１

）
公

共
土

木
施

設
・

建
築

物
の

適
正

か
つ

効
率

的
・

持
続

的
な

維
持

管
理

の
推

進

①
　

既
存

施
設

の
現

状
や

施
設

利
用

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

施
設

の
適

正
維

持
と

有
効

利
用

4
-
(
1
)
-
①

道
路
課

仙
台
土
木

道
路
維
持
修
繕
事
業

仙
台
土
木
管
内

仙
台
土
木
管
内

仙
台
土
木
管
内

除
草
・
清
掃
・
排
水
施
設
の
修
繕
・
除

雪
等

一
式

●
●

4
-
(
1
)
-
①

道
路
課

仙
台
土
木

舗
装
補
修
事
業

仙
台
土
木
管
内

仙
台
土
木
管
内

仙
台
土
木
管
内

舗
装

一
式

●
●

4
-
(
1
)
-
①

河
川
課

仙
台
土
木

河
川
維
持
管
理
事
業

仙
台
土
木
管
内

仙
台
土
木
管
内

仙
台
土
木
管
内

河
川
管
理

●
●

4
-
(
1
)
-
①

河
川
課

仙
台
ダ
ム

ダ
ム
維
持
管
理
事
業

仙
台
土
木
管
内

仙
台
土
木
管
内

仙
台
土
木
管
内

ダ
ム
管
理

一
式

●
●

4
-
(
1
)
-
①

河
川
課

仙
台
土
木

河
川
維
持
管
理
事
業

仙
台
土
木
管
内

仙
台
土
木
管
内

仙
台
土
木
管
内

水
閘
門
管
理
費

●
●

4
-
(
1
)
-
①

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

港
湾
施
設
運
営
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
仙
台
港
区
・
塩
釜

港
区
・
松
島
港
区
)

仙
台
市
外

港
内
全
域

港
湾
施
設
運
営
管
理

一
式

●
●

4
-
(
1
)
-
①

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

港
湾
施
設
維
持
修
繕
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
仙
台
港
区
)

仙
台
市

港
内
全
域

維
持
管
理
年
間
委
託

一
式

●
●

4
-
(
1
)
-
①

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

港
湾
施
設
維
持
修
繕
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
塩
釜
港
区
)

塩
竈
市

港
内
全
域

維
持
管
理
年
間
委
託

一
式

●
●

4
-
(
1
)
-
①

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

海
岸
管
理
事
業
(
維
持
管
理
費
等
)

仙
台
塩
釜
港
(
仙
台
港
区
・
塩
釜

港
区
・
松
島
港
区
)

仙
台
市

中
野

海
岸
施
設
の
維
持
管
理
及
び
陸
閘
点
検

一
式

●
●

4
-
(
1
)
-
①

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

海
岸
管
理
事
業
(
修
繕
等
)

仙
台
塩
釜
港
(
仙
台
港
区
・
塩
釜

港
区
・
松
島
港
区
)

仙
台
市
外

港
内
全
域

海
岸
パ
ト
ロ
ー
ル
及
び
海
岸
漂
流
物
処

理
一
式

●
●

4
-
(
1
)
-
①

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

貨
物
上
屋
管
理
運
営
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
仙
台
港
区
・
塩
釜

港
区
・
松
島
港
区
)

管
内
全
域

一
式

●
●

4
-
(
1
)
-
①

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

貨
物
上
屋
施
設
修
繕
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
仙
台
港
区
・
塩
釜

港
区
・
松
島
港
区
)

管
内
全
域

一
式

●
●

4
-
(
1
)
-
①

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

荷
捌
地
等
管
理
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
仙
台
港
区
・
塩
釜

港
区
・
松
島
港
区
)

管
内
全
域

一
式

●

4
-
(
1
)
-
①

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

荷
役
機
械
等
管
理
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
仙
台
港
区
)

仙
台
市

向
洋

高
砂
C
T
荷
役
機
械
補
修

一
式

●
●

4
-
(
1
)
-
①

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

港
湾
整
備
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
仙
台
港
区
)

仙
台
市

中
野

照
明
灯
(
ふ
頭
用
地
)

N
=
4
基

●
●

4
-
(
1
)
-
①

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

港
湾
整
備
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
仙
台
港
区
・
塩
釜

港
区
・
松
島
港
区
)

管
内
全
域

荷
捌
地
補
修

一
式

●
●

4
-
(
1
)
-
①

都
市
計
画
課

仙
台
土
木

県
立
公
園
維
持
管
理
事
業

岩
沼
海
浜
緑
地

岩
沼
市

下
野
郷

公
園
管
理

一
式

●
●

4
-
(
1
)
-
①

都
市
計
画
課

仙
台
土
木

県
立
公
園
維
持
管
理
事
業

加
瀬
沼
公
園

利
府
町

加
瀬

公
園
管
理

一
式

●
●

4
-
(
1
)
-
①

都
市
計
画
課

仙
台
土
木

県
立
公
園
維
持
管
理
事
業

多
賀
城
緩
衝
緑
地

多
賀
城
市

大
代

公
園
管
理

一
式

●
●

4
-
(
1
)
-
①

都
市
計
画
課

仙
台
土
木

県
立
公
園
維
持
管
理
事
業

県
総
合
運
動
公
園

利
府
町

菅
谷

公
園
管
理

一
式

●
●

（
２

）
公

共
土

木
施

設
・

建
築

物
の

長
寿

命
化

対
策

の
推

進

①
　

公
共

土
木

施
設

の
長

寿
命

化
及

び
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

コ
ス

ト
の

最
小

化

4
-
(
2
)
-
①

道
路
課

仙
台
土
木

橋
梁
長
寿
命
化
事
業

仙
台
土
木
管
内

仙
台
土
木
管
内

(
国
)
3
4
6
号
 
根
廻
跨
線
橋
他
7
橋
、
(
主
)

塩
釜
吉
岡
線
 
車
橋
他
3
4
橋
、
(
一
)
竹
谷

大
和
線
 
堰
場
橋
他
3
0
橋

橋
梁
補
修
（
長
寿
命
化
対
策
）

N
=
7
4
橋

●
●

4
-
(
2
)
-
①

河
川
課

仙
台
ダ
ム

ダ
ム
長
寿
命
化
事
業

仙
台
ダ
ム
管
内

ダ
ム
施
設
改
良

一
式

●
●

4
-
(
2
)
-
①

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

港
湾
局
部
改
良
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
仙
台
港
区
)

仙
台
市

栄
北
航
路
導
流
堤
・
C
o
打
換

V
=
8
5
.
1
m
3

●

4
-
(
2
)
-
①

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

港
湾
局
部
改
良
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
塩
釜
港
区
)

塩
竈
市

貞
山

東
ふ
頭
岸
壁
・
断
面
修
復

V
=
7
5
.
3
m
3

●

4
-
(
2
)
-
①

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

港
湾
局
部
改
良
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
塩
釜
港
区
)

塩
竈
市

離
島

馬
放
島
物
揚
場
・
上
部
工
，
ｴ
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ﾝ
補

修
V
=
1
4
.
6
m
3

●
●

65



計
画
掲
載
番
号

課
名

事
務
所
名

事
業
名

箇
所
名

市
町
村
名

地
区
名

事
業
概
要

事
業
規
模

R
3
-
R
6

実
施

R
7
以
降

実
施

4
-
(
2
)
-
①

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

港
湾
局
部
改
良
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
塩
釜
港
区
)

七
ヶ
浜
町

要
害

菖
蒲
浦
護
岸
・
本
体
工
更
新

L
=
7
2
3
m

(
V
=
1
2
3
.
7
m
3
）

●

4
-
(
2
)
-
①

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

港
湾
局
部
改
良
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
塩
釜
港
区
)

塩
竈
市

双
観
山
下
係
船
護
岸

L
=
3
2
m

●

4
-
(
2
)
-
①

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

港
湾
局
部
改
良
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
塩
釜
港
区
)

塩
竈
市

代
ヶ
崎
(
清
水
)

代
ヶ
崎
清
水
(
A
)
物
揚
場

L
=
7
3
m

●
●

4
-
(
2
)
-
①

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

港
湾
局
部
改
良
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
塩
釜
港
区
)

塩
竈
市

代
ヶ
崎
(
清
水
)

代
ヶ
崎
清
水
(
B
)
物
揚
場

L
=
2
8
m

●
●

4
-
(
2
)
-
①

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

港
湾
局
部
改
良
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
松
島
港
区
)

松
島
町

福
浦
島
地
区

福
浦
島
護
岸

L
=
1
1
.
6
m

●
●

4
-
(
2
)
-
①

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

港
湾
局
部
改
良
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
塩
釜
港
区
)

七
ヶ
浜
町

代
ヶ
崎
(
清
水
)

小
友
浜
船
揚
場

L
=
3
1
m

●
●

4
-
(
2
)
-
①

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

港
湾
局
部
改
良
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
塩
釜
港
区
)

塩
竈
市

港
部
分
打
換
(
西
ふ
頭
8
号
)

●

4
-
(
2
)
-
①

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

港
湾
局
部
改
良
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
塩
釜
港
区
)

塩
竈
市

一
本
松

部
分
打
換
(
一
本
松
2
号
)

●

4
-
(
2
)
-
①

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

港
湾
局
部
改
良
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
塩
釜
港
区
)

塩
竈
市

貞
山

部
分
打
換
(
貞
山
5
号
線
)

●

4
-
(
2
)
-
①

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

港
湾
局
部
改
良
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
仙
台
港
区
)

仙
台
市

中
野

中
野
ふ
頭
2
号
岸
壁

L
=
1
8
5
m

●

4
-
(
2
)
-
①

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

港
湾
局
部
改
良
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
仙
台
港
区
)

仙
台
市

向
洋

高
砂
ふ
頭
1
号
岸
壁

L
=
3
3
0
m

●

4
-
(
2
)
-
①

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

港
湾
局
部
改
良
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
塩
釜
港
区
)

塩
竈
市

中
の
島

中
の
島
地
区
浮
桟
橋
・
電
気
防
食

L
=
9
5
m

●

4
-
(
2
)
-
①

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

港
湾
局
部
改
良
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
仙
台
港
区
)

仙
台
市

中
野

切
削
O
R
(
西
幹
線
)

L
=
3
5
0
m

●
●

4
-
(
2
)
-
①

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

港
湾
局
部
改
良
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
仙
台
港
区
)

仙
台
市

中
野

切
削
O
R
(
中
幹
線
)

L
=
2
5
0
m

●

4
-
(
2
)
-
①

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

防
災
・
安
全
交
付
金
(
港
湾
整
備
事
業
分
)

仙
台
塩
釜
港
(
塩
釜
港
区
)

塩
竈
市

貞
山

貞
山
ふ
頭
4
号
岸
壁

L
=
1
3
0
m

●

4
-
(
2
)
-
①

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

防
災
・
安
全
交
付
金
(
港
湾
整
備
事
業
分
)

仙
台
塩
釜
港
(
塩
釜
港
区
)

塩
竈
市

中
の
島

牛
生
さ
ん
橋
・
電
気
防
食
，
断
面
修
復

L
=
2
0
9
m

●

4
-
(
2
)
-
①

港
湾
課

仙
台
塩
釜
港
湾

防
災
・
安
全
交
付
金
(
港
湾
整
備
事
業
分
)

仙
台
塩
釜
港
(
塩
釜
港
区
)

塩
竈
市

中
の
島

ﾚ
ｼ
ﾞ
ｬ
ｰ
用
小
型
船
舶
物
揚
場
・
電
気
防

食
，
断
面
修
復

L
=
4
1
0
m

4
-
(
2
)
-
①

都
市
計
画
課

仙
台
土
木

都
市
公
園
事
業
(
長
寿
命
化
対
策
支
援
事
業
)

岩
沼
海
浜
緑
地

岩
沼
市

下
野
郷

公
園
施
設
修
繕
・
更
新

一
式

●

4
-
(
2
)
-
①

都
市
計
画
課

仙
台
土
木

都
市
公
園
事
業
(
長
寿
命
化
対
策
支
援
事
業
)

加
瀬
沼
公
園

利
府
町

加
瀬

公
園
施
設
修
繕
・
更
新

一
式

●
●

4
-
(
2
)
-
①

都
市
計
画
課

仙
台
土
木

都
市
公
園
事
業
(
長
寿
命
化
対
策
支
援
事
業
)

多
賀
城
緩
衝
緑
地

多
賀
城
市

大
代

公
園
施
設
修
繕
・
更
新

一
式

●
●

4
-
(
2
)
-
①

都
市
計
画
課

仙
台
土
木

都
市
公
園
事
業
(
長
寿
命
化
対
策
支
援
事
業
)

県
総
合
運
動
公
園

利
府
町

菅
谷

公
園
施
設
修
繕
・
更
新

一
式

●
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3
．

大
崎

地
域

　

計
画
掲
載
番
号

課
名

事
務
所
名

事
業
名

箇
所
名

市
町
村
名

地
区
名

事
業
概
要

事
業
規
模

R
3
-
R
6

実
施

R
7
以
降

実
施

基
本

目
標

1
:
「

自
然

災
害

リ
ス

ク
の

増
大

を
踏

ま
え

た
防

災
・

減
災

対
策

に
よ

る
県

土
の

強
靭

化
」

（
１

）
総

合
的

な
豪

雨
災

害
対

策
等

の
推

進

①
総

合
的

な
治

水
対

策
の

推
進

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

北
部
土
木

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

渋
井
川

大
崎
市

古
川
地
内

水
門
等

N
=
1
基

●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

北
部
土
木

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

渋
井
川

大
崎
市

古
川
地
内

排
水
機
場
等

N
=
1
基

●
●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

北
部
土
木

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

佐
賀
川

大
崎
市

築
堤
等

L
=
1
.
5
k
m

●
●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

北
部
土
木

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

多
田
川

大
崎
市

堤
防
補
強
等

L
=
4
.
3
k
m

●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

北
部
土
木

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

大
江
川

大
崎
市

築
堤
等

L
=
1
.
0
k
m

●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

北
部
土
木

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

深
川

加
美
町
・
色
麻

町
浸
水
被
害
軽
減
対
策
検
討

●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

北
部
土
木

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

河
童
川

色
麻
町

浸
水
被
害
軽
減
対
策
検
討

●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

北
部
土
木

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

出
来
川

涌
谷
町
・
美
里

町
築
堤
等

L
=
3
.
5
k
m

●
●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

北
部
土
木

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

渋
井
川

大
崎
市

堤
防
補
強
等

L
=
2
.
2
k
m

●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

北
部
土
木

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

名
蓋
川

大
崎
市

堤
防
補
強
等

L
=
2
.
3
k
m

●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

北
部
土
木

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

北
部
土
木
管
内

河
川
局
部
改
良

●
●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

北
部
土
木

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

情
報
基
盤
総
合
整
備
事
業

北
部
土
木
管
内

テ
レ
メ
ー
タ
改
修
等

一
式

●
●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

北
部
土
木

公
共
土
木
施
設
の
長
寿
命
化
及
び
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ

ス
ト
の
最
小
化

応
急
対
策
事
業

北
部
土
木
管
内

設
備
改
修
等

一
式

●
●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

北
部
土
木

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

国
土
強
靭
化

北
部
土
木
管
内

国
土
強
靭
化

●
●

②
総

合
的

な
土

砂
災

害
防

止
対

策
の

推
進

1
-
(
1
)
-
②

防
災
砂
防
課

北
部
土
木

県
単
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

素
山

美
里
町

吹
付
法
枠
工

一
式

●

③
災

害
に

強
い

道
路

網
の

構
築

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

北
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
国
)
1
0
8
号

大
崎
市

鳴
子
岡
台

現
道
拡
幅

L
=
3
.
6
k
m

●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

北
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
国
)
4
5
7
号

大
崎
市

岩
出
山
矢
木

道
路
改
良

L
=
0
.
7
k
m

●
●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

北
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
国
)
3
4
7
号

加
美
町

筒
砂
子
(
鳴
瀬
川
ダ
ム
関
連
）

現
道
拡
幅

L
=
8
.
8
k
m

●
●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

北
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
国
)
3
4
7
号

加
美
町

中
新
田

バ
イ
パ
ス

L
=
1
.
1
k
m

●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

北
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
国
)
1
0
8
号

大
崎
市

田
野
原

道
路
改
良

L
=
0
.
2
k
m

●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

北
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
国
)
3
4
6
号

涌
谷
町

黄
金
山

現
道
拡
幅

L
=
1
.
4
k
m

●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

北
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
国
)
3
4
7
号

加
美
町

小
野
田

バ
イ
パ
ス

L
=
7
.
1
k
m

●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

北
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
国
)
1
0
8
号

大
崎
市

柏
木
原

現
道
拡
幅

L
=
2
.
9
4
k
m

●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

北
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
国
)
4
5
7
号
 

大
崎
市

岩
出
山

バ
イ
パ
ス

L
=
1
.
9
7
k
m

●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

北
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
主
)
古
川
松
山
線

大
崎
市

古
川
楡
木

バ
イ
パ
ス

L
=
1
.
0
k
m

●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

北
部
土
木

災
害
防
除
事
業

北
部
土
木
管
内

北
部
土
木
管
内

(
国
)
1
0
8
号
　
柏
木
原
他
1
7
箇
所

落
石
防
護
網
工
な
ど

Ｎ
=
1
8
箇
所

●
●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

北
部
土
木

雪
寒
事
業

(
国
)
3
4
7
号

加
美
町

上
区
（
小
野
田
）

消
雪
施
設
修
繕
、
雪
崩
対
策
な
ど

Ｌ
=
8
9
5
m

●
●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

北
部
土
木

雪
寒
事
業

(
一
)
最
上
小
野
田
線

加
美
町

宮
崎
1

消
雪
施
設
修
繕
、
雪
崩
対
策
な
ど

Ｌ
=
8
7
1
m

●
●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

北
部
土
木

雪
寒
事
業

(
一
)
最
上
小
野
田
線

加
美
町

宮
崎
2

消
雪
施
設
修
繕
、
雪
崩
対
策
な
ど

Ｌ
=
6
8
7
m

●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

北
部
土
木

雪
寒
事
業

(
一
)
鳴
子
停
車
場
線

大
崎
市

新
屋
敷
（
鳴
子
）

消
雪
施
設
修
繕
、
雪
崩
対
策
な
ど

Ｌ
=
2
6
5
m

●
●
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計
画
掲
載
番
号

課
名

事
務
所
名

事
業
名

箇
所
名

市
町
村
名

地
区
名

事
業
概
要

事
業
規
模

R
3
-
R
6

実
施

R
7
以
降

実
施

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

北
部
土
木

雪
寒
事
業

(
国
)
3
4
7
号

加
美
町

鍋
越

雪
崩
対
策

L
=
1
1
.
3
k
m

●

1
-
(
3
)
-
①
再
掲

道
路
課

北
部
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(
国
)
1
0
8
号

大
崎
市

大
森
沢
そ
よ
か
ぜ
橋

橋
梁
耐
震
(
橋
脚
・
支
承
）

橋
脚
N
=
2
基

●

1
-
(
3
)
-
①
再
掲

道
路
課

北
部
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(
国
)
1
0
8
号

大
崎
市

片
倉
木
も
れ
び
橋

橋
梁
耐
震
(
橋
脚
・
縁
端
拡
幅
・
支

承
）

橋
脚
N
=
5
基

●
●

1
-
(
3
)
-
①
再
掲

道
路
課

北
部
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(国
)1
0
8
号

大
崎
市

八
幡
橋

橋
梁
耐
震
(
橋
脚
・
縁
端
拡
幅
・
支

承
）

橋
脚
N
=
1
基

●

1
-
(
3
)
-
①
再
掲

道
路
課

北
部
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(
国
)
1
0
8
号

大
崎
市

久
瀬
大
橋

橋
梁
耐
震
(
橋
脚
・
支
承
）

橋
脚
N
=
6
基

●
●

1
-
(
3
)
-
①
再
掲

道
路
課

北
部
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(
国
)
3
4
6
号

涌
谷
町

伊
鈴
橋

橋
梁
耐
震
(
支
承
）

支
承
補
強

●

1
-
(
3
)
-
①
再
掲

道
路
課

北
部
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(
国
)
3
4
7
号

加
美
町

田
川
橋

橋
梁
耐
震
(
支
承
）

支
承
補
強

●

3
-
(
2
)
-
①
再
掲

都
市
計
画
課

北
部
土
木

街
路
事
業

稲
葉
小
泉
線

大
崎
市

古
川
竹
ノ
内

バ
イ
パ
ス

L
=
1
.
6
4
k
m

●

3
-
(
2
)
-
①
再
掲

都
市
計
画
課

北
部
土
木

街
路
事
業

稲
葉
小
泉
線
(
2
)

大
崎
市

古
川
小
泉

バ
イ
パ
ス

L
=
1
.
0
6
k
m

●
●

3
-
(
2
)
-
①
再
掲

都
市
計
画
課

北
部
土
木

街
路
事
業

並
柳
福
浦
線

大
崎
市

古
川
三
日
町

無
電
柱
化

L
=
0
.
2
k
m

●

3
-
(
2
)
-
①
再
掲

都
市
計
画
課

北
部
土
木

街
路
事
業

鹿
島
台
駅
前
線

大
崎
市

鹿
島
台

無
電
柱
化

L
=
0
.
0
8
k
m

●

3
-
(
2
)
-
①
再
掲

都
市
計
画
課

北
部
土
木

街
路
事
業

古
川
中
央
線

大
崎
市

古
川
七
日
町

無
電
柱
化

L
=
0
.
3
k
m

●

⑤
被

災
後

の
公

共
土

木
施

設
・

建
築

物
の

早
期

復
旧

1
-
(
1
)
-
⑤

防
災
砂
防
課

北
部
土
木

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
(
R
元
災
：
河
川
・
補
助
)

大
滝
川
外

加
美
町
外

鹿
原
掃
出
外

護
岸
外

A
=
5
8
5
m
2
 外

●

（
３

）
耐

震
化

対
策

の
推

進

①
　

公
共

土
木

施
設

や
県

有
建

築
物

の
耐

震
化

の
推

進
，

一
般

木
造

住
宅

や
指

定
避

難
施

設
の

耐
震

化
の

促
進

1
-
(
3
)
-
①

道
路
課

北
部
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(
国
)
1
0
8
号

大
崎
市

大
森
沢
そ
よ
か
ぜ
橋

橋
梁
耐
震
(
橋
脚
・
支
承
）

橋
脚
N
=
2
基

●

1
-
(
3
)
-
①

道
路
課

北
部
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(
国
)
1
0
8
号

大
崎
市

片
倉
木
も
れ
び
橋

橋
梁
耐
震
(
橋
脚
・
縁
端
拡
幅
・
支

承
）

橋
脚
N
=
5
基

●
●

1
-
(
3
)
-
①

道
路
課

北
部
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(
国
)
1
0
8
号

大
崎
市

八
幡
橋

橋
梁
耐
震
(
橋
脚
・
縁
端
拡
幅
・
支

承
）

橋
脚
N
=
1
基

●

1
-
(
3
)
-
①

道
路
課

北
部
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(
国
)
1
0
8
号

大
崎
市

久
瀬
大
橋

橋
梁
耐
震
(
橋
脚
・
支
承
）

橋
脚
N
=
6
基

●
●

1
-
(
3
)
-
①

道
路
課

北
部
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(
国
)
3
4
6
号

涌
谷
町

伊
鈴
橋

橋
梁
耐
震
(
支
承
）

支
承
補
強

●

1
-
(
3
)
-
①

道
路
課

北
部
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(
国
)
3
4
7
号

加
美
町

田
川
橋

橋
梁
耐
震
(
支
承
）

支
承
補
強

●

1
-
(
3
)
-
①

道
路
課

北
部
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(国
)1
0
8
号

大
崎
市

片
倉
青
空
橋

橋
梁
耐
震
(
橋
脚
・
縁
端
拡
幅
・
支

承
）

橋
脚
N
=
1
基

●

1
-
(
3
)
-
①

道
路
課

北
部
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(国
)1
0
8
号

大
崎
市

ほ
た
る
橋

橋
梁
耐
震
(
支
承
）

支
承
補
強

●

1
-
(
3
)
-
①

道
路
課

北
部
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(国
)1
0
8
号

大
崎
市

葉
巻
沢
夕
焼
け
橋

橋
梁
耐
震
(
橋
脚
・
縁
端
拡
幅
・
支

承
）

橋
脚
N
=
1
基

●

1
-
(
3
)
-
①

道
路
課

北
部
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(国
)1
0
8
号

大
崎
市

大
鏑
山
び
こ
橋

橋
梁
耐
震
(
橋
脚
・
縁
端
拡
幅
・
支

承
）

橋
脚
N
=
4
基

●
●

1
-
(
3
)
-
①

道
路
課

北
部
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(国
)1
0
8
号

大
崎
市

夫
婦
滝
橋

橋
梁
耐
震
(
縁
端
拡
幅
・
支
承
）

支
承
補
強

●

1
-
(
3
)
-
①

道
路
課

北
部
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(国
)1
0
8
号

大
崎
市

鳴
子
大
橋

橋
梁
耐
震
(
支
承
）

支
承
補
強

●

1
-
(
3
)
-
①

道
路
課

北
部
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(国
)1
0
8
号

大
崎
市

蟹
沢
橋

橋
梁
耐
震
(
支
承
）

支
承
補
強

●

基
本

目
標

２
:
「

富
県

躍
進

を
支

え
る

交
流

・
産

業
基

盤
の

整
備

」

（
２

）
地

域
の

発
展

を
支

え
，

地
域

間
連

携
を

強
化

す
る

社
会

資
本

整
備

の
推

進

①
　

広
域

道
路

網
の

整
備

1
-
(
1
)
-
③
再
掲

道
路
課

北
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
国
)
1
0
8
号

大
崎
市

鳴
子
岡
台

現
道
拡
幅

L
=
3
.
6
k
m

●

1
-
(
1
)
-
③
再
掲

道
路
課

北
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
国
)
3
4
7
号

加
美
町

中
新
田

バ
イ
パ
ス

L
=
1
.
1
k
m

●

②
　

県
際

道
路

及
び

郡
界

道
路

等
の

整
備

・
機

能
強

化
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計
画
掲
載
番
号

課
名

事
務
所
名

事
業
名

箇
所
名

市
町
村
名

地
区
名

事
業
概
要

事
業
規
模

R
3
-
R
6

実
施

R
7
以
降

実
施

1
-
(
1
)
-
③
再
掲

道
路
課

北
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
国
)
3
4
7
号

加
美
町

筒
砂
子
(
鳴
瀬
川
ダ
ム
関
連
）

現
道
拡
幅

L
=
8
.
8
k
m

●
●

1
-
(
1
)
-
③
再
掲

道
路
課

北
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
国
)
1
0
8
号

大
崎
市

田
野
原

道
路
改
良

L
=
0
.
2
k
m

●

1
-
(
1
)
-
③
再
掲

道
路
課

北
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
国
)
3
4
6
号

涌
谷
町

黄
金
山

現
道
拡
幅

L
=
1
.
4
k
m

●

1
-
(
1
)
-
③
再
掲

道
路
課

北
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
国
)
3
4
7
号

加
美
町

小
野
田

バ
イ
パ
ス

L
=
7
.
1
k
m

●

1
-
(
1
)
-
③
再
掲

道
路
課

北
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
国
)
1
0
8
号

大
崎
市

柏
木
原

現
道
拡
幅

L
=
2
.
9
4
k
m

●

1
-
(
1
)
-
③
再
掲

道
路
課

北
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
国
)
4
5
7
号
 

大
崎
市

岩
出
山

バ
イ
パ
ス

L
=
1
.
9
7
k
m

●

基
本

目
標

３
:
「

多
様

な
主

体
と

連
携

し
た

持
続

可
能

な
地

域
生

活
基

盤
の

整
備

」

（
１

）
地

域
住

民
等

と
連

携
・

協
働

し
た

社
会

資
本

整
備

の
推

進

①
　

地
域

住
民

の
生

活
に

密
着

し
た

公
共

事
業

の
実

施

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

北
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
一
)
坂
本
古
川
線

大
崎
市

古
川
堤
根
（
高
倉
）

現
道
拡
幅

L
=
0
.
2
5
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

北
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
主
)
鹿
島
台
高
清
水
線

美
里
町

牛
飼

バ
イ
パ
ス

L
=
0
.
6
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

北
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
一
)
田
尻
瀬
峰
線

大
崎
市

田
尻
通
木

交
差
点
改
良

L
=
0
.
1
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

北
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
主
)
古
川
登
米
線

大
崎
市

大
貫

バ
イ
パ
ス

L
=
0
.
8
8
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

北
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
主
)
河
南
築
館
線

涌
谷
町

松
崎
（
太
田
）

現
道
拡
幅

L
=
1
.
3
6
k
m

●
●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

北
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
一
)
鳴
子
小
野
田
線

加
美
町

宮
崎
北
川
内

現
道
拡
幅

L
=
8
.
0
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

北
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
一
)
涌
谷
田
尻
線

大
崎
市

田
尻
大
沢

現
道
拡
幅

L
=
0
.
5
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

北
部
土
木

交
通
安
全
事
業

(
主
)
石
巻
鹿
島
台
色
麻
線

美
里
町

小
島

歩
道
整
備

L
=
2
.
8
k
m

●
●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

北
部
土
木

交
通
安
全
事
業

(
主
)
鹿
島
台
高
清
水
線

大
崎
市

平
渡

歩
道
整
備

L
=
1
.
7
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

北
部
土
木

交
通
安
全
事
業

(
主
)
古
川
登
米
線

大
崎
市

田
尻
沼
辺

歩
道
整
備

L
=
0
.
4
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

北
部
土
木

交
通
安
全
事
業

(
一
)
最
上
小
野
田
線

加
美
町

木
舟

歩
道
整
備

L
=
0
.
1
7
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

北
部
土
木

交
通
安
全
事
業

(
主
)
石
巻
鹿
島
台
色
麻
線

大
崎
市

鹿
島
台
深
谷

歩
道
整
備

L
=
1
.
6
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

北
部
土
木

交
通
安
全
事
業

(
主
)
石
巻
鹿
島
台
色
麻
線

大
崎
市

鹿
島
台
大
迫

歩
道
整
備

L
=
0
.
2
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

北
部
土
木

交
通
安
全
事
業

(
一
)
涌
谷
田
尻
線

涌
谷
町

下
築
踏
切

歩
道
整
備

L
=
0
.
1
k
m

●
●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

北
部
土
木

交
通
安
全
事
業

(
一
)
涌
谷
田
尻
線

大
崎
市

大
沢
（
踏
切
）

歩
道
整
備

L
=
0
.
4
k
m

●
●

②
　

地
域

づ
く

り
の

主
体

で
あ

る
地

域
住

民
や

関
係

市
町

村
が

，
地

域
に

と
っ

て
必

要
不

可
欠

な
整

備
内

容
を

選
択

で
き

る
事

業
の

推
進

3
-
(
1
)
-
②

道
路
課

北
部
土
木

道
路
改
築
事
業

北
部
土
木
管
内

北
部
土
木
管
内

北
部
土
木
管
内

道
路
改
良
（
局
部
改
良
・
地
域
協
働
）

一
式

●
●

（
２

）
安

全
・

安
心

で
快

適
な

ま
ち

づ
く

り
の

推
進

①
　

安
全

で
快

適
に

暮
ら

せ
る

市
街

地
整

備
の

促
進

3
-
(
2
)
-
①

都
市
計
画
課

北
部
土
木

街
路
事
業

稲
葉
小
泉
線

大
崎
市

古
川
竹
ノ
内

バ
イ
パ
ス

L
=
1
.
6
4
k
m

●

3
-
(
2
)
-
①

都
市
計
画
課

北
部
土
木

街
路
事
業

稲
葉
小
泉
線
(
2
)

大
崎
市

古
川
小
泉

バ
イ
パ
ス

L
=
1
.
0
6
k
m

●
●

3
-
(
2
)
-
①

都
市
計
画
課

北
部
土
木

街
路
事
業

並
柳
福
浦
線

大
崎
市

古
川
三
日
町

無
電
柱
化

L
=
0
.
2
k
m

●

3
-
(
2
)
-
①

都
市
計
画
課

北
部
土
木

街
路
事
業

古
川
中
央
線

大
崎
市

古
川
七
日
町

無
電
柱
化

L
=
0
.
3
k
m

●

3
-
(
2
)
-
①

都
市
計
画
課

北
部
土
木

街
路
事
業

鹿
島
台
駅
前
線

大
崎
市

鹿
島
台

無
電
柱
化

L
=
0
.
0
8
k
m

●

3
-
(
2
)
-
①

都
市
計
画
課

北
部
土
木

公
園
・
緑
地
整
備
事
業

化
女
沼
公
園

大
崎
市

古
川
字
長
岡

公
園
整
備

一
式

●

（
３

）
環

境
に

優
し

く
景

観
と

調
和

し
た

社
会

資
本

整
備

の
推

進

②
　

自
然

・
歴

史
・

文
化

と
調

和
し

た
景

観
形

成
の

促
進
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計
画
掲
載
番
号

課
名

事
務
所
名

事
業
名

箇
所
名

市
町
村
名

地
区
名

事
業
概
要

事
業
規
模

R
3
-
R
6

実
施

R
7
以
降

実
施

3
-
(
2
)
-
①
再
掲

都
市
計
画
課

北
部
土
木

街
路
事
業
(
無
電
柱
化
推
進
計
画
事
業
補
助
)

古
川
中
央
線

大
崎
市

古
川
七
日
町

無
電
柱
化

L
=
0
.
3
k
m

●

3
-
(
2
)
-
①
再
掲

都
市
計
画
課

北
部
土
木

街
路
事
業
(
無
電
柱
化
推
進
計
画
事
業
補
助
)

並
柳
福
浦
線

大
崎
市

古
川
三
日
町

無
電
柱
化

L
=
0
.
2
k
m

●

3
-
(
2
)
-
①
再
掲

都
市
計
画
課

北
部
土
木

街
路
事
業
(
無
電
柱
化
推
進
計
画
事
業
補
助
)

鹿
島
台
駅
前
線

大
崎
市

鹿
島
台

無
電
柱
化

L
=
0
.
0
8
m

●

③
　

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

化
や

二
酸

化
炭

素
の

排
出

規
制

等
の

環
境

負
荷

軽
減

対
策

の
推

進

3
-
(
3
)
-
③

道
路
課

北
部
土
木

ト
ン
ネ
ル
補
修
事
業

北
部
土
木
管
内

北
部
土
木
管
内

(
国
)
3
4
7
号
　
小
野
田
ス
ノ
ー
シ
ェ
ッ
ド

他
1
9
箇
所
、
(
一
)
沼
倉
鳴
子
線
　
鎌
内

ト
ン
ネ
ル
他
2
箇
所

ト
ン
ネ
ル
修
繕
(
長
寿
命
化
・
照
明
灯

の
L
E
D
化
）

ト
ン
ネ
ル
;
N
=
1
3

箇
所
,
道
路
附
属

物
;
N
=
9
箇
所
,
ト

ン
ネ
ル
L
E
D

化
;
N
=
1
箇
所

●
●

基
本

目
標

４
:
「

加
速

化
す

る
イ

ン
フ

ラ
の

老
朽

化
に

対
応

し
た

戦
略

的
ス

ト
ッ

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

推
進

」

（
１

）
公

共
土

木
施

設
・

建
築

物
の

適
正

か
つ

効
率

的
・

持
続

的
な

維
持

管
理

の
推

進

①
　

既
存

施
設

の
現

状
や

施
設

利
用

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

施
設

の
適

正
維

持
と

有
効

利
用

4
-
(
1
)
-
①

道
路
課

北
部
土
木

道
路
維
持
修
繕
事
業

北
部
土
木
管
内

北
部
土
木
管
内

北
部
土
木
管
内

除
草
・
清
掃
・
排
水
施
設
の
修
繕
・
除

雪
等

一
式

●
●

4
-
(
1
)
-
①

道
路
課

北
部
土
木

舗
装
補
修
事
業

北
部
土
木
管
内

北
部
土
木
管
内

北
部
土
木
管
内

舗
装

一
式

●
●

4
-
(
1
)
-
①

河
川
課

北
部
土
木

河
川
維
持
管
理
事
業

北
部
土
木
管
内

河
川
管
理

●
●

4
-
(
1
)
-
①

河
川
課

大
崎
ダ
ム

ダ
ム
維
持
管
理
事
業

大
崎
ダ
ム
管
内

ダ
ム
管
理

一
式

●
●

4
-
(
1
)
-
①

河
川
課

北
部
土
木

河
川
維
持
管
理
事
業

北
部
土
木
管
内

水
閘
門
管
理
費

●
●

（
２

）
公

共
土

木
施

設
・

建
築

物
の

長
寿

命
化

対
策

の
推

進

①
　

公
共

土
木

施
設

の
長

寿
命

化
及

び
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

コ
ス

ト
の

最
小

化

4
-
(
2
)
-
①

道
路
課

北
部
土
木

橋
梁
長
寿
命
化
事
業

北
部
土
木
管
内

北
部
土
木
管
内

(
国
)
4
5
7
号
 
鳴
瀬
橋
他
3
8
橋
、
(
主
)
鹿

島
台
高
清
水
線
 
遠
田
橋
他
3
1
橋
、
(
一
)

涌
谷
田
尻
線
 
涌
谷
大
橋
他
2
6
橋

橋
梁
補
修
（
長
寿
命
化
対
策
）

N
=
9
8
橋

●
●

4
-
(
2
)
-
①

河
川
課

大
崎
ダ
ム

ダ
ム
長
寿
命
化
事
業

大
崎
ダ
ム
管
内

ダ
ム
施
設
改
良

一
式

●
●

4
-
(
2
)
-
①

防
災
砂
防
課

北
部
土
木

総
合
流
域
防
災
事
業
(
緊
急
改
築
事
業
)

中
野
第
1
号
堰
堤

大
崎
市

堰
堤
改
良

N
=
1
基

●

70



４
．

栗
原

地
域

　

計
画
掲
載
番
号

課
名

事
務
所
名

事
業
名

箇
所
名

市
町
村
名

地
区
名

事
業
概
要

事
業
規
模

R
3
-
R
6

実
施

R
7
以
降

実
施

基
本

目
標

1
:
「

自
然

災
害

リ
ス

ク
の

増
大

を
踏

ま
え

た
防

災
・

減
災

対
策

に
よ

る
県

土
の

強
靭

化
」

（
１

）
総

合
的

な
豪

雨
災

害
対

策
等

の
推

進

①
総

合
的

な
治

水
対

策
の

推
進

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

栗
原
地
域

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

迫
川

栗
原
市

築
館
工
区
,
二
迫
川
工
区

築
堤
等

L
=
1
0
.
9
k
m

●
●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

栗
原
地
域

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

萱
刈
川

栗
原
市

築
堤
等

L
=
0
.
2
k
m

●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

栗
原
地
域

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

荒
川

栗
原
市

築
館
地
内

築
堤
等

L
=
0
.
9
k
m

●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

栗
原
地
域

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

照
越
川

栗
原
市

築
堤
等

L
=
0
.
3
k
m

●
●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

栗
原
地
域

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

小
山
田
川

栗
原
市

堤
防
補
強
等

L
=
3
.
4
k
m

●
●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

栗
原
地
域

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

栗
原
地
域
管
内

河
川
局
部
改
良

●
●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

栗
原
地
域

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

情
報
基
盤
総
合
整
備
事
業

栗
原
地
域
管
内

テ
レ
メ
ー
タ
改
修
等

一
式

●
●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

栗
原
地
域

公
共
土
木
施
設
の
長
寿
命
化
及
び
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ

ス
ト
の
最
小
化

応
急
対
策
事
業

栗
原
地
域
管
内

設
備
改
修
等

一
式

●
●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

栗
原
地
域

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

国
土
強
靭
化

栗
原
地
域
管
内

国
土
強
靭
化

●
●

②
総

合
的

な
土

砂
災

害
防

止
対

策
の

推
進

1
-
(
1
)
-
②

防
災
砂
防
課

栗
原
地
域

火
山
噴
火
緊
急
減
災
対
策
事
業

栗
駒
山

栗
原
市

火
山
噴
火
緊
急
減
災
対
策
砂
防
計
画
の

策
定

●

1
-
(
1
)
-
②

防
災
砂
防
課

栗
原
地
域

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

川
口

栗
原
市

待
受
擁
壁
工

一
式

●
●

1
-
(
1
)
-
②

防
災
砂
防
課

栗
原
地
域

県
単
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

北
沢
向

栗
原
市

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
受
圧
板

一
式

●

③
災

害
に

強
い

道
路

網
の

構
築

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

栗
原
地
域

道
路
改
築
事
業

(
国
)
4
5
7
号

栗
原
市

一
迫
西
沢

現
道
拡
幅

L
=
1
.
8
k
m

●
●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

栗
原
地
域

道
路
改
築
事
業

(
主
)
築
館
登
米
線

栗
原
市

（
仮
称
）
栗
原
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

L
=
2
.
2
k
m

●
●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

栗
原
地
域

道
路
改
築
事
業

(
主
)
古
川
佐
沼
線

栗
原
市

瀬
峰
下
富
前

バ
イ
パ
ス

L
=
2
.
0
k
m

●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

栗
原
地
域

道
路
改
築
事
業

(
国
)
4
5
7
号
 

栗
原
市

栗
駒
沼
倉
竹
ノ
内

現
道
拡
幅

L
=
0
.
2
k
m

●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

栗
原
地
域

道
路
改
築
事
業

(
主
)
築
館
栗
駒
公
園
線

栗
原
市

築
館
下
宮
野
八
幡
下

バ
イ
パ
ス

L
=
0
.
9
k
m

●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

栗
原
地
域

災
害
防
除
事
業

栗
原
地
域
管
内

栗
原
地
域
管
内

(
国
)
3
9
8
号
　
鯨
ヶ
森
他
6
箇
所
、
(
主
)

築
館
栗
駒
公
園
線
　
栗
駒
沼
倉
、
(
一
)

岩
入
一
迫
線
　
草
木
沢

落
石
防
護
網
工
な
ど

Ｎ
=
9
箇
所

●
●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

栗
原
地
域

雪
寒
事
業

(
国
)
3
9
8
号

栗
原
市

湯
浜

雪
崩
対
策

Ｎ
=
1
箇
所

●
●

基
本

目
標

２
:
「

富
県

躍
進

を
支

え
る

交
流

・
産

業
基

盤
の

整
備

」

（
１

）
東

北
の

発
展

を
支

え
る

基
幹

的
社

会
資

本
整

備
の

推
進

①
　

東
北

・
宮

城
の

骨
格

と
な

る
高

速
道

路
網

の
整

備

1
-
(
1
)
-
③
再
掲

道
路
課

栗
原
地
域

道
路
改
築
事
業

(
主
)
築
館
登
米
線

栗
原
市

（
仮
称
）
栗
原
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

L
=
2
.
2
k
m

●
●

（
２

）
地

域
の

発
展

を
支

え
，

地
域

間
連

携
を

強
化

す
る

社
会

資
本

整
備

の
推

進

①
　

広
域

道
路

網
の

整
備

2
-
(
2
)
-
①

道
路
課

栗
原
地
域

道
路
改
築
事
業

(
主
)
築
館
登
米
線

栗
原
市

築
館
萩
沢
（
荒
川
）

道
路
改
良

L
=
0
.
8
5
k
m

●
●

2
-
(
2
)
-
①

道
路
課

栗
原
地
域

道
路
改
築
事
業

(
一
)
若
柳
築
館
線

栗
原
市

若
柳
川
南

現
道
拡
幅

L
=
1
.
3
2
k
m

●

②
　

県
際

道
路

及
び

郡
界

道
路

等
の

整
備

・
機

能
強

化

1
-
(
1
)
-
③
再
掲

道
路
課

栗
原
地
域

道
路
改
築
事
業

(
主
)
古
川
佐
沼
線

栗
原
市

瀬
峰
下
富
前

バ
イ
パ
ス

L
=
2
.
0
k
m

●
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計
画
掲
載
番
号

課
名

事
務
所
名

事
業
名

箇
所
名

市
町
村
名

地
区
名

事
業
概
要

事
業
規
模

R
3
-
R
6

実
施

R
7
以
降

実
施

1
-
(
1
)
-
③
再
掲

道
路
課

栗
原
地
域

道
路
改
築
事
業

(
国
)
4
5
7
号
 

栗
原
市

栗
駒
沼
倉
竹
ノ
内

現
道
拡
幅

L
=
0
.
2
k
m

●

基
本

目
標

３
:
「

多
様

な
主

体
と

連
携

し
た

持
続

可
能

な
地

域
生

活
基

盤
の

整
備

」

（
１

）
地

域
住

民
等

と
連

携
・

協
働

し
た

社
会

資
本

整
備

の
推

進

①
　

地
域

住
民

の
生

活
に

密
着

し
た

公
共

事
業

の
実

施

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

栗
原
地
域

道
路
改
築
事
業

(
一
)
栗
駒
金
成
線

栗
原
市

金
成
藤
渡
戸

交
差
点
改
良

L
=
0
.
1
2
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

栗
原
地
域

道
路
改
築
事
業

(
主
)
河
南
築
館
線

栗
原
市

築
館
八
沢
(
竹
の
下
橋
)

道
路
改
良

L
=
0
.
2
5
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

栗
原
地
域

道
路
改
築
事
業

(
一
)
文
字
下
細
倉
線

栗
原
市

鶯
沢
南
郷
北
沢
向

現
道
拡
幅

L
=
0
.
8
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

栗
原
地
域

道
路
改
築
事
業

(
主
)
栗
駒
平
泉
線

栗
原
市

栗
駒
沼
倉
東
沼
ヶ
森

現
道
拡
幅

L
=
1
.
8
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

栗
原
地
域

道
路
改
築
事
業

(
主
)
河
南
築
館
線

栗
原
市

瀬
峰
藤
田

現
道
拡
幅

L
=
2
.
0
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

栗
原
地
域

道
路
改
築
事
業

(
主
)
栗
駒
岩
出
山
線

栗
原
市

一
迫
柳
目
持
く
れ
沢

交
差
点
改
良

L
=
0
.
1
k
m

●
●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

栗
原
地
域

道
路
改
築
事
業

(
一
)
大
鳥
沢
辺
線

栗
原
市

栗
駒
菱
沼

現
道
拡
幅

L
=
0
.
3
2
k
m

●

②
　

地
域

づ
く

り
の

主
体

で
あ

る
地

域
住

民
や

関
係

市
町

村
が

，
地

域
に

と
っ

て
必

要
不

可
欠

な
整

備
内

容
を

選
択

で
き

る
事

業
の

推
進

3
-
(
1
)
-
②

道
路
課

栗
原
地
域

道
路
改
築
事
業

栗
原
地
域
管
内

栗
原
地
域
管
内

栗
原
地
域
管
内

道
路
改
良
（
局
部
改
良
・
地
域
協
働
）

一
式

●
●

（
３

）
環

境
に

優
し

く
景

観
と

調
和

し
た

社
会

資
本

整
備

の
推

進

③
　

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

化
や

二
酸

化
炭

素
の

排
出

規
制

等
の

環
境

負
荷

軽
減

対
策

の
推

進

3
-
(
3
)
-
③

道
路
課

栗
原
地
域

ト
ン
ネ
ル
補
修
事
業

栗
原
地
域
管
内

栗
原
地
域
管
内

(
国
)
4
5
7
号
　
川
口
ト
ン
ネ
ル
他
4
箇

所
,
(
主
)
築
館
栗
駒
公
園
線
　
新
玉
山
ト

ン
ネ
ル
他
9
箇
所

ト
ン
ネ
ル
修
繕
(
長
寿
命
化
・
照
明
灯

の
L
E
D
化
）

ト
ン
ネ
ル
;
N
=
3

箇
所
、
道
路
附

属
物
;
N
=
1
1
箇
所

●
●

基
本

目
標

４
:
「

加
速

化
す

る
イ

ン
フ

ラ
の

老
朽

化
に

対
応

し
た

戦
略

的
ス

ト
ッ

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

推
進

」

（
１

）
公

共
土

木
施

設
・

建
築

物
の

適
正

か
つ

効
率

的
・

持
続

的
な

維
持

管
理

の
推

進

①
　

既
存

施
設

の
現

状
や

施
設

利
用

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

施
設

の
適

正
維

持
と

有
効

利
用

4
-
(
1
)
-
①

道
路
課

栗
原
地
域

道
路
維
持
修
繕
事
業

栗
原
地
域
管
内

栗
原
地
域
管
内

栗
原
地
域
管
内

除
草
・
清
掃
・
排
水
施
設
の
修
繕
・
除

雪
等

一
式

●
●

4
-
(
1
)
-
①

道
路
課

栗
原
地
域

舗
装
補
修
事
業

栗
原
地
域
管
内

栗
原
地
域
管
内

栗
原
地
域
管
内

舗
装

一
式

●
●

4
-
(
1
)
-
①

河
川
課

栗
原
地
域

河
川
維
持
管
理
事
業

栗
原
地
域
管
内

栗
原
地
域
管
内

栗
原
地
域
管
内

河
川
管
理

●
●

4
-
(
1
)
-
①

河
川
課

栗
原
ダ
ム

ダ
ム
維
持
管
理
事
業

栗
原
ダ
ム
管
内

栗
原
ダ
ム
管
内

栗
原
ダ
ム
管
内

ダ
ム
管
理

一
式

●
●

4
-
(
1
)
-
①

河
川
課

栗
原
地
域

河
川
維
持
管
理
事
業

栗
原
地
域
管
内

栗
原
地
域
管
内

栗
原
地
域
管
内

水
閘
門
管
理
費

●
●

（
２

）
公

共
土

木
施

設
・

建
築

物
の

長
寿

命
化

対
策

の
推

進

①
　

公
共

土
木

施
設

の
長

寿
命

化
及

び
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

コ
ス

ト
の

最
小

化

4
-
(
2
)
-
①

道
路
課

栗
原
地
域

橋
梁
長
寿
命
化
事
業

栗
原
地
域
管
内

栗
原
地
域
管
内

(
国
)
3
9
8
号
 
御
駒
堂
橋
他
1
5
橋
、
(
主
)

古
川
佐
沼
線
 
藤
里
跨
線
橋
他
1
5
橋
、

(
一
)
岩
入
一
迫
線
 
荒
谷
橋
他
2
2
橋

橋
梁
補
修
（
長
寿
命
化
対
策
）

N
=
5
5
橋

●
●

4
-
(
2
)
-
①

河
川
課

栗
原
ダ
ム

ダ
ム
長
寿
命
化
事
業

栗
原
ダ
ム
管
内

ダ
ム
施
設
改
良

一
式

●
●

4
-
(
2
)
-
①

防
災
砂
防
課

栗
原
地
域

総
合
流
域
防
災
事
業
(
緊
急
改
築
事
業
)

第
1
号
虎
沢
堰
堤

栗
原
市

堰
堤
改
良

N
=
1
基

●
●

72



５
．

登
米

地
域

　

計
画
掲
載
番
号

課
名

事
務
所
名

事
業
名

箇
所
名

市
町
村
名

地
区
名

事
業
概
要

事
業
規
模

R
3
-
R
6

実
施

R
7
以
降

実
施

基
本

目
標

1
:
「

自
然

災
害

リ
ス

ク
の

増
大

を
踏

ま
え

た
防

災
・

減
災

対
策

に
よ

る
県

土
の

強
靭

化
」

（
１

）
総

合
的

な
豪

雨
災

害
対

策
等

の
推

進

①
総

合
的

な
治

水
対

策
の

推
進

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

登
米
地
域

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

長
沼
川

登
米
市

迫
町
佐
沼
地
内

築
堤
等

L
=
1
.
4
k
m

●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

登
米
地
域

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

南
沢
川

登
米
市

津
山
町
横
山
地
内

築
堤
等

L
=
5
.
3
k
m

●
●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

登
米
地
域

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

夏
川

登
米
市

築
堤
等

L
=
8
.
8
k
m

●
●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

登
米
地
域

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

登
米
地
域
管
内

河
川
局
部
改
良

●
●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

登
米
地
域

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

情
報
基
盤
総
合
整
備
事
業

登
米
地
域
管
内

テ
レ
メ
ー
タ
改
修
等

一
式

●
●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

登
米
地
域

公
共
土
木
施
設
の
長
寿
命
化
及
び
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ

ス
ト
の
最
小
化

南
谷
地
遊
水
地

登
米
市

越
流
堤
改
修
等

一
式

●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

登
米
地
域

公
共
土
木
施
設
の
長
寿
命
化
及
び
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ

ス
ト
の
最
小
化

応
急
対
策
事
業

登
米
地
域
管
内

設
備
改
修
等

一
式

●
●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

登
米
地
域

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

国
土
強
靭
化

登
米
地
域
管
内

国
土
強
靭
化

●
●

③
災

害
に

強
い

道
路

網
の

構
築

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

登
米
地
域

道
路
改
築
事
業

(
国
)
3
4
6
号

登
米
市

飯
土
井

現
道
拡
幅

L
=
0
.
8
k
m

●
●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

登
米
地
域

道
路
改
築
事
業

(
国
)
3
9
8
号

登
米
市

佐
沼
新
大
瀬

現
道
拡
幅

L
=
0
.
7
k
m

●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

登
米
地
域

道
路
改
築
事
業

(
国
)
3
4
2
号

登
米
市

中
田
町
上
沼

バ
イ
パ
ス

L
=
1
.
3
k
m

●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

登
米
地
域

道
路
改
築
事
業

(
主
)
古
川
登
米
線

登
米
市

米
山
町
善
王
寺
(
2
)

道
路
改
良

L
=
0
.
9
k
m

●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

登
米
地
域

道
路
改
築
事
業

(
国
)
3
4
6
号

登
米
市

錦
織

現
道
拡
幅

L
=
0
.
5
k
m

●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

登
米
地
域

道
路
改
築
事
業

(
国
)
3
9
8
号

登
米
市

東
和
町
米
谷

道
路
改
良

L
=
0
.
5
k
m

●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

登
米
地
域

災
害
防
除
事
業

登
米
地
域
管
内

登
米
地
域
管
内

(
国
）
3
4
2
号
　
浅
部
玉
山
他
1
箇
所
、

(
一
）
河
南
登
米
線
　
寺
池
銀
山
他
1
箇

所
落
石
防
護
網
工
な
ど

Ｎ
=
4
箇
所

●
●

基
本

目
標

２
:
「

富
県

躍
進

を
支

え
る

交
流

・
産

業
基

盤
の

整
備

」

（
２

）
地

域
の

発
展

を
支

え
，

地
域

間
連

携
を

強
化

す
る

社
会

資
本

整
備

の
推

進

①
　

広
域

道
路

網
の

整
備

1
-
(
1
)
-
③
再
掲

道
路
課

登
米
地
域

道
路
改
築
事
業

(
国
)
3
4
6
号

登
米
市

錦
織

現
道
拡
幅

L
=
0
.
5
k
m

●

②
　

県
際

道
路

及
び

郡
界

道
路

等
の

整
備

・
機

能
強

化

1
-
(
1
)
-
③
再
掲

道
路
課

登
米
地
域

道
路
改
築
事
業

(
国
)
3
9
8
号

登
米
市

佐
沼
新
大
瀬

現
道
拡
幅

L
=
0
.
7
k
m

●

基
本

目
標

３
:
「

多
様

な
主

体
と

連
携

し
た

持
続

可
能

な
地

域
生

活
基

盤
の

整
備

」

（
１

）
地

域
住

民
等

と
連

携
・

協
働

し
た

社
会

資
本

整
備

の
推

進

①
　

地
域

住
民

の
生

活
に

密
着

し
た

公
共

事
業

の
実

施

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

登
米
地
域

道
路
改
築
事
業

(
一
)
東
和
薄
衣
線

登
米
市

東
和
町
丸
森
(
2
)

現
道
拡
幅

L
=
0
.
7
2
k
m

●
●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

登
米
地
域

道
路
改
築
事
業

(
一
)
東
和
薄
衣
線

登
米
市

迫
町
新
田
（
飯
島
Ⅱ
）

バ
イ
パ
ス

L
=
1
.
5
k
m

●
●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

登
米
地
域

道
路
改
築
事
業

(
一
)
花
泉
迫
線

登
米
市

二
ツ
木

現
道
拡
幅

L
=
0
.
2
3
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

登
米
地
域

道
路
改
築
事
業

(
一
)
馬
籠
東
和
線

登
米
市

城
の
内

バ
イ
パ
ス

L
=
0
.
5
k
m

●
●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

登
米
地
域

道
路
改
築
事
業

(
一
)
河
南
登
米
線

登
米
市

豊
里
町
鳥
越

現
道
拡
幅

L
=
0
.
2
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

登
米
地
域

道
路
改
築
事
業

(
主
)
北
上
津
山
線

登
米
市

久
保

道
路
改
良

L
=
0
.
8
7
k
m

●
●

73



計
画
掲
載
番
号

課
名

事
務
所
名

事
業
名

箇
所
名

市
町
村
名

地
区
名

事
業
概
要

事
業
規
模

R
3
-
R
6

実
施

R
7
以
降

実
施

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

登
米
地
域

道
路
改
築
事
業

(
一
)
志
津
川
登
米
線

登
米
市

登
米
町
日
根
牛
(
1
)

現
道
拡
幅

L
=
0
.
9
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

登
米
地
域

道
路
改
築
事
業

(
一
)
志
津
川
登
米
線

登
米
市

登
米
町
日
根
牛
(
2
)

バ
イ
パ
ス

L
=
1
.
5
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

登
米
地
域

道
路
改
築
事
業

(
主
)
古
川
登
米
線

登
米
市

善
王
寺
石
神

道
路
改
良

L
=
0
.
6
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

登
米
地
域

交
通
安
全
事
業

(
一
)
東
和
登
米
線

登
米
市

日
根
牛

歩
道
整
備

L
=
0
.
7
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

登
米
地
域

交
通
安
全
事
業

(
国
)
3
4
6
号

登
米
市

浅
水
川
面

歩
道
整
備

L
=
0
.
7
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

登
米
地
域

交
通
安
全
事
業

(
国
)
3
9
8
号

登
米
市

西
館

歩
道
整
備

L
=
0
.
9
k
m

●
●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

登
米
地
域

交
通
安
全
事
業

(
主
)
河
南
米
山
線

登
米
市

鈴
根

歩
道
整
備

L
=
0
.
7
k
m

●
●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

登
米
地
域

交
通
安
全
事
業

(
国
)
4
5
6
号

登
米
市

米
川
東
綱
木

歩
道
整
備

L
=
0
.
5
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

登
米
地
域

交
通
安
全
事
業

(
一
)
小
島
豊
里
線

登
米
市

西
針
田

歩
道
整
備

L
=
1
k
m

●
●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

登
米
地
域

交
通
安
全
事
業

(
国
)
3
4
6
号

登
米
市

米
川
東
上
沢

歩
道
整
備

L
=
3
.
1
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

登
米
地
域

交
通
安
全
事
業

(
一
)
東
和
登
米
線

登
米
市

根
郭

歩
道
整
備

L
=
0
.
5
k
m

●
●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

登
米
地
域

交
通
安
全
事
業

(
国
)
3
9
8
号

登
米
市

紫
雲
山

歩
道
整
備

L
=
0
.
4
k
m

●
●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

登
米
地
域

交
通
安
全
事
業

(
国
)
3
9
8
号

登
米
市

東
和
町
米
谷

歩
道
整
備

L
=
2
k
m

●
●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

登
米
地
域

交
通
安
全
事
業

(
主
)
中
田
栗
駒
線

登
米
市

石
越
町
西
門
沖

歩
道
整
備

L
=
0
.
8
k
m

●
●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

登
米
地
域

交
通
安
全
事
業

(
一
)
東
和
登
米
線

登
米
市

根
廻

歩
道
整
備

L
=
0
.
9
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

登
米
地
域

交
通
安
全
事
業

(
主
)
中
田
栗
駒
線

登
米
市

遠
澤

歩
道
整
備

L
=
0
.
4
k
m

●

②
　

地
域

づ
く

り
の

主
体

で
あ

る
地

域
住

民
や

関
係

市
町

村
が

，
地

域
に

と
っ

て
必

要
不

可
欠

な
整

備
内

容
を

選
択

で
き

る
事

業
の

推
進

3
-
(
1
)
-
②

道
路
課

登
米
地
域

道
路
改
築
事
業

登
米
地
域
管
内

登
米
地
域
管
内

登
米
地
域
管
内

道
路
改
良
（
局
部
改
良
・
地
域
協
働
）

一
式

●
●

（
３

）
環

境
に

優
し

く
景

観
と

調
和

し
た

社
会

資
本

整
備

の
推

進

③
　

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

化
や

二
酸

化
炭

素
の

排
出

規
制

等
の

環
境

負
荷

軽
減

対
策

の
推

進

3
-
(
3
)
-
③

道
路
課

登
米
地
域

ト
ン
ネ
ル
補
修
事
業

登
米
地
域
管
内

登
米
地
域
管
内

(
国
)
3
9
8
号
　
新
水
界
ト
ン
ネ
ル
，
(
主
)

築
館
登
米
線
　
佐
沼
函
渠
他
2
箇
所

ト
ン
ネ
ル
修
繕
(
長
寿
命
化
・
照
明
灯

の
L
E
D
化
）

ト
ン
ネ
ル
;
N
=
1

箇
所
、
道
路
附

属
物
;
N
=
3
箇

所
、
ト
ン
ネ
ル

L
E
D
化
;
N
=
1
箇
所

●
●

基
本

目
標

４
:
「

加
速

化
す

る
イ

ン
フ

ラ
の

老
朽

化
に

対
応

し
た

戦
略

的
ス

ト
ッ

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

推
進

」

（
１

）
公

共
土

木
施

設
・

建
築

物
の

適
正

か
つ

効
率

的
・

持
続

的
な

維
持

管
理

の
推

進

①
　

既
存

施
設

の
現

状
や

施
設

利
用

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

施
設

の
適

正
維

持
と

有
効

利
用

4
-
(
1
)
-
①

道
路
課

登
米
地
域

道
路
維
持
修
繕
事
業

登
米
地
域
管
内

登
米
地
域
管
内

登
米
地
域
管
内

除
草
・
清
掃
・
排
水
施
設
の
修
繕
・
除

雪
等

一
式

●
●

4
-
(
1
)
-
①

道
路
課

登
米
地
域

舗
装
補
修
事
業

登
米
地
域
管
内

登
米
地
域
管
内

登
米
地
域
管
内

舗
装

一
式

●
●

4
-
(
1
)
-
①

河
川
課

登
米
地
域

河
川
維
持
管
理
事
業

登
米
地
域
管
内

登
米
地
域
管
内

登
米
地
域
管
内

河
川
管
理

●
●

4
-
(
1
)
-
①

河
川
課

登
米
地
域

ダ
ム
維
持
管
理
事
業

登
米
地
域
管
内

登
米
地
域
管
内

登
米
地
域
管
内

ダ
ム
管
理

一
式

●
●

4
-
(
1
)
-
①

河
川
課

登
米
地
域

河
川
維
持
管
理
事
業

登
米
地
域
管
内

登
米
地
域
管
内

登
米
地
域
管
内

水
閘
門
管
理
費

●
●

（
２

）
公

共
土

木
施

設
・

建
築

物
の

長
寿

命
化

対
策

の
推

進

①
　

公
共

土
木

施
設

の
長

寿
命

化
及

び
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

コ
ス

ト
の

最
小

化

4
-
(
2
)
-
①

道
路
課

登
米
地
域

橋
梁
長
寿
命
化
事
業

登
米
地
域
管
内

登
米
地
域
管
内

(
国
)
3
4
6
号
 
山
吉
田
橋
他
6
橋
、
(
主
)
古

川
登
米
線
 
桜
岡
橋
他
1
1
橋
、
(
一
)
瀬
峰

豊
里
線
 
千
貫
橋
他
2
2
橋

橋
梁
補
修
（
長
寿
命
化
対
策
）

N
=
4
2
橋

●
●

4
-
(
2
)
-
①

河
川
課

登
米
地
域

ダ
ム
長
寿
命
化
事
業

登
米
地
域
管
内

ダ
ム
施
設
改
良

一
式

●
●

4
-
(
2
)
-
①

防
災
砂
防
課

登
米
地
域

総
合
流
域
防
災
事
業
(
緊
急
改
築
事
業
)

成
沢
第
1
号
堰
堤

登
米
市

堰
堤
改
良

N
=
1
基

●

4
-
(
2
)
-
①

防
災
砂
防
課

登
米
地
域

総
合
流
域
防
災
事
業
(
緊
急
改
築
事
業
)

庵
入
沢
堰
堤

登
米
市

堰
堤
改
良

N
=
1
基

●
●
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６
．

石
巻

地
域

　

計
画
掲
載
番
号

課
名

事
務
所
名

事
業
名

箇
所
名

市
町
村
名

地
区
名

事
業
概
要

事
業
規
模

R
3
-
R
6

実
施

R
7
以
降

実
施

基
本

目
標

1
:
「

自
然

災
害

リ
ス

ク
の

増
大

を
踏

ま
え

た
防

災
・

減
災

対
策

に
よ

る
県

土
の

強
靭

化
」

（
１

）
総

合
的

な
豪

雨
災

害
対

策
等

の
推

進

①
総

合
的

な
治

水
対

策
の

推
進

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

東
部
土
木

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

大
森
川

石
巻
市

河
道
掘
削
等

L
=
1
.
6
k
m

●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

東
部
土
木

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

大
沢
川

女
川
町

護
岸
等

●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

東
部
土
木

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

皿
貝
川

石
巻
市

馬
鞍
川
工
区

築
堤
等

L
=
1
.
2
k
m

●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

東
部
土
木

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

東
部
土
木
管
内

河
川
局
部
改
良

●
●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

東
部
土
木

海
岸
局
部
改
良
事
業

東
部
土
木
管
内

消
波
ブ
ロ
ッ
ク
等

●
●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

東
部
土
木

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

情
報
基
盤
総
合
整
備
事
業

東
部
土
木
管
内

テ
レ
メ
ー
タ
改
修
等

一
式

●
●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

東
部
土
木

公
共
土
木
施
設
の
長
寿
命
化
及
び
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ

ス
ト
の
最
小
化

応
急
対
策
事
業

東
部
土
木
管
内

設
備
改
修
等

一
式

●
●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

東
部
土
木

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

国
土
強
靭
化

東
部
土
木
管
内

国
土
強
靭
化

●
●

②
総

合
的

な
土

砂
災

害
防

止
対

策
の

推
進

1
-
(
1
)
-
②

防
災
砂
防
課

東
部
土
木

通
常
砂
防
事
業

人
石
沢

石
巻
市

堰
堤

N
=
1
基

●

1
-
(
1
)
-
②

防
災
砂
防
課

東
部
土
木

通
常
砂
防
事
業

八
幡
沢

石
巻
市

堰
堤

N
=
1
基

●

1
-
(
1
)
-
②

防
災
砂
防
課

東
部
土
木

通
常
砂
防
事
業

萩
浜
沢

石
巻
市

堰
堤

N
=
1
基

●

1
-
(
1
)
-
②

防
災
砂
防
課

東
部
土
木

総
合
流
域
防
災
事
業
(
砂
防
事
業
)

中
沢
の
沢
・
山
崎
沢
1

東
松
島
市

大
塩
地
区

堰
堤

N
=
2
基

●

1
-
(
1
)
-
②

防
災
砂
防
課

東
部
土
木

県
単
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

下
沢

石
巻
市

吹
付
法
枠
工

一
式

●

1
-
(
1
)
-
②

防
災
砂
防
課

東
部
土
木

県
単
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

小
滝
の
１
・
３

石
巻
市

未
定

一
式

●

1
-
(
1
)
-
②

防
災
砂
防
課

東
部
土
木

県
単
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

崎
山
の
２

石
巻
市

未
定

一
式

●

1
-
(
1
)
-
②

防
災
砂
防
課

東
部
土
木

県
単
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

井
内
の
３

石
巻
市

落
石
防
止
工

一
式

●

1
-
(
1
)
-
②

防
災
砂
防
課

東
部
土
木

県
単
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

天
王
山
の
１

石
巻
市

待
受
擁
壁
工

一
式

●

③
災

害
に

強
い

道
路

網
の

構
築

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

東
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
主
)
女
川
牡
鹿
線

石
巻
市

大
谷
川
浜
小
積
浜

バ
イ
パ
ス

L
=
2
.
0
k
m

●
●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

東
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
国
)
3
9
8
号

石
巻
市

沢
田

バ
イ
パ
ス

L
=
4
.
7
k
m

●
●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

東
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
主
)
石
巻
鮎
川
線

石
巻
市

風
越
3

バ
イ
パ
ス

L
=
2
.
5
k
m

●
●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

東
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
国
)
3
9
8
号

石
巻
市

沢
田
浦
宿
浜

道
路
改
良

L
=
0
.
7
k
m

●
●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

東
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
一
)
北
上
河
北
線

石
巻
市

牧
野
巣
2

現
道
拡
幅

L
=
0
.
7
k
m

●
●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

東
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
一
)
河
南
石
巻
港
イ
ン
タ
ー
線

東
松
島
市

赤
井
南
三

現
道
拡
幅

L
=
0
.
3
k
m

●
●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

東
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
国
)
3
9
8
号

女
川
町

指
ヶ
浜

道
路
改
良

L
=
1
.
2
k
m

●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

東
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
一
)
釜
谷
大
須
雄
勝
線

石
巻
市

雄
勝
町
明
神

道
路
改
良

L
=
0
.
2
6
k
m

●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

東
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
一
)
鳴
瀬
南
郷
線

東
松
島
市

宮
前

交
差
点
改
良

L
=
0
.
1
k
m

●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

東
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
国
)
3
9
8
号

女
川
町

桐
ヶ
崎
～
竹
浦

バ
イ
パ
ス

L
=
1
.
0
k
m

●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

東
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
主
)
女
川
牡
鹿
線

女
川
町

五
部
浦

バ
イ
パ
ス

L
=
1
.
0
k
m

●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

東
部
土
木

災
害
防
除
事
業

東
部
土
木
管
内

東
部
土
木
管
内

(
国
)
3
9
8
号
　
桃
浦
他
4
1
箇
所
、
(
主
)
女

川
牡
鹿
線
　
御
前
浜
他
2
0
箇
所
、
(
一
)

牡
鹿
半
島
公
園
線
　
野
々
浜
他
6
7
箇
所

落
石
防
護
網
工
な
ど

Ｎ
=
1
3
1
箇
所

●
●
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計
画
掲
載
番
号

課
名

事
務
所
名

事
業
名

箇
所
名

市
町
村
名

地
区
名

事
業
概
要

事
業
規
模

R
3
-
R
6

実
施

R
7
以
降

実
施

1
-
(
3
)
-
①
再
掲

道
路
課

東
部
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(
主
)
石
巻
鮎
川
線

石
巻
市

万
石
橋

橋
梁
耐
震
(
橋
脚
・
縁
端
拡
幅
・
落
橋

防
止
・
支
承
）

橋
脚
N
=
2
基

●

⑤
被

災
後

の
公

共
土

木
施

設
・

建
築

物
の

早
期

復
旧

1
-
(
1
)
-
⑤

防
災
砂
防
課

東
部
土
木

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
(
R
元
災
：
道
路
・
補
助
)

北
上
河
北
線

石
巻
市

中
野

道
路
復
旧

L
=
3
5
8
m

●

（
３

）
耐

震
化

対
策

の
推

進

①
　

公
共

土
木

施
設

や
県

有
建

築
物

の
耐

震
化

の
推

進
，

一
般

木
造

住
宅

や
指

定
避

難
施

設
の

耐
震

化
の

促
進

1
-
(
3
)
-
①

道
路
課

東
部
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(
主
)
石
巻
鮎
川
線

石
巻
市

万
石
橋

橋
梁
耐
震
(
橋
脚
・
縁
端
拡
幅
・
落
橋

防
止
・
支
承
）

橋
脚
N
=
2
基

●

基
本

目
標

２
:
「

富
県

躍
進

を
支

え
る

交
流

・
産

業
基

盤
の

整
備

」

（
１

）
東

北
の

発
展

を
支

え
る

基
幹

的
社

会
資

本
整

備
の

推
進

②
　

広
域

海
上

物
流

拠
点

整
備

の
推

進

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

石
巻
港
湾

港
湾
局
部
改
良
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
石
巻
港
区
)

石
巻
市

釜
排
水
側
溝
設
置

L
=
2
0
0
0
m

●
●

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

石
巻
港
湾

港
湾
局
部
改
良
事
業

雄
勝
港

石
巻
市

排
水
側
溝
設
置

L
=
1
3
3
0
m

●

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

石
巻
港
湾

港
湾
局
部
改
良
事
業

荻
浜
港

石
巻
市

排
水
側
溝
設
置

L
=
1
0
0
0
m

●

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

石
巻
港
湾

港
湾
局
部
改
良
事
業

女
川
港

石
巻
市

石
浜
ほ
か

排
水
側
溝
設
置

L
=
1
0
0
0
m

●

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

石
巻
港
湾

港
湾
局
部
改
良
事
業

女
川
港

女
川
町

横
浦

消
波
ブ
ロ
ッ
ク

N
=
2
0
0
個

●

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

石
巻
港
湾

港
湾
局
部
改
良
事
業

女
川
港

女
川
町

高
白

消
波
ブ
ロ
ッ
ク

N
=
2
0
0
個

●

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

石
巻
港
湾

港
湾
局
部
改
良
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
石
巻
港
区
)

石
巻
市

雲
雀
野

巻
取
機
新
設

一
式

●

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

石
巻
港
湾

港
湾
局
部
改
良
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
石
巻
港
区
)

石
巻
市

港
内
全
域

防
舷
材
撤
去
新
設

N
=
1
6
6
基

●
●

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

石
巻
港
湾

港
湾
局
部
改
良
事
業

荻
浜
港

石
巻
市

防
舷
材
撤
去
新
設

N
=
5
0
基

●

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

石
巻
港
湾

港
湾
局
部
改
良
事
業

金
華
山
港

石
巻
市

防
舷
材
撤
去
新
設

N
=
2
9
基

●

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

石
巻
港
湾

港
湾
局
部
改
良
事
業

女
川
港

女
川
町

防
舷
材
撤
去
新
設

N
=
7
2
基

●

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

石
巻
港
湾

港
湾
局
部
改
良
事
業

雄
勝
港

石
巻
市

防
舷
材
撤
去
新
設

N
=
9
6
基

●

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

石
巻
港
湾

港
湾
局
部
改
良
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
石
巻
港
区
)

東
松
島
市

大
曲

護
岸
整
備

L
=
5
0
m

●

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

石
巻
港
湾

港
湾
局
部
改
良
事
業

女
川
港

女
川
町

高
白
ほ
か

タ
ラ
ッ
プ
設
置

N
=
5
8
箇
所

●
●

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

石
巻
港
湾

港
湾
浚
渫
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
石
巻
港
区
)

石
巻
市

雲
雀
野

-
1
0
m
岸
壁
維
持
浚
渫

V
=
2
0
,
0
0
0
m
3

●

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

石
巻
港
湾

港
湾
浚
渫
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
石
巻
港
区
)

石
巻
市

釜
維
持
浚
渫

V
=
3
0
,
0
0
0
m
3

●
●

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

石
巻
港
湾

港
湾
環
境
整
備
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
石
巻
港
区
)

石
巻
市

雲
雀
野

廃
棄
物
埋
立
護
岸
(
西
緑
地
)

L
=
7
3
1
m

●
●

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

石
巻
港
湾

国
直
轄
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
石
巻
港
区
)

石
巻
市

雲
雀
野

防
波
堤
整
備
,
岸
壁
新
設
,
泊
地
，
航
路

浚
渫

L
=
2
5
3
0
m

●
●

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

石
巻
港
湾

国
直
轄
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
石
巻
港
区
)

石
巻
市

雲
雀
野

航
路
浚
渫

V
=
5
0
0
,
0
0
0
m
3

●
●

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

石
巻
港
湾

国
直
轄
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
石
巻
港
区
)

石
巻
市

雲
雀
野

岸
壁
新
設

L
=
2
4
0
m

●

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

石
巻
港
湾

国
直
轄
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
石
巻
港
区
)

石
巻
市

雲
雀
野

泊
地
浚
渫

V
=
2
0
,
0
0
0
m
3

●

（
２

）
地

域
の

発
展

を
支

え
，

地
域

間
連

携
を

強
化

す
る

社
会

資
本

整
備

の
推

進

①
　

広
域

道
路

網
の

整
備

2
-
(
2
)
-
①

道
路
課

東
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
主
)
河
北
桃
生
線

石
巻
市

飯
野

現
道
拡
幅

L
=
0
.
8
k
m

●
●

1
-
(
1
)
-
③
再
掲

道
路
課

東
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
国
)
3
9
8
号

石
巻
市

沢
田
浦
宿
浜

道
路
改
良

L
=
0
.
7
k
m

●
●

1
-
(
1
)
-
③
再
掲

道
路
課

東
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
一
)
河
南
石
巻
港
イ
ン
タ
ー
線

東
松
島
市

赤
井
南
三

現
道
拡
幅

L
=
0
.
3
k
m

●
●

②
　

県
際

道
路

及
び

郡
界

道
路

等
の

整
備

・
機

能
強

化

1
-
(
1
)
-
③
再
掲

道
路
課

東
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
主
)
女
川
牡
鹿
線

石
巻
市

大
谷
川
浜
小
積
浜

バ
イ
パ
ス

L
=
2
.
0
k
m

●
●

76



計
画
掲
載
番
号

課
名

事
務
所
名

事
業
名

箇
所
名

市
町
村
名

地
区
名

事
業
概
要

事
業
規
模

R
3
-
R
6

実
施

R
7
以
降

実
施

1
-
(
1
)
-
③
再
掲

道
路
課

東
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
国
)
3
9
8
号

石
巻
市

沢
田

バ
イ
パ
ス

L
=
4
.
7
k
m

●
●

1
-
(
1
)
-
③
再
掲

道
路
課

東
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
主
)
石
巻
鮎
川
線

石
巻
市

風
越
3

バ
イ
パ
ス

L
=
2
.
5
k
m

●
●

1
-
(
1
)
-
③
再
掲

道
路
課

東
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
国
)
3
9
8
号

女
川
町

指
ヶ
浜

道
路
改
良

L
=
1
.
2
k
m

●

1
-
(
1
)
-
③
再
掲

道
路
課

東
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
一
)
釜
谷
大
須
雄
勝
線

石
巻
市

雄
勝
町
明
神

道
路
改
良

L
=
0
.
2
6
k
m

●

1
-
(
1
)
-
③
再
掲

道
路
課

東
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
国
)
3
9
8
号

女
川
町

桐
ヶ
崎
-
竹
浦

バ
イ
パ
ス

L
=
1
.
0
k
m

●

1
-
(
1
)
-
③
再
掲

道
路
課

東
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
主
)
女
川
牡
鹿
線

女
川
町

五
部
浦

バ
イ
パ
ス

L
=
1
.
0
k
m

●

基
本

目
標

３
:
「

多
様

な
主

体
と

連
携

し
た

持
続

可
能

な
地

域
生

活
基

盤
の

整
備

」

（
１

）
地

域
住

民
等

と
連

携
・

協
働

し
た

社
会

資
本

整
備

の
推

進

①
　

地
域

住
民

の
生

活
に

密
着

し
た

公
共

事
業

の
実

施

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

東
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
主
)
矢
本
河
南
線

石
巻
市

河
南
広
渕
（
青
木
橋
）

現
道
拡
幅

L
=
0
.
4
7
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

東
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
一
)
河
南
南
郷
線

石
巻
市

軽
井
沢

バ
イ
パ
ス

L
=
1
.
5
k
m

●
●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

東
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
一
)
釜
谷
大
須
雄
勝
線

石
巻
市

雄
勝
町
大
須

現
道
拡
幅

L
=
0
.
1
5
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

東
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
主
)
奥
松
島
松
島
公
園
線

東
松
島
市

宮
戸
大
浜

現
道
拡
幅

L
=
1
.
0
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

東
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
主
)
北
上
津
山
線

石
巻
市

北
上
町
女
川
（
大
沢
橋
）

道
路
改
良

L
=
0
.
2
6
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

東
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
主
)
河
北
桃
生
線

石
巻
市

福
地
横
川

バ
イ
パ
ス

L
=
1
.
1
k
m

●
●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

東
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
一
)
河
南
登
米
線

石
巻
市

鹿
又
（
桂
景
山
駅
前
）

交
差
点
改
良

L
=
0
.
1
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

東
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
一
)
鳴
瀬
南
郷
線

石
巻
市

西
福
田

現
道
拡
幅

L
=
3
.
4
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

東
部
土
木

道
路
改
築
事
業

(
国
)
3
9
8
号

石
巻
市

蛇
田
･
南
境

交
差
点
改
良

L
=
0
.
4
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

東
部
土
木

交
通
安
全
事
業

(
国
)
3
9
8
号

石
巻
市

門
脇

歩
道
整
備

L
=
0
.
2
6
7
k
m

●
●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

東
部
土
木

交
通
安
全
事
業

(
一
)
河
南
鳴
瀬
線

東
松
島
市

引
沢

歩
道
整
備

L
=
1
.
5
k
m

●
●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

東
部
土
木

交
通
安
全
事
業

(
国
)
3
9
8
号

女
川
町

浦
宿
浜

歩
道
整
備

L
=
0
.
2
k
m

●
●

②
　

地
域

づ
く

り
の

主
体

で
あ

る
地

域
住

民
や

関
係

市
町

村
が

，
地

域
に

と
っ

て
必

要
不

可
欠

な
整

備
内

容
を

選
択

で
き

る
事

業
の

推
進

3
-
(
1
)
-
②

道
路
課

東
部
土
木

道
路
改
築
事
業

東
部
土
木
管
内

東
部
土
木
管
内

東
部
土
木
管
内

道
路
改
良
（
局
部
改
良
・
地
域
協
働
）

一
式

●
●

（
２

）
安

全
・

安
心

で
快

適
な

ま
ち

づ
く

り
の

推
進

①
　

安
全

で
快

適
に

暮
ら

せ
る

市
街

地
整

備
の

促
進

3
-
(
2
)
-
①

都
市
計
画
課

東
部
土
木

公
園
・
緑
地
整
備
事
業

矢
本
海
浜
緑
地

東
松
島
市

大
曲

四
阿
・
遊
具

一
式

●

（
３

）
環

境
に

優
し

く
景

観
と

調
和

し
た

社
会

資
本

整
備

の
推

進

③
　

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

化
や

二
酸

化
炭

素
の

排
出

規
制

等
の

環
境

負
荷

軽
減

対
策

の
推

進

3
-
(
3
)
-
③

道
路
課

東
部
土
木

ト
ン
ネ
ル
補
修
事
業

東
部
土
木
管
内

東
部
土
木
管
内

(
国
)
3
9
8
号
　
白
浜
ト
ン
ネ
ル
他
8
箇

所
、
(
主
)
石
巻
鮎
川
線
　
新
小
積
ト
ン

ネ
ル
他
6
箇
所

ト
ン
ネ
ル
修
繕
(
長
寿
命
化
・
照
明
灯

の
L
E
D
化
）

ト
ン
ネ
ル
;
N
=
1
6

箇
所
、
ト
ン
ネ

ル
L
E
D
化
;
N
=
1
1

箇
所

●
●

基
本

目
標

４
:
「

加
速

化
す

る
イ

ン
フ

ラ
の

老
朽

化
に

対
応

し
た

戦
略

的
ス

ト
ッ

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

推
進

」

（
１

）
公

共
土

木
施

設
・

建
築

物
の

適
正

か
つ

効
率

的
・

持
続

的
な

維
持

管
理

の
推

進

①
　

既
存

施
設

の
現

状
や

施
設

利
用

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

施
設

の
適

正
維

持
と

有
効

利
用

4
-
(
1
)
-
①

道
路
課

東
部
土
木

道
路
維
持
修
繕
事
業

東
部
土
木
管
内

東
部
土
木
管
内

東
部
土
木
管
内

除
草
・
清
掃
・
排
水
施
設
の
修
繕
・
除

雪
等

一
式

●
●

4
-
(
1
)
-
①

道
路
課

東
部
土
木

舗
装
補
修
事
業

東
部
土
木
管
内

東
部
土
木
管
内

東
部
土
木
管
内

舗
装

一
式

●
●

4
-
(
1
)
-
①

河
川
課

東
部
土
木

河
川
維
持
管
理
事
業

東
部
土
木
管
内

東
部
土
木
管
内

東
部
土
木
管
内

河
川
管
理

●
●

77



計
画
掲
載
番
号

課
名

事
務
所
名

事
業
名

箇
所
名

市
町
村
名

地
区
名

事
業
概
要

事
業
規
模

R
3
-
R
6

実
施

R
7
以
降

実
施

4
-
(
1
)
-
①

河
川
課

東
部
土
木

河
川
維
持
管
理
事
業

東
部
土
木
管
内

東
部
土
木
管
内

東
部
土
木
管
内

水
閘
門
管
理
費

●
●

4
-
(
1
)
-
①

港
湾
課

石
巻
港
湾

港
湾
施
設
運
営
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
石
巻
港
区
)

石
巻
市

港
内
全
域

港
湾
施
設
運
営
管
理

一
式

●
●

4
-
(
1
)
-
①

港
湾
課

石
巻
港
湾

港
湾
施
設
運
営
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
石
巻
港
区
)

石
巻
市

釜
灯
浮
標
整
備

一
式

●

4
-
(
1
)
-
①

港
湾
課

石
巻
港
湾

港
湾
施
設
運
営
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
石
巻
港
区
)

石
巻
市

南
浜

巻
取
機
修
繕

一
式

●

4
-
(
1
)
-
①

港
湾
課

石
巻
港
湾

港
湾
施
設
運
営
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
石
巻
港
区
)

石
巻
市

雲
雀
野

指
向
灯
修
繕

一
式

●
●

4
-
(
1
)
-
①

港
湾
課

石
巻
港
湾

港
湾
施
設
維
持
修
繕
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
石
巻
港
区
)

石
巻
市

管
内
一
円

維
持
管
理
年
間
委
託

一
式

●
●

4
-
(
1
)
-
①

港
湾
課

石
巻
港
湾

海
岸
管
理
事
業
(
維
持
管
理
費
等
)

仙
台
塩
釜
港
(
石
巻
港
区
)

石
巻
市

管
内
一
円

海
岸
施
設
の
維
持
管
理
及
び
陸
閘
点
検

一
式

●
●

4
-
(
1
)
-
①

港
湾
課

石
巻
港
湾

海
岸
管
理
事
業
(
修
繕
等
)

仙
台
塩
釜
港
(
石
巻
港
区
)

石
巻
市
外

港
内
全
域

海
岸
パ
ト
ロ
ー
ル
及
び
海
岸
漂
流
物
処

理
一
式

●
●

4
-
(
1
)
-
①

港
湾
課

石
巻
港
湾

貨
物
上
屋
管
理
運
営
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
石
巻
港
区
)

石
巻
市

港
内
全
域

一
式

●
●

4
-
(
1
)
-
①

港
湾
課

石
巻
港
湾

貨
物
上
屋
施
設
修
繕
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
石
巻
港
区
)

石
巻
市

中
島

中
島
上
屋
小
規
模
修
繕

一
式

●
●

4
-
(
1
)
-
①

港
湾
課

石
巻
港
湾

貨
物
上
屋
施
設
修
繕
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
石
巻
港
区
)

石
巻
市

大
手

大
手
上
屋
小
規
模
修
繕

一
式

●

4
-
(
1
)
-
①

港
湾
課

石
巻
港
湾

貨
物
上
屋
施
設
修
繕
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
石
巻
港
区
)

石
巻
市

中
島
ふ
頭

中
島
上
屋
倉
庫
新
築

一
式

●

4
-
(
1
)
-
①

港
湾
課

石
巻
港
湾

貨
物
上
屋
施
設
修
繕
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
石
巻
港
区
)

石
巻
市

港
内
全
域

荷
捌
地
区
画
線
引
き

L
=
1
3
8
0
*
4
m

●
●

4
-
(
1
)
-
①

港
湾
課

石
巻
港
湾

貨
物
上
屋
施
設
修
繕
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
石
巻
港
区
)

石
巻
市

雲
雀
野

雲
雀
野
倉
庫
修
繕

一
式

●
●

4
-
(
1
)
-
①

港
湾
課

石
巻
港
湾

荷
捌
地
等
管
理
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
石
巻
港
区
)

石
巻
市

港
内
全
域

一
式

●

4
-
(
1
)
-
①

港
湾
課

石
巻
港
湾

港
湾
整
備
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
石
巻
港
区
)

管
内
全
域

荷
捌
地
補
修

一
式

●
●

4
-
(
1
)
-
①

都
市
計
画
課

東
部
土
木

県
立
公
園
維
持
管
理
事
業

矢
本
海
浜
緑
地

東
松
島
市

大
曲

公
園
管
理

一
式

●
●

4
-
(
1
)
-
①

都
市
計
画
課

東
部
土
木

県
立
公
園
維
持
管
理
事
業

石
巻
南
浜
津
波
復
興
祈
念
公
園

石
巻
市

南
浜
町

公
園
管
理

一
式

●
●

（
２

）
公

共
土

木
施

設
・

建
築

物
の

長
寿

命
化

対
策

の
推

進

①
　

公
共

土
木

施
設

の
長

寿
命

化
及

び
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

コ
ス

ト
の

最
小

化

4
-
(
2
)
-
①

道
路
課

東
部
土
木

橋
梁
長
寿
命
化
事
業

東
部
土
木
管
内

東
部
土
木
管
内

(
国
)
3
9
8
号
 
新
水
浜
大
橋
他
5
橋
、
(
主
)

河
南
築
館
線
 
及
川
橋
他
1
1
橋
、
(
一
)
河

南
鳴
瀬
線
 
小
野
歩
道
橋
他
1
0
橋

橋
梁
補
修
（
長
寿
命
化
対
策
）

N
=
2
9
橋

●
●

4
-
(
2
)
-
①

防
災
砂
防
課

東
部
土
木

総
合
流
域
防
災
事
業
(
緊
急
改
築
事
業
)

小
福
地
堰
堤

石
巻
市

堰
堤
（
新
設
）

N
=
1
基

●

4
-
(
2
)
-
①

防
災
砂
防
課

東
部
土
木

総
合
流
域
防
災
事
業
(
緊
急
改
築
事
業
)

濁
沢
砂
防
ダ
ム

石
巻
市

堰
堤
改
良

N
=
1
基

●

4
-
(
2
)
-
①

防
災
砂
防
課

東
部
土
木

総
合
流
域
防
災
事
業
(
緊
急
改
築
事
業
)

幼
沢
砂
防
堰
堤

石
巻
市

堰
堤
（
新
設
）

N
=
1
基

●

4
-
(
2
)
-
①

防
災
砂
防
課

東
部
土
木

総
合
流
域
防
災
事
業
(
緊
急
改
築
事
業
)

大
森
沢
第
2
号
堰
堤

石
巻
市

堰
堤
改
良

N
=
1
基

●

4
-
(
2
)
-
①

防
災
砂
防
課

東
部
土
木

総
合
流
域
防
災
事
業
(
緊
急
改
築
事
業
)

不
動
沢
第
1
号
堰
堤

石
巻
市

堰
堤
改
良

N
=
1
基

●

4
-
(
2
)
-
①

防
災
砂
防
課

東
部
土
木

総
合
流
域
防
災
事
業
(
緊
急
改
築
事
業
)

不
動
沢
第
2
号
堰
堤

石
巻
市

堰
堤
改
良

N
=
1
基

●

4
-
(
2
)
-
①

防
災
砂
防
課

東
部
土
木

総
合
流
域
防
災
事
業
(
緊
急
改
築
事
業
)

吉
野
堰
堤

石
巻
市

堰
堤
改
良

N
=
1
基

●

4
-
(
2
)
-
①

防
災
砂
防
課

東
部
土
木

総
合
流
域
防
災
事
業
(
緊
急
改
築
事
業
)

小
澤
2
号
堰
堤

石
巻
市

堰
堤
改
良

N
=
1
基

●

4
-
(
2
)
-
①

防
災
砂
防
課

東
部
土
木

総
合
流
域
防
災
事
業
(
緊
急
改
築
事
業
)

大
森
堰
堤

石
巻
市

堰
堤
改
良

N
=
1
基

●

4
-
(
2
)
-
①

防
災
砂
防
課

東
部
土
木

総
合
流
域
防
災
事
業
(
緊
急
改
築
事
業
)

塚
崎
堰
堤

石
巻
市

堰
堤
改
良

N
=
1
基

●

4
-
(
2
)
-
①

防
災
砂
防
課

東
部
土
木

総
合
流
域
防
災
事
業
(
緊
急
改
築
事
業
)

清
水
沢
第
1
号
堰
堤

石
巻
市

堰
堤
改
良

N
=
1
基

●

4
-
(
2
)
-
①

防
災
砂
防
課

東
部
土
木

総
合
流
域
防
災
事
業
(
緊
急
改
築
事
業
)

荒
町
堰
堤

石
巻
市

堰
堤
改
良

N
=
1
基

●
●

4
-
(
2
)
-
①

防
災
砂
防
課

東
部
土
木

総
合
流
域
防
災
事
業
(
緊
急
改
築
事
業
)

梨
沢
堰
堤

石
巻
市

堰
堤
改
良

N
=
1
基

●
●

4
-
(
2
)
-
①

防
災
砂
防
課

東
部
土
木

総
合
流
域
防
災
事
業
(
緊
急
改
築
事
業
)

会
の
沢
砂
防
ダ
ム

石
巻
市

堰
堤
改
良

N
=
1
基

●
●

4
-
(
2
)
-
①

防
災
砂
防
課

東
部
土
木

総
合
流
域
防
災
事
業
(
緊
急
改
築
事
業
)

芦
早
堰
堤

石
巻
市

堰
堤
改
良

N
=
1
基

●

78



計
画
掲
載
番
号

課
名

事
務
所
名

事
業
名

箇
所
名

市
町
村
名

地
区
名

事
業
概
要

事
業
規
模

R
3
-
R
6

実
施

R
7
以
降

実
施

4
-
(
2
)
-
①

防
災
砂
防
課

東
部
土
木

総
合
流
域
防
災
事
業
(
緊
急
改
築
事
業
)

相
の
澤
砂
防
堰
堤

石
巻
市

堰
堤
改
良

N
=
1
基

●

4
-
(
2
)
-
①

防
災
砂
防
課

東
部
土
木

総
合
流
域
防
災
事
業
(
緊
急
改
築
事
業
)

大
土
川
砂
防
堰
堤

石
巻
市

堰
堤
改
良

N
=
1
基

●

4
-
(
2
)
-
①

防
災
砂
防
課

東
部
土
木

総
合
流
域
防
災
事
業
(
緊
急
改
築
事
業
)

幼
沢
砂
防
ダ
ム

石
巻
市

堰
堤
改
良

N
=
1
基

●

4
-
(
2
)
-
①

防
災
砂
防
課

東
部
土
木

総
合
流
域
防
災
事
業
(
緊
急
改
築
事
業
)

倉
の
迫
澤
堰
堤

石
巻
市

堰
堤
改
良

N
=
1
基

●

4
-
(
2
)
-
①

防
災
砂
防
課

東
部
土
木

総
合
流
域
防
災
事
業
(
緊
急
改
築
事
業
)

棚
橋
沢
第
2
号
堰
堤

石
巻
市

堰
堤
改
良

N
=
1
基

●

4
-
(
2
)
-
①

防
災
砂
防
課

東
部
土
木

総
合
流
域
防
災
事
業
(
緊
急
改
築
事
業
)

山
中
澤
堰
堤

石
巻
市

堰
堤
改
良

N
=
1
基

●

4
-
(
2
)
-
①

防
災
砂
防
課

東
部
土
木

総
合
流
域
防
災
事
業
(
緊
急
改
築
事
業
)

水
沼
西
澤
第
1
号
堰
堤

石
巻
市

堰
堤
改
良

N
=
1
基

●

4
-
(
2
)
-
①

防
災
砂
防
課

東
部
土
木

総
合
流
域
防
災
事
業
(
緊
急
改
築
事
業
)

志
の
畑
堰
堤

石
巻
市

堰
堤
改
良

N
=
1
基

●

4
-
(
2
)
-
①

防
災
砂
防
課

東
部
土
木

総
合
流
域
防
災
事
業
(
緊
急
改
築
事
業
)

清
水
沢
第
2
号
堰
堤

石
巻
市

堰
堤
改
良

N
=
1
基

●

4
-
(
2
)
-
①

防
災
砂
防
課

東
部
土
木

総
合
流
域
防
災
事
業
(
緊
急
改
築
事
業
)

棚
橋
沢
第
1
号
堰
堤

石
巻
市

堰
堤
改
良

N
=
1
基

●

4
-
(
2
)
-
①

防
災
砂
防
課

東
部
土
木

総
合
流
域
防
災
事
業
(
緊
急
改
築
事
業
)

赤
柴
川
砂
防
ダ
ム

石
巻
市

堰
堤
改
良

N
=
1
基

●

4
-
(
2
)
-
①

防
災
砂
防
課

東
部
土
木

総
合
流
域
防
災
事
業
(
緊
急
改
築
事
業
)

沢
向
沢
砂
防
ダ
ム

石
巻
市

堰
堤
改
良

N
=
1
基

●

4
-
(
2
)
-
①

防
災
砂
防
課

東
部
土
木

総
合
流
域
防
災
事
業
(
緊
急
改
築
事
業
)

寺
沢
堰
堤

石
巻
市

堰
堤
改
良

N
=
1
基

●

4
-
(
2
)
-
①

防
災
砂
防
課

東
部
土
木

総
合
流
域
防
災
事
業
(
緊
急
改
築
事
業
)

志
の
畑
堰
堤
2

石
巻
市

堰
堤
改
良

N
=
1
基

●

4
-
(
2
)
-
①

防
災
砂
防
課

東
部
土
木

総
合
流
域
防
災
事
業
(
緊
急
改
築
事
業
)

清
水
沢
砂
防
ダ
ム

石
巻
市

堰
堤
改
良

N
=
1
基

●

4
-
(
2
)
-
①

港
湾
課

石
巻
港
湾

港
湾
局
部
改
良
事
業

荻
浜
港

石
巻
市

小
積

防
波
堤
カ
ー
テ
ン
補
修

L
=
1
5
5
m

●

4
-
(
2
)
-
①

港
湾
課

石
巻
港
湾

港
湾
局
部
改
良
事
業

女
川
港

女
川
町

大
石
原

防
波
堤
ブ
ロ
ッ
ク
補
修

L
=
6
0
m

●

4
-
(
2
)
-
①

港
湾
課

石
巻
港
湾

港
湾
局
部
改
良
事
業

女
川
港

女
川
町

横
浦

防
波
堤
ブ
ロ
ッ
ク
補
修

L
=
8
6
m

●
●

4
-
(
2
)
-
①

港
湾
課

石
巻
港
湾

港
湾
局
部
改
良
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
石
巻
港
区
)

石
巻
市

釜
目
地
補
修
ほ
か

L
=
3
5
0
m

●

4
-
(
2
)
-
①

港
湾
課

石
巻
港
湾

港
湾
局
部
改
良
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
石
巻
港
区
)

石
巻
市

釜
矢
板
補
修
ほ
か

L
=
2
6
2
m

●

4
-
(
2
)
-
①

港
湾
課

石
巻
港
湾

港
湾
局
部
改
良
事
業

女
川
港

女
川
町

横
浦

防
波
堤
Ａ
根
固
ブ
ロ
ッ
ク
設
置

L
=
2
6
0
m

●

4
-
(
2
)
-
①

港
湾
課

石
巻
港
湾

港
湾
局
部
改
良
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
石
巻
港
区
)

石
巻
市

日
和

日
和
1
0
,
0
0
0
t
岸
壁

L
=
1
6
5
m

●

4
-
(
2
)
-
①

港
湾
課

石
巻
港
湾

港
湾
局
部
改
良
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
石
巻
港
区
)

石
巻
市

西
浜

西
浜
消
波
護
岸
　
傾
斜

●

4
-
(
2
)
-
①

港
湾
課

石
巻
港
湾

港
湾
局
部
改
良
事
業

仙
台
塩
釜
港
(
石
巻
港
区
)

石
巻
市

西
浜

西
突
堤
　
傾
斜
，
混
成
，
矢
板

L
=
6
5
m

●

4
-
(
2
)
-
①

都
市
計
画
課

東
部
土
木

都
市
公
園
事
業
(
長
寿
命
化
対
策
支
援
事
業
)

矢
本
海
浜
緑
地

東
松
島
市

大
曲

公
園
施
設
修
繕
・
更
新

一
式

●

4
-
(
2
)
-
①

都
市
計
画
課

東
部
土
木

都
市
公
園
事
業
(
長
寿
命
化
対
策
支
援
事
業
)

石
巻
南
浜
津
波
復
興
祈
念
公
園

石
巻
市

南
浜
町

公
園
施
設
修
繕
・
更
新

一
式

●

79



７
．

気
仙

沼
地

域
　

計
画
掲
載
番
号

課
名

事
務
所
名

事
業
名

箇
所
名

市
町
村
名

地
区
名

事
業
概
要

事
業
規
模

R
3
-
R
6

実
施

R
7
以
降

実
施

基
本

目
標

1
:
「

自
然

災
害

リ
ス

ク
の

増
大

を
踏

ま
え

た
防

災
・

減
災

対
策

に
よ

る
県

土
の

強
靭

化
」

（
１

）
総

合
的

な
豪

雨
災

害
対

策
等

の
推

進

①
総

合
的

な
治

水
対

策
の

推
進

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

気
仙
沼
土
木

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

大
川

気
仙
沼
市

河
道
掘
削
等

L
=
4
.
9
k
m

●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

気
仙
沼
土
木

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

神
山
川

気
仙
沼
市

河
道
掘
削
等

L
=
1
.
2
k
m

●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

気
仙
沼
土
木

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

松
川

気
仙
沼
市

河
道
掘
削
等

L
=
0
.
8
k
m

●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

気
仙
沼
土
木

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

気
仙
沼
土
木
管

内
河
川
局
部
改
良

●
●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

気
仙
沼
土
木

海
岸
局
部
改
良
事
業

気
仙
沼
土
木
管

内
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
等

●
●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

気
仙
沼
土
木

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

情
報
基
盤
総
合
整
備
事
業

気
仙
沼
土
木
管

内
テ
レ
メ
ー
タ
改
修
等

一
式

●
●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

気
仙
沼
土
木

公
共
土
木
施
設
の
長
寿
命
化
及
び
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ

ス
ト
の
最
小
化

応
急
対
策
事
業

気
仙
沼
土
木
管

内
設
備
改
修
等

一
式

●
●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

気
仙
沼
土
木

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

国
土
強
靭
化

気
仙
沼
土
木
管

内
国
土
強
靭
化

●
●

②
総

合
的

な
土

砂
災

害
防

止
対

策
の

推
進

1
-
(
1
)
-
②

防
災
砂
防
課

気
仙
沼
土
木

通
常
砂
防
事
業

童
子
下
沢

南
三
陸
町

堰
堤

N
=
1
基

●

③
災

害
に

強
い

道
路

網
の

構
築

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

気
仙
沼
土
木

道
路
改
築
事
業

(
主
)
気
仙
沼
唐
桑
線

気
仙
沼
市

化
粧
坂

バ
イ
パ
ス

L
=
0
.
4
6
k
m

●
●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

気
仙
沼
土
木

道
路
改
築
事
業

(
主
)
気
仙
沼
唐
桑
線

気
仙
沼
市

赤
岩
杉
ノ
沢

交
差
点
改
良

L
=
0
.
1
k
m

●

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

気
仙
沼
土
木

災
害
防
除
事
業

気
仙
沼
土
木
管
内

気
仙
沼
土
木
管

内
(
国
）
3
9
8
号
　
羽
沢
、
（
一
）
馬
籠
志

津
川
線
　
立
沢
他
5
箇
所

落
石
防
護
網
工
な
ど

Ｎ
=
7
箇
所

●
●

1
-
(
3
)
-
①
再
掲

道
路
課

気
仙
沼
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(
国
)
2
8
4
号

気
仙
沼
市

大
林
橋

橋
梁
耐
震
(
支
承
）

支
承
補
強

●

1
-
(
3
)
-
①
再
掲

道
路
課

気
仙
沼
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(
国
)
2
8
4
号

気
仙
沼
市

八
瀬
大
橋

橋
梁
耐
震
(
支
承
）

支
承
補
強

●

1
-
(
3
)
-
①
再
掲

道
路
課

気
仙
沼
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(
国
)
3
4
6
号

気
仙
沼
市

岩
崎
橋

橋
梁
耐
震
(
支
承
）

支
承
補
強

●

⑤
被

災
後

の
公

共
土

木
施

設
・

建
築

物
の

早
期

復
旧

1
-
(
1
)
-
⑤

防
災
砂
防
課

気
仙
沼
土
木

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
(
R
元
災
：
河
川
・
補
助
)

神
山
川
外

気
仙
沼
市

護
岸
外

L
=
2
1
1
m
 
外

●

（
３

）
耐

震
化

対
策

の
推

進

①
　

公
共

土
木

施
設

や
県

有
建

築
物

の
耐

震
化

の
推

進
，

一
般

木
造

住
宅

や
指

定
避

難
施

設
の

耐
震

化
の

促
進

1
-
(
3
)
-
①

道
路
課

気
仙
沼
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(
国
)
2
8
4
号

気
仙
沼
市

大
林
橋

橋
梁
耐
震
(
支
承
）

支
承
補
強

●

1
-
(
3
)
-
①

道
路
課

気
仙
沼
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(
国
)
2
8
4
号

気
仙
沼
市

八
瀬
大
橋

橋
梁
耐
震
(
支
承
）

支
承
補
強

●

1
-
(
3
)
-
①

道
路
課

気
仙
沼
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(
国
)
3
4
6
号

気
仙
沼
市

岩
崎
橋

橋
梁
耐
震
(
支
承
）

支
承
補
強

●

1
-
(
3
)
-
①

道
路
課

気
仙
沼
土
木

橋
梁
耐
震
化
事
業

(国
)3
4
6
号

気
仙
沼
市

花
見
橋

橋
梁
耐
震
(
橋
脚
・
縁
端
拡
幅
・
支

承
）

橋
脚
N
=
2
基

●
●

基
本

目
標

２
:
「

富
県

躍
進

を
支

え
る

交
流

・
産

業
基

盤
の

整
備

」

（
１

）
東

北
の

発
展

を
支

え
る

基
幹

的
社

会
資

本
整

備
の

推
進

②
　

広
域

海
上

物
流

拠
点

整
備

の
推

進

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

気
仙
沼
土
木

港
湾
局
部
改
良
事
業

御
崎
港

気
仙
沼
市

崎
浜

灯
浮
標
撤
去
新
設

一
式

●

基
本

目
標

３
:
「

多
様

な
主

体
と

連
携

し
た

持
続

可
能

な
地

域
生

活
基

盤
の

整
備

」

（
１

）
地

域
住

民
等

と
連

携
・

協
働

し
た

社
会

資
本

整
備

の
推

進

①
　

地
域

住
民

の
生

活
に

密
着

し
た

公
共

事
業

の
実

施
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計
画
掲
載
番
号

課
名

事
務
所
名

事
業
名

箇
所
名

市
町
村
名

地
区
名

事
業
概
要

事
業
規
模

R
3
-
R
6

実
施

R
7
以
降

実
施

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

気
仙
沼
土
木

道
路
改
築
事
業

(
一
)
大
島
浪
板
線

気
仙
沼
市

三
作
浜

現
道
拡
幅

L
=
0
.
1
6
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

気
仙
沼
土
木

道
路
改
築
事
業

(
一
)
泊
崎
半
島
線

南
三
陸
町

歌
津
馬
場

現
道
拡
幅

L
=
0
.
6
k
m

●
●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

気
仙
沼
土
木

道
路
改
築
事
業

(
一
)
大
島
浪
板
線

気
仙
沼
市

大
初
平

現
道
拡
幅

L
=
1
.
1
k
m

●
●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

気
仙
沼
土
木

道
路
改
築
事
業

(
主
)
気
仙
沼
唐
桑
線

気
仙
沼
市

大
峠
山
外

道
路
改
良

L
=
3
.
9
k
m

●
●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

気
仙
沼
土
木

交
通
安
全
事
業

(
一
)
泊
崎
半
島
線

南
三
陸
町

歌
津
名
足

歩
道
整
備

L
=
0
.
4
3
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

気
仙
沼
土
木

交
通
安
全
事
業

(
一
)
清
水
浜
志
津
川
港
線

南
三
陸
町

袖
浜

歩
道
整
備

L
=
0
.
1
2
k
m

●

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

気
仙
沼
土
木

交
通
安
全
事
業

(
一
)
馬
籠
志
津
川
線

気
仙
沼
市

午
王
野
沢

待
避
所
整
備

L
=
0
.
7
k
m

●

②
　

地
域

づ
く

り
の

主
体

で
あ

る
地

域
住

民
や

関
係

市
町

村
が

，
地

域
に

と
っ

て
必

要
不

可
欠

な
整

備
内

容
を

選
択

で
き

る
事

業
の

推
進

3
-
(
1
)
-
②

道
路
課

気
仙
沼
土
木

道
路
改
築
事
業

気
仙
沼
土
木
管
内

気
仙
沼
土
木
管

内
気
仙
沼
土
木
管
内

道
路
改
良
（
局
部
改
良
・
地
域
協
働
）

一
式

●
●

（
３

）
環

境
に

優
し

く
景

観
と

調
和

し
た

社
会

資
本

整
備

の
推

進

③
　

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

化
や

二
酸

化
炭

素
の

排
出

規
制

等
の

環
境

負
荷

軽
減

対
策

の
推

進

3
-
(
3
)
-
③

道
路
課

気
仙
沼
土
木

ト
ン
ネ
ル
補
修
事
業

気
仙
沼
土
木
管
内

気
仙
沼
土
木
管

内

(
主
)
気
仙
沼
唐
桑
線
　
巨
釜
ト
ン
ネ
ル

他
3
箇
所
（
国
）
2
8
4
号
八
瀬
ト
ン
ネ
ル

他
1
箇
所
，
（
一
）
大
島
浪
板
線
浦
島
1

号
ト
ン
ネ
ル
他
3
箇
所

ト
ン
ネ
ル
修
繕
(
長
寿
命
化
・
照
明
灯

の
L
E
D
化
）

ト
ン
ネ
ル
;
N
=
9

箇
所
、
道
路
附

属
物
;
N
=
1
箇

所
，
ト
ン
ネ
ル

L
E
D
化
;
N
=
2
箇
所

●
●

基
本

目
標

４
:
「

加
速

化
す

る
イ

ン
フ

ラ
の

老
朽

化
に

対
応

し
た

戦
略

的
ス

ト
ッ

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

推
進

」

（
１

）
公

共
土

木
施

設
・

建
築

物
の

適
正

か
つ

効
率

的
・

持
続

的
な

維
持

管
理

の
推

進

①
　

既
存

施
設

の
現

状
や

施
設

利
用

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

施
設

の
適

正
維

持
と

有
効

利
用

4
-
(
1
)
-
①

道
路
課

気
仙
沼
土
木

道
路
維
持
修
繕
事
業

気
仙
沼
土
木
管
内

気
仙
沼
土
木
管

内
気
仙
沼
土
木
管
内

除
草
・
清
掃
・
排
水
施
設
の
修
繕
・
除

雪
等

一
式

●
●

4
-
(
1
)
-
①

道
路
課

気
仙
沼
土
木

舗
装
補
修
事
業

気
仙
沼
土
木
管
内

気
仙
沼
土
木
管

内
気
仙
沼
土
木
管
内

舗
装

一
式

●
●

4
-
(
1
)
-
①

河
川
課

気
仙
沼
土
木

河
川
維
持
管
理
事
業

気
仙
沼
土
木
管
内

気
仙
沼
土
木
管

内
気
仙
沼
土
木
管
内

河
川
管
理

●
●

4
-
(
1
)
-
①

河
川
課

気
仙
沼
土
木

ダ
ム
維
持
管
理
事
業

気
仙
沼
土
木
管
内

気
仙
沼
土
木
管

内
気
仙
沼
土
木
管
内

ダ
ム
管
理

一
式

●
●

4
-
(
1
)
-
①

河
川
課

気
仙
沼
土
木

河
川
維
持
管
理
事
業

気
仙
沼
土
木
管
内

気
仙
沼
土
木
管

内
気
仙
沼
土
木
管
内

水
閘
門
管
理
費

●
●

4
-
(
1
)
-
①

港
湾
課

気
仙
沼
土
木

港
湾
施
設
運
営
事
業

気
仙
沼
港

気
仙
沼
市

港
内
全
域

港
湾
施
設
運
営
管
理

一
式

●
●

4
-
(
1
)
-
①

港
湾
課

気
仙
沼
土
木

港
湾
施
設
維
持
修
繕
事
業

気
仙
沼
港
・
御
崎
港

気
仙
沼
市

港
内
全
域

維
持
管
理
年
間
委
託

一
式

●
●

4
-
(
1
)
-
①

港
湾
課

気
仙
沼
土
木

海
岸
管
理
事
業
(
維
持
管
理
費
等
)

気
仙
沼
港
・
御
崎
港

気
仙
沼
市

朝
日
・
崎
浜

海
岸
施
設
の
維
持
管
理
及
び
陸
閘
点
検

一
式

●
●

4
-
(
1
)
-
①

港
湾
課

気
仙
沼
土
木

海
岸
管
理
事
業
(
修
繕
等
)

気
仙
沼
港
・
御
崎
港

気
仙
沼
市

港
内
全
域

海
岸
パ
ト
ロ
ー
ル
及
び
海
岸
漂
流
物
処

理
一
式

●
●

（
２

）
公

共
土

木
施

設
・

建
築

物
の

長
寿

命
化

対
策

の
推

進

①
　

公
共

土
木

施
設

の
長

寿
命

化
及

び
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

コ
ス

ト
の

最
小

化

4
-
(
2
)
-
①

道
路
課

気
仙
沼
土
木

橋
梁
長
寿
命
化
事
業

気
仙
沼
土
木
管
内

気
仙
沼
土
木
管

内

(
国
)
3
4
6
号
 
薬
師
堂
橋
他
6
橋
、
(
主
)
気

仙
沼
陸
前
高
田
線
 
金
山
橋
他
1
1
橋
、

(
一
)
上
八
瀬
気
仙
沼
線
 
横
道
2
号
橋
他

1
0
橋

橋
梁
補
修
（
長
寿
命
化
対
策
）

N
=
3
0
橋

●
●

4
-
(
2
)
-
①

河
川
課

気
仙
沼
土
木

ダ
ム
長
寿
命
化
事
業

気
仙
沼
土
木
管

内
ダ
ム
施
設
改
良

一
式

●

4
-
(
2
)
-
①

防
災
砂
防
課

気
仙
沼
土
木

総
合
流
域
防
災
事
業
(
緊
急
改
築
事
業
)

福
美
沢
砂
防
ダ
ム

気
仙
沼
市

堰
堤
改
良

N
=
1
基

●

4
-
(
2
)
-
①

防
災
砂
防
課

気
仙
沼
土
木

総
合
流
域
防
災
事
業
(
緊
急
改
築
事
業
)

滝
の
入
沢
堰
堤

気
仙
沼
市

堰
堤
改
良

N
=
1
基

●
●
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８
．

県
内

一
円

（
県

庁
）

計
画
掲
載
番
号

課
名

事
務
所
名

事
業
名

箇
所
名

市
町
村
名

地
区
名

事
業
概
要

事
業
規
模

R
3
-
R
6

実
施

R
7
以
降

実
施

基
本

目
標

1
:
「

自
然

災
害

リ
ス

ク
の

増
大

を
踏

ま
え

た
防

災
・

減
災

対
策

に
よ

る
県

土
の

強
靭

化
」

（
１

）
総

合
的

な
豪

雨
災

害
対

策
等

の
推

進

①
総

合
的

な
治

水
対

策
の

推
進

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

本
庁

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

県
内
一
円

河
川
局
部
改
良

●
●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

本
庁

堤
防
や
ダ
ム
の
整
備
等
に
よ
る
治
水
機
能
の
強
化

県
内
一
円

直
轄
事
業

●
●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

本
庁

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

県
内
一
円

直
轄
事
業

●
●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

本
庁

洪
水
浸
水
想
定

県
内
一
円

県
内
一
円

浸
水
想
定
区
域
図
作
成

N
=
1
式

●
●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

本
庁

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

情
報
基
盤
総
合
整
備
事
業

県
内
一
円

テ
レ
メ
ー
タ
改
修
等

一
式

●
●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

本
庁

公
共
土
木
施
設
の
長
寿
命
化
及
び
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ

ス
ト
の
最
小
化

応
急
対
策
事
業

県
内
一
円

設
備
改
修
等

一
式

●
●

1
-
(
1
)
-
①

河
川
課

本
庁

総
合
的
な
治
水
対
策
の
推
進

国
土
強
靭
化

県
内
一
円

国
土
強
靭
化

●
●

②
総

合
的

な
土

砂
災

害
防

止
対

策
の

推
進

1
-
(
1
)
-
②

防
災
砂
防
課

本
庁

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

県
内
一
円

県
内
一
円

法
面
工
な
ど

一
式

●

1
-
(
1
)
-
②

防
災
砂
防
課

本
庁

総
合
流
域
防
災
事
業
(
基
礎
調
査
)

県
内
一
円

県
内
一
円

土
砂
法
に
基
づ
く
基
礎
調
査
（
2
巡
目

以
降
）

●
●

1
-
(
1
)
-
②

防
災
砂
防
課

本
庁

総
合
流
域
防
災
事
業
(
基
礎
調
査
)

県
内
一
円

県
内
一
円

基
本
指
針
の
変
更
に
伴
う
対
応
（
高
精

度
化
）

●
●

1
-
(
1
)
-
②

防
災
砂
防
課

本
庁

総
合
流
域
防
災
事
業
(
情
報
基
盤
)

M
I
D
S
K
I

宮
城
砂
防
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備

●
●

1
-
(
1
)
-
②

防
災
砂
防
課

本
庁

県
単
砂
防
等
調
査
費

県
内
一
円

県
内
一
円

県
内
一
円

事
業
採
択
に
係
る
基
礎
的
な
調
査

―
●

●

1
-
(
1
)
-
②

防
災
砂
防
課

本
庁

防
災
砂
防
事
業

県
内
一
円

県
内
一
円

県
内
一
円

砂
防
設
備
の
整
備

―
●

●

③
災

害
に

強
い

道
路

網
の

構
築

1
-
(
1
)
-
③

道
路
課

本
庁

道
路
改
築
事
業

県
内
一
円

県
内
一
円

そ
の
他
（
単
独
）

そ
の
他
の
事
業
箇
所

一
式

●
●

1
-
(
1
)
-
⑤
再
掲

防
災
砂
防
課

本
庁

災
害
復
旧
事
業
(
R
元
災
：
道
路
)
(
直
轄
代
行
)

(
国
)
3
4
9
号

丸
森
町

耕
野
不
動
～
大
張
川
張

災
害
復
旧
（
現
道
）
・
本
復
旧
（
別

ル
ー
ト
）

L
=
6
.
0
k
m

●

④
防

災
・

減
災

に
向

け
た

総
合

的
な

土
地

利
用

政
策

の
推

進

1
-
(
1
)
-
④

都
市
計
画
課

本
庁

個
別
法
に
基
づ
く
土
地
利
用
の
規
制
と
誘
導

県
内
一
円

県
内
一
円

県
内
一
円

●
●

⑤
被

災
後

の
公

共
土

木
施

設
・

建
築

物
の

早
期

復
旧

1
-
(
1
)
-
⑤

防
災
砂
防
課

本
庁

災
害
復
旧
事
業
(
R
元
災
：
河
川
)
(
直
轄
)

阿
武
隈
川
外

丸
森
町
外

護
岸
外

●

1
-
(
1
)
-
⑤

防
災
砂
防
課

本
庁

特
定
緊
急
砂
防
事
業
(
直
轄
)

内
川
流
域

丸
森
町

緊
急
的
な
土
砂
災
害
対
策

一
式

●

（
２

）
大

規
模

災
害

に
備

え
た

防
災

態
勢

の
強

化

①
防

災
情

報
の

迅
速

か
つ

的
確

な
提

供
と

確
実

な
初

動
態

勢
の

構
築

1
-
(
2
)
-
①

河
川
課

本
庁

水
防
活
動
経
費

県
内
一
円

●
●

1
-
(
2
)
-
①

河
川
課

本
庁

河
川
流
域
情
報
シ
ス
テ
ム
管
理

県
内
一
円

●
●

1
-
(
2
)
-
①

防
災
砂
防
課

本
庁

津
波
対
策
強
化
推
進
事
業

防
災
訓
練

1
回
/
年

●
●

1
-
(
2
)
-
①

防
災
砂
防
課

本
庁

土
木
部
業
務
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

災
害
時
の
体
制
構
築

●
●

5
-
(
3
)
-
①

防
災
砂
防
課

本
庁

津
波
対
策
強
化
推
進
事
業

防
災
育
成
研
修

1
回
/
年

●
●

②
　

東
日

本
大

震
災

等
の

経
験

を
踏

ま
え

た
防

災
・

減
災

に
関

す
る

普
及

・
啓

発
活

動
の

推
進

1
-
(
2
)
-
②

防
災
砂
防
課

本
庁

「
3
.
1
1
伝
承
・
減
災
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
」
推
進
事
業

県
内
外

震
災
教
訓
の
伝
承

●
●
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計
画
掲
載
番
号

課
名

事
務
所
名

事
業
名

箇
所
名

市
町
村
名

地
区
名

事
業
概
要

事
業
規
模

R
3
-
R
6

実
施

R
7
以
降

実
施

1
-
(
2
)
-
②

都
市
計
画
課

本
庁

「
3
.
1
1
伝
承
・
減
災
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
」
推
進
事
業

県
内
外

復
興
ま
ち
づ
く
り
の
伝
承
・
発
信

●
●

1
-
(
2
)
-
②

住
宅
課

本
庁

「
3
.
1
1
伝
承
・
減
災
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｼ
ﾞ
ｪ
ｸ
ﾄ
」
推
進
事
業

県
内
外

復
興
住
宅
の
伝
承
・
発
信

●
●

1
-
(
2
)
-
②

河
川
課

本
庁

河
川
防
災
に
関
す
る
出
前
講
座

県
内
一
円

河
川
防
災
に
関
す
る
出
前
講
座

●
●

③
　

大
規

模
災

害
時

に
効

果
的

に
対

応
す

る
た

め
の

中
核

的
機

能
を

担
う

広
域

防
災

拠
点

や
地

域
防

災
の

核
と

な
る

拠
点

の
整

備

1
-
(
2
)
-
③

都
市
計
画
課

本
庁

広
域
防
災
拠
点
整
備
事
業
(
社
会
資
本
整
備
交
付
金
)

宮
城
県
広
域
防
災
拠
点

仙
台
市

宮
城
野
原

広
域
防
災
拠
点

A
=
1
7
.
5
h
a

●
●

④
　

被
災

後
の

被
害

拡
大

防
止

と
早

期
復

旧
の

た
め

の
各

種
支

援

1
-
(
2
)
-
④

防
災
砂
防
課

本
庁

災
害
査
定
臨
場
研
修

災
害
査
定
臨
場
研
修

1
回
/
年

●
●

1
-
(
2
)
-
④

防
災
砂
防
課

本
庁

災
害
復
旧
事
業
研
修

災
害
復
旧
事
業
研
修

1
回
/
年

●
●

1
-
(
2
)
-
④

防
災
砂
防
課

本
庁

津
波
対
策
強
化
推
進
事
業

防
災
育
成
研
修

1
回
/
年

●
●

1
-
(
2
)
-
④

都
市
計
画
課

本
庁

下
水
道
分
野
に
お
け
る
市
町
村
支
援

県
内
一
円

市
町
村
支
援

●
●

1
-
(
2
)
-
④

建
築
宅
地
課

本
庁

被
災
建
築
物
応
急
危
険
度
判
定
士
の
養
成
等

県
内
一
円

応
急
危
険
度
判
定
に
必
要
な
判
定
士
の

養
成

県
内
一
円

●
●

1
-
(
2
)
-
④

建
築
宅
地
課

本
庁

被
災
宅
地
危
険
度
判
定
士
の
養
成
等

県
内
一
円

危
険
度
判
定
に
必
要
な
判
定
士
の
養
成

県
内
一
円

●
●

1
-
(
2
)
-
④

住
宅
課

本
庁

災
害
公
営
住
宅
の
建
設
支
援

災
害
時
に
市
町
村
の
規
模
や
体
制
に
応

じ
、
災
害
公
営
住
宅
の
建
設
を
支
援

●
●

1
-
(
2
)
-
④

住
宅
課

本
庁

応
急
仮
設
住
宅
等
仮
住
ま
い
の
供
給

災
害
時
に
関
係
部
局
と
連
携
し
、
応
急

仮
設
住
宅
の
建
設
等
を
実
施

●
●

1
-
(
2
)
-
④

住
宅
課

本
庁

住
宅
再
建
相
談
会
の
実
施

災
害
時
に
関
係
機
関
と
連
携
し
、
住
宅

再
建
相
談
会
等
を
実
施

●
●

（
３

）
耐

震
化

対
策

の
推

進

①
　

公
共

土
木

施
設

や
県

有
建

築
物

の
耐

震
化

の
推

進
，

一
般

木
造

住
宅

や
指

定
避

難
施

設
の

耐
震

化
の

促
進

1
-
(
3
)
-
①

建
築
宅
地
課

本
庁

木
造
住
宅
等
震
災
対
策
事
業

県
内
一
円

旧
耐
震
の
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐

震
改
修
助
成
事
業

県
内
一
円

●
●

1
-
(
3
)
-
①

建
築
宅
地
課

本
庁

指
定
避
難
施
設
の
耐
震
化
の
促
進

県
内
一
円

指
定
避
難
所
の
耐
震
診
断
助
成
事
業

県
内
一
円

●
●

②
　

地
震

に
よ

る
ブ

ロ
ッ

ク
塀

等
の

倒
壊

被
害

防
止

対
策

の
実

施

1
-
(
3
)
-
②

建
築
宅
地
課

本
庁

小
学
校
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
内
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
除
却
助
成

事
業

県
内
一
円

小
学
校
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
内
の
ブ
ロ
ッ

ク
塀
等
の
除
却
助
成
事
業

県
内
一
円

●
●

基
本

目
標

２
:
「

富
県

躍
進

を
支

え
る

交
流

・
産

業
基

盤
の

整
備

」

（
１

）
東

北
の

発
展

を
支

え
る

基
幹

的
社

会
資

本
整

備
の

推
進

②
　

広
域

海
上

物
流

拠
点

整
備

の
推

進

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

本
庁

港
湾
内
放
射
能
測
定
事
業

県
内
一
円

一
式

●
●

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

本
庁

港
湾
計
画
調
査
費

県
内
一
円

一
式

●
●

2
-
(
1
)
-
②

港
湾
課

本
庁

国
際
貿
易
港
振
興
対
策
事
業
費

県
内
一
円

一
式

●
●

（
２

）
地

域
の

発
展

を
支

え
，

地
域

間
連

携
を

強
化

す
る

社
会

資
本

整
備

の
推

進

①
　

広
域

道
路

網
の

整
備

2
-
(
2
)
-
①

道
路
課

本
庁

国
直
轄
道
路
事
業

(
国
)
4
号
他

大
衡
村
他

大
衡
村
大
衡
他

バ
イ
パ
ス

●

（
３

）
交

流
人

口
拡

大
に

向
け

た
社

会
資

本
整

備
の

推
進

①
　

仙
台

空
港

の
航

空
需

要
拡

大
と

機
能

強
化

2
-
(
3
)
-
①

空
港
臨
空
地
域
課

本
庁

仙
台
空
港
利
用
促
進
事
業

－
－

－
エ
ア
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
，
航
空
需
要
喚

起
等

－
●

●

2
-
(
3
)
-
①

空
港
臨
空
地
域
課

本
庁

仙
台
空
港
地
域
連
携
・
活
性
化
事
業

－
－

－
パ
ス
ポ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
，
メ
デ
ィ

ア
を
活
用
し
た
P
R
等

－
●

●

2
-
(
3
)
-
①

空
港
臨
空
地
域
課

本
庁

仙
台
空
港
６
０
０
万
人
・
５
万
ト
ン
実
現
推
進
事
業

－
－

－
L
C
C
各
社
と
連
携
し
た
P
R
，
航
空
貨
物

の
人
材
不
足
対
策
等

－
●

●
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計
画
掲
載
番
号

課
名

事
務
所
名

事
業
名

箇
所
名

市
町
村
名

地
区
名

事
業
概
要

事
業
規
模

R
3
-
R
6

実
施

R
7
以
降

実
施

2
-
(
3
)
-
①

空
港
臨
空
地
域
課

本
庁

航
空
路
線
誘
致
促
進
事
業

－
－

－
新
規
路
線
就
航
初
期
経
費
の
助
成

６
路
線

●
●

2
-
(
3
)
-
①

空
港
臨
空
地
域
課

本
庁

航
空
機
騒
音
対
策
事
業

－
名
取
市

－
ｴ
ｱ
ｺ
ﾝ
，
内
窓
設
置

－
●

2
-
(
3
)
-
①

空
港
臨
空
地
域
課

本
庁

仙
台
空
港
周
辺
環
境
整
備
支
援
事
業

－
名
取
市
・
岩
沼

市
－

－
－

●

2
-
(
3
)
-
①

空
港
臨
空
地
域
課

本
庁

仙
台
空
港
地
域
振
興
策
検
討
事
業

－
名
取
市
・
岩
沼

市
－

振
興
施
策
の
実
現
方
策
の
検
討
等

－
●

2
-
(
3
)
-
①

空
港
臨
空
地
域
課

本
庁

仙
台
空
港
国
直
轄
事
業
負
担
金

－
名
取
市
・
岩
沼

市
－

空
港
法
第
６
条
第
１
項
に
基
づ
く
空
港

用
地
の
整
備
工
事

－
●

●

②
　

観
光

産
業

の
支

援

2
-
(
3
)
-
②

港
湾
課

本
庁

ク
ル
ー
ズ
船
受
入
促
進
事
業

仙
台
塩
釜
港

仙
台
港
区
，
石
巻
港
区

一
式

●
●

基
本

目
標

３
:
「

多
様

な
主

体
と

連
携

し
た

持
続

可
能

な
地

域
生

活
基

盤
の

整
備

」

（
１

）
地

域
住

民
等

と
連

携
・

協
働

し
た

社
会

資
本

整
備

の
推

進

①
　

地
域

住
民

の
生

活
に

密
着

し
た

公
共

事
業

の
実

施

3
-
(
1
)
-
①

道
路
課

本
庁

道
路
改
築
事
業

県
内
一
円

県
内
一
円

そ
の
他
（
単
独
）
※
非
適
債
含
む

そ
の
他
の
事
業
箇
所

一
式

●

③
　

行
政

と
一

体
と

な
っ

て
活

動
す

る
愛

護
団

体
や

ア
ド

プ
ト

プ
ロ

グ
ラ

ム
，

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

へ
の

積
極

的
な

支
援

3
-
(
1
)
-
③

道
路
課

本
庁

ス
マ
イ
ル
ロ
ー
ド

県
内
一
円

ス
マ
イ
ル
ロ
ー
ド
認
定
団
体
へ
の
支
援

●
●

3
-
(
1
)
-
③

河
川
課

本
庁

ス
マ
イ
ル
リ
バ
ー
、
ス
マ
イ
ル
ビ
ー
チ

県
内
一
円

ス
マ
イ
ル
リ
バ
ー
・
ス
マ
イ
ル
ビ
ー
チ

認
定
団
体
へ
の
支
援

●
●

3
-
(
1
)
-
③

港
湾
課

本
庁

ス
マ
イ
ル
ポ
ー
ト

県
内
一
円

ス
マ
イ
ル
ポ
ー
ト
認
定
団
体
へ
の
支
援

●
●

3
-
(
1
)
-
③

都
市
計
画
課

本
庁

み
や
ぎ
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク

県
立
都
市
公
園

利
府
町

利
府
町
加
瀬
外

公
園
環
境
美
化
・
緑
化

６
公
園

●
●

（
２

）
安

全
・

安
心

で
快

適
な

ま
ち

づ
く

り
の

推
進

①
　

安
全

で
快

適
に

暮
ら

せ
る

市
街

地
整

備
の

促
進

3
-
(
2
)
-
①

都
市
計
画
課

本
庁

都
市
計
画
基
礎
調
査
事
業

県
東
部
地
区
(
石
巻
広
域
，
河
北
)
石
巻
市
，
東
松

島
市
，
女
川
町

石
巻
広
域
，
河
北

都
市
計
画
基
礎
調
査

第
8
回
，
第
9
回

定
期
見
直
し

●
●

3
-
(
2
)
-
①

都
市
計
画
課

本
庁

都
市
計
画
基
礎
調
査
事
業

気
仙
沼
・
志
津
川
地
区

気
仙
沼
市
，
南

三
陸
町

気
仙
沼
・
志
津
川

都
市
計
画
基
礎
調
査

第
2
回
，
第
3

回
，
第
4
回
見
直

し
●

●

3
-
(
2
)
-
①

都
市
計
画
課

本
庁

市
街
地
再
開
発
事
業

大
崎
市
古
川

大
崎
市

古
川
七
日
町

商
業
施
設
，
業
務
施
設
，
公
益
的
施

設
，
住
宅
等

A
=
1
.
2
h
a

●

3
-
(
2
)
-
①

都
市
計
画
課

本
庁

都
市
計
画
基
礎
調
査
事
業

亘
理
・
山
元
地
区

亘
理
町
，
山
元

町
亘
理
・
山
元

都
市
計
画
基
礎
調
査

第
2
回
，
第
3

回
，
第
4
回
見
直

し
●

●

3
-
(
2
)
-
①

都
市
計
画
課

本
庁

都
市
計
画
基
礎
調
査
事
業

仙
塩
地
区
（
仙
塩
広
域
）

仙
台
市
ほ
か
1
0

市
町
村

仙
塩
広
域

都
市
計
画
基
礎
調
査

第
8
回
，
第
9
回

定
期
見
直
し

●
●

3
-
(
2
)
-
①

都
市
計
画
課

本
庁

都
市
計
画
基
礎
調
査
事
業

県
北
地
区
（
大
崎
広
域
，
栗
原
，

登
米
，
大
郷
）

大
崎
市
，
栗
原

市
，
登
米
市
，

大
郷
町

大
崎
広
域
，
栗
原
，
登
米
，
大
郷

都
市
計
画
基
礎
調
査

第
3
回
，
第
4

回
，
第
5
回
見
直

し
●

●

3
-
(
2
)
-
①

都
市
計
画
課

本
庁

都
市
計
画
基
礎
調
査
事
業

県
南
地
区
（
仙
南
広
域
）

白
石
市
ほ
か
7

市
町

仙
南
広
域

都
市
計
画
基
礎
調
査

第
2
回
，
第
3
回

見
直
し

●
●

3
-
(
2
)
-
①

都
市
計
画
課

本
庁

下
水
道
基
本
構
想
策
定

県
内
一
円

各
種
計
画
策
定

一
式

●
●

②
　

安
全

で
安

心
な

建
築

ス
ト

ッ
ク

の
形

成

3
-
(
2
)
-
②

建
築
宅
地
課

本
庁

建
築
士
事
務
所
立
入
指
導
等

県
内
一
円

建
築
士
事
務
所
に
対
す
る
立
入
指
導

県
内
一
円

●
●

3
-
(
2
)
-
②

建
築
宅
地
課

本
庁

指
定
確
認
検
査
機
関
立
入
指
導

県
内
一
円

指
定
確
認
検
査
機
関
に
対
す
る
指
導
・

監
督

県
内
一
円

●
●

3
-
(
2
)
-
②

建
築
宅
地
課

本
庁

建
築
物
定
期
報
告
制
度

県
内
一
円

建
築
物
定
期
報
告
制
度
の
適
性
な
運
用

県
内
一
円

●
●

3
-
(
2
)
-
②

建
築
宅
地
課

本
庁

だ
れ
も
が
住
み
よ
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
よ
る

届
出
制
度

県
内
一
円

不
特
定
多
数
が
利
用
す
る
施
設
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
の
促
進

県
内
一
円

●
●
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計
画
掲
載
番
号

課
名

事
務
所
名

事
業
名

箇
所
名

市
町
村
名

地
区
名

事
業
概
要

事
業
規
模

R
3
-
R
6

実
施

R
7
以
降

実
施

③
　

誰
も

が
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
ま

ち
づ

く
り

の
推

進

3
-
(
2
)
-
③

都
市
計
画
課

本
庁

都
市
交
通
計
画
調
査

パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査

仙
台
市
ほ
か
1
7

市
町
村

仙
台
都
市
圏

パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査

第
6
回

●

3
-
(
2
)
-
③

住
宅
課

本
庁

住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
充
実

●
●

3
-
(
2
)
-
③

住
宅
課

本
庁

公
営
住
宅
等
の
適
切
な
供
給

●
●

（
３

）
環

境
に

優
し

く
景

観
と

調
和

し
た

社
会

資
本

整
備

の
推

進

①
　

自
然

環
境

と
調

和
し

た
公

共
土

木
施

設
の

整
備

推
進

3
-
(
3
)
-
①

河
川
課

本
庁

沿
岸
域
景
観
再
生
復
興
事
業

県
内
一
円

桜
植
樹
・
管
理

N
=
1
式

●
●

②
　

自
然

・
歴

史
・

文
化

と
調

和
し

た
景

観
形

成
の

促
進

3
-
(
3
)
-
②

都
市
計
画
課

本
庁

景
観
形
成
事
業
(
県
単
)

県
内
一
円

景
観
計
画
策
定
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

な
ど
市
町
村
支
援

●
●

3
-
(
3
)
-
②

都
市
計
画
課

本
庁

景
観
形
成
事
業
(
県
単
)

県
内
一
円

み
や
ぎ
違
反
広
告
物
除
却
サ
ポ
ー
タ
ー

制
度

●
●

③
　

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

化
や

二
酸

化
炭

素
の

排
出

規
制

等
の

環
境

負
荷

軽
減

対
策

の
推

進

3
-
(
3
)
-
③

建
築
宅
地
課

本
庁

建
築
物
の
省
エ
ネ
性
能
向
上
認
定
制
度
等
の
普
及

県
内
一
円

建
築
物
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
の
促
進

●
●

3
-
(
3
)
-
③

建
築
宅
地
課

本
庁

低
炭
素
建
築
物
認
定
制
度
の
普
及

県
内
一
円

低
炭
素
建
築
物
の
整
備
の
促
進

●
●

3
-
(
3
)
-
③

事
業
管
理
課

本
庁

排
ガ
ス
対
策
建
設
機
械
の
利
用

●
●

3
-
(
3
)
-
③

事
業
管
理
課

本
庁

低
騒
音
・
低
振
動
型
建
設
機
械
の
利
用

●
●

3
-
(
3
)
-
③

設
備
課

本
庁

県
有
建
築
物
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
及
び
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
推
進

県
有
建
築
物
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
及
び
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
推
進

④
　

資
源

の
有

効
利

用
が

図
ら

れ
た

環
境

に
優

し
い

社
会

資
本

整
備

の
推

進

3
-
(
3
)
-
④

事
業
管
理
課

本
庁

グ
リ
ー
ン
製
品
調
達
モ
デ
ル
事
業

●
●

基
本

目
標

４
:
「

加
速

化
す

る
イ

ン
フ

ラ
の

老
朽

化
に

対
応

し
た

戦
略

的
ス

ト
ッ

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

推
進

」

（
１

）
公

共
土

木
施

設
・

建
築

物
の

適
正

か
つ

効
率

的
・

持
続

的
な

維
持

管
理

の
推

進

①
　

既
存

施
設

の
現

状
や

施
設

利
用

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

施
設

の
適

正
維

持
と

有
効

利
用

4
-
(
1
)
-
①

河
川
課

本
庁

河
川
維
持
管
理
事
業

県
内
一
円

河
川
管
理

●
●

4
-
(
1
)
-
①

河
川
課

本
庁

河
川
維
持
管
理
事
業

県
内
一
円

水
閘
門
管
理
費

●
●

4
-
(
1
)
-
①

防
災
砂
防
課

本
庁

砂
防
関
係
情
報
シ
ス
テ
ム
維
持

県
内
一
円

県
内
一
円

県
内
一
円

砂
防
関
係
シ
ス
テ
ム
維
持

一
式

●
●

4
-
(
1
)
-
①

防
災
砂
防
課

本
庁

県
単
砂
防
等
標
識
設
置
事
業

県
内
一
円

県
内
一
円

県
内
一
円

法
定
標
識
板
の
設
置

一
式

●
●

4
-
(
1
)
-
①

防
災
砂
防
課

本
庁

県
単
砂
防
施
設
維
持
補
修
事
業

県
内
一
円

県
内
一
円

県
内
一
円

砂
防
設
備
の
維
持
補
修

一
式

●
●

4
-
(
1
)
-
①

防
災
砂
防
課

本
庁

県
単
砂
防
施
設
維
持
補
修
事
業

県
内
一
円

県
内
一
円

県
内
一
円

雨
量
計
維
持
補
修

一
式

●
●

4
-
(
1
)
-
①

防
災
砂
防
課

本
庁

県
単
急
傾
斜
地
施
設
維
持
補
修
事
業

県
内
一
円

県
内
一
円

県
内
一
円

急
傾
斜
地
施
設
の
維
持
補
修

一
式

●
●

4
-
(
1
)
-
①

防
災
砂
防
課

本
庁

県
単
地
す
べ
り
防
止
施
設
維
持
補
修
事
業

県
内
一
円

県
内
一
円

県
内
一
円

地
す
べ
り
防
止
施
設
の
維
持
補
修

一
式

●
●

4
-
(
1
)
-
①

港
湾
課

本
庁

港
湾
施
設
運
営
事
業

県
内
一
円

港
湾
施
設
運
営
管
理

一
式

●
●

4
-
(
1
)
-
①

港
湾
課

本
庁

海
岸
管
理
事
業
(
維
持
管
理
費
等
)

県
内
一
円

海
岸
施
設
の
維
持
管
理
及
び
陸
閘
点
検

一
式

●
●

（
２

）
公

共
土

木
施

設
・

建
築

物
の

長
寿

命
化

対
策

の
推

進

①
　

公
共

土
木

施
設

の
長

寿
命

化
及

び
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

コ
ス

ト
の

最
小

化

4
-
(
2
)
-
①

防
災
砂
防
課

本
庁

総
合
流
域
防
災
事
業
(
緊
急
改
築
事
業
)

長
寿
命
化
計
画
策
定

県
内
一
円

長
寿
命
化
計
画
策
定

一
式

●

4
-
(
2
)
-
①

港
湾
課

本
庁

防
災
・
安
全
交
付
金
(
港
湾
整
備
事
業
分
)

県
内
一
円

水
門
・
陸
閘
設
備
更
新

●

4
-
(
2
)
-
②

住
宅
課

本
庁

公
営
住
宅
等
の
長
寿
命
化
事
業
（
県
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク

総
合
改
善
事
業
）

●
●
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計
画
掲
載
番
号

課
名

事
務
所
名

事
業
名

箇
所
名

市
町
村
名

地
区
名

事
業
概
要

事
業
規
模

R
3
-
R
6

実
施

R
7
以
降

実
施

4
-
(
2
)
-
②

住
宅
課

本
庁

公
営
住
宅
等
の
長
寿
命
化
事
業
（
県
営
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
事
業
）

●
●

4
-
(
2
)
-
②

住
宅
課

本
庁

県
営
住
宅
の
外
壁
法
定
点
検

建
築
基
準
法
第
１
２
条
第
２
項
の
規
定

（
定
期
点
検
）
に
基
づ
く
外
壁
の
全
面

打
診
調
査
等

●
●

4
-
(
2
)
-
②

営
繕
課

本
庁

県
有
建
築
物
長
寿
命
化
推
進
に
向
け
た
支
援

（
県
有
建
築
物
保
全
業
務
）

県
有
建
築
物
長
寿
命
化
支
援

●
●

4
-
(
2
)
-
②

営
繕
課

本
庁

災
害
時
に
拠
点
と
な
る
県
有
建
築
物
の
中
長
期
保
全
計

画
策
定

県
有
建
築
物
を
建
築
す
る
時
に
中
長
期

保
全
計
画
を
策
定
す
る

●
●

基
本

目
標

５
:
「

持
続

可
能

な
宮

城
の

県
土

づ
く

り
を

支
え

る
人

材
育

成
と

生
産

性
の

向
上

」

（
１

）
建

設
企

業
の

技
術

力
・

経
営

力
の

向
上

と
担

い
手

の
確

保

①
技

術
力

・
専

門
力

の
向

上
支

援

5
-
(
1
)
-
①

事
業
管
理
課

本
庁

建
設
産
業
振
興
支
援
事
業

総
合
評
価
落
札
方
式
に
お
け
る
技
術

力
・
専
門
力
等
の
評
価
の
拡
充

●
●

5
-
(
1
)
-
①

事
業
管
理
課

本
庁

建
設
産
業
振
興
支
援
事
業

建
設
業
振
興
支
援
講
座
等
（
新
技
術
の

習
得
）

●
●

5
-
(
1
)
-
①

事
業
管
理
課

本
庁

建
設
工
事
事
故
防
止
対
策

安
全
講
習
会
，
事
故
防
止
優
良
者
表
彰

●
●

②
経

営
力

の
向

上
支

援

5
-
(
1
)
-
②

事
業
管
理
課

本
庁

建
設
産
業
振
興
支
援
事
業

建
設
業
振
興
支
援
講
座
等
（
経
営
強

化
）

●
●

5
-
(
1
)
-
②

事
業
管
理
課

本
庁

建
設
産
業
振
興
支
援
事
業

建
設
業
総
合
相
談
窓
口

●
●

③
産

学
官

が
連

携
し

た
建

設
産

業
の

活
動

実
績

等
の

積
極

的
広

報

5
-
(
1
)
-
③

事
業
管
理
課

本
庁

建
設
産
業
振
興
支
援
事
業

現
場
見
学
会
，
広
報
イ
ベ
ン
ト

●
●

（
２

）
建

設
産

業
に

お
け

る
働

き
方

改
革

等
の

推
進

①
長

時
間

労
働

の
是

正
等

の
取

組
の

推
進

5
-
(
2
)
-
①

事
業
管
理
課

本
庁

建
設
産
業
振
興
支
援
事
業

施
工
時
期
の
平
準
化
の
推
進

●
●

②
誰

も
が

働
き

や
す

い
建

設
産

業
に

向
け

た
取

組
の

推
進

5
-
(
2
)
-
②

事
業
管
理
課

本
庁

建
設
産
業
振
興
支
援
事
業

働
き
や
す
い
現
場
環
境
と
な
る
労
働
環

境
整
備

●
●

5
-
(
2
)
-
②

事
業
管
理
課

本
庁

建
設
産
業
振
興
支
援
事
業

女
性
活
躍
推
進
モ
デ
ル
工
事

●
●

③
処

遇
改

善
と

社
会

保
険

加
入

の
徹

底

5
-
(
2
)
-
③

事
業
管
理
課

本
庁

建
設
産
業
振
興
支
援
事
業

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
活
用

推
進

●
●

5
-
(
2
)
-
③

事
業
管
理
課

本
庁

建
設
産
業
振
興
支
援
事
業

建
設
業
に
お
け
る
社
会
保
険
加
入
促
進

●
●

④
Ｉ

Ｃ
Ｔ

の
活

用
等

を
通

じ
た

生
産

性
向

上
の

取
組

の
推

進

5
-
(
2
)
-
④

事
業
管
理
課

本
庁

建
設
産
業
振
興
支
援
事
業

i
-
C
o
n
s
t
r
u
c
t
i
o
n
の
推
進

●
●

5
-
(
2
)
-
④

事
業
管
理
課

本
庁

建
設
産
業
振
興
支
援
事
業

B
I
M
/
C
I
M
の
推
進

●
●

（
３

）
社

会
資

本
整

備
を

牽
引

す
る

職
員

の
育

成

①
土

木
部

職
員

の
技

術
力

の
向

上

5
-
(
3
)
-
①

事
業
管
理
課

本
庁

土
木
部
職
員
研
修

各
種
研
修
開
催

●
●

5
-
(
3
)
-
①

事
業
管
理
課

本
庁

土
木
部
職
員
研
修

技
術
研
究
発
表
会

●
●

5
-
(
3
)
-
①

事
業
管
理
課

本
庁

C
A
L
S
/
E
C
整
備
事
業

C
A
D
の
導
入
，
研
修

●
●

5
-
(
3
)
-
①

防
災
砂
防
課

本
庁

津
波
対
策
強
化
推
進
事
業

防
災
対
応
力
研
修

1
回
/
年

●
●

5
-
(
3
)
-
①

防
災
砂
防
課

本
庁

津
波
対
策
強
化
推
進
事
業

防
災
育
成
研
修

1
回
/
年

●
●

86



計
画
掲
載
番
号

課
名

事
務
所
名

事
業
名

箇
所
名

市
町
村
名

地
区
名

事
業
概
要

事
業
規
模

R
3
-
R
6

実
施

R
7
以
降

実
施

②
技

術
職

員
の

ス
キ

ル
の

見
え

る
化

5
-
(
3
)
-
②

事
業
管
理
課

本
庁

土
木
部
職
員
研
修

●
●

③
市

町
村

職
員

に
向

け
た

,
更

な
る

技
術

力
の

向
上

支
援

5
-
(
3
)
-
③

事
業
管
理
課

本
庁

土
木
部
職
員
研
修

市
町
村
職
員
も
含
め
た
研
修
開
催

●
●

5
-
(
3
)
-
①

事
業
管
理
課

本
庁

土
木
部
職
員
研
修

技
術
研
究
発
表
会

●
●

5
-
(
3
)
-
①

防
災
砂
防
課

本
庁

津
波
対
策
強
化
推
進
事
業

防
災
対
応
力
研
修

1
回
/
年

●
●

5
-
(
3
)
-
①

防
災
砂
防
課

本
庁

津
波
対
策
強
化
推
進
事
業

防
災
育
成
研
修

1
回
/
年

●
●

④
誰

も
が

働
き

や
す

い
職

場
環

境
へ

の
取

組

5
-
(
3
)
-
④

事
業
管
理
課

本
庁

土
木
部
職
員
研
修

宮
城
県
女
性
技
術
者
の
会

●
●

87
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参考資料  

事業箇所選定の視点 
本資料は各分野で，事業箇所選定を行うにあたり用いた「事業箇所選定の視点」をとりまとめ

たものである。なお，事業主体が県である公共事業のうち，下記（１）から（４）を除いた事業

について作成している。 

（１）災害復旧事業及び災害関連事業 

（２）維持管理事業など現状機能を確保するための事業 

（３）事業実施箇所が１箇所しかない事業 

（４）事業評価になじまない事業（点検結果により優先度を決定していく事業等） 

 

「事業箇所選定の視点」作成事業添付一覧 

番号 事業名 担当部課室 

No.１ 道路改築・街路事業 道路課・都市計画課 

No.２ 交通安全施設等整備事業 道路課 

No.３ 河川事業 河川課 

No.４ 砂防事業 防災砂防課 

No.５ 地すべり対策事業 防災砂防課 

No.６ 急傾斜地崩壊対策事業 防災砂防課 

No.７ 港湾事業（岸壁等整備事業） 港湾課 

No.８ 港湾事業（環境整備事業） 港湾課 

No.９ 広域公園等事業（公園・緑地整備事業） 都市計画課 
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№１

○
○
○

選定軸
重点的な

指標

○

○

○

○

○

○

○

道路機能の重要度

総合的な治水及び土砂災害対策等の推進・災害に強い道路網の構築に
関する事業か

事 業 箇 所 選 定 の 視 点

県事業 該当する宮城県土木・建築行政推進計画（２０２１～２０３０）の基本目標

事業名 道路改築・街路事業
基本目標１「自然災害リスクの増大を踏まえた防災・減災対策による県土の強靱化」

基本目標２「富県躍進を支える交流・産業基盤の整備」

基本目標３「多様な主体と連携した持続可能な地域生活基盤の整備」

担当部課室
土木部　道路課
・都市計画課課

基本目標４「加速化するインフラの老朽化に対応した戦略的ストックマネジメントの推進」

基本目標５「持続可能な宮城の県土づくりを支える人材育成と生産性の向上」

選定の視点 選定指標

効果的な道路整備 費用対効果（Ｂ／Ｃ）

関連事業との整合性

東北の発展を支える基幹的社会資本整備の推進に関する事業か

地域の発展を支え，地域間連携を強化する社会資本整備の推進に関す
る事業か

交流人口拡大に向けた社会資本整備の推進に関する事業か

地域住民等と連携・協働した快適で安心して暮らすことができる社会
資本整備の推進に関する事業か

安全で快適な市街地整備の推進に関する事業か

改良率，混雑度，主要渋滞ポイント，線形不良箇所，防災点検対策箇
所，通学路指定など

道路現況の問題点

道路の重要度 緊急輸送道路，重要物流道路及び代替・補完路など

現行事業の進捗度 事業の継続性

地域課題への対応 地域からの要望の有無など

市町村拠点事業，立地企業，その他調整すべき他の事業との整合性

Ⅰ　事業計画
の観点（必要
性）（有効

性）

Ⅱ　事業実施
の観点（効率

性）
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№２

○

選定軸
重点的な

指標

○

○

○

○

○

○

現行事業の進捗度 事業の継続性

地域課題への対応 地域からの要望の有無など

関連事業との整合性 関連事業との調整が有るか

安全の確保
（必要性）
（有効性）

当該事業箇所における事
故状況

死傷事故率

当該箇所の重要性

通学路に指定されているか

交通安全プログラムに位置づけられているか

当該箇所周辺の状況 歩行空間の連続性

事業の効率性
（効率性）

担当部課室 土木部　道路課
基本目標４「加速化するインフラの老朽化に対応した戦略的ストックマネジメントの推進」

基本目標５「持続可能な宮城の県土づくりを支える人材育成と生産性の向上」

選定の視点 選定指標

事 業 箇 所 選 定 の 視 点

県事業 該当する宮城県土木・建築行政推進計画（２０２１～２０３０）の基本目標

事業名 交通安全施設等整備事業
基本目標１「自然災害リスクの増大を踏まえた防災・減災対策による県土の強靱化」

基本目標２「富県躍進を支える交流・産業基盤の整備」

基本目標３「多様な主体と連携した持続可能な地域生活基盤の整備」



 

91 
 

 

№３

〇
〇

選定軸
重点的な

指標

地域開発の状況など

利水

富県戦略への支援

河川の利用者数，内水面漁業の状況

土地改良事業や土地区画整理事業など他事業との連携の有無

地域のまちづくりとの連携する事業の有無

河川の周辺における市街化の状況

水質汚濁の状況 水質の環境基準に対して汚濁の現状

人口、住宅・農地等の資産

道路、鉄道等の交通網が被害を受ける程度

災害時の避難・救護施設となりうる保全すべき公共施設(学校・病院)
の施設数

歴史的資源への配慮
環境の保全
（有効性）

担当部課室 土木部　河川課
基本目標４「加速化するインフラの老朽化に対応した戦略的ストックマネジメントの推進」

基本目標５「持続可能な宮城の県土づくりを支える人材育成と生産性の向上」

安全の確保
（必要性）

破堤により被害が甚大となりうる築堤区間における重要水防箇所の有
無

洪水避難地図(ハザードマップ)の配布など非常時に対する情報提供が
行われているか

選定の視点 選定指標

景観

災害に対する災害時要援護者である高齢者の割合

洪水により浸水被害を受けた回数、及び被害の程度

ソフト対策との連携

環境の保全

潤いとゆとり

親水性への配慮

河川及び周辺の利用状況

事 業 箇 所 選 定 の 視 点

県事業 該当する宮城県土木・建築行政推進計画（２０２１～２０３０）の基本目標

事業名 河川事業
基本目標１「自然災害リスクの増大を踏まえた防災・減災対策による県土の強靱化」

基本目標２「富県躍進を支える交流・産業基盤の整備」

河川の水利用状況

県内全域への経済効果

川に関するイベントの実施状況

親水公園，水辺空間の整備状況

計画の目標とする流量と現況で流せる流量の比率

洪水による被害の程度を左右する、河川の想定氾濫区域面積

歴史的埋蔵物や建造物などの有無

自然環境や動植物の生息に対しての配慮

基本目標３「多様な主体と連携した持続可能な地域生活基盤の整備」

水辺の景観の保全、創造に対する配慮

地域経済への
貢献

（有効性）

地域社会
（生活環境）

の向上
（有効性）

事業の効率性
（効率性）

地域開発の連携

地元との連携

洪水により氾濫が想定さ
れる区域の状況

河川の現況

過去の災害状況
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№４

〇

選定軸
重点的な

指標

○

○

○

事業の緊急度
(必要性)

安全の確保
(必要性)

保全対象となる市町村地域防災計画に位置づけられている要配慮者利
用施設があるか

保全対象となる重要施設(国道･県道･鉄道･市町村役場)があるか

保全対象となる人家の戸数

基本目標２「富県躍進を支える交流・産業基盤の整備」

土石流による被災状況 災害発生状況(土石流による被害)

担当部課室 土木部　防災砂防課
基本目標４「加速化するインフラの老朽化に対応した戦略的ストックマネジメントの推進」

基本目標５「持続可能な宮城の県土づくりを支える人材育成と生産性の向上」

被害想定区域内の状況

土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域に指定されおり、区域内の
家屋等を保全するための事業であるか(ただし荒廃砂防河川を除く)

保全対象となる市町村地域防災計画に位置づけられている指定避難
所、指定避難場所があるか

基本目標３「多様な主体と連携した持続可能な地域生活基盤の整備」

選定の視点 選定指標

事 業 箇 所 選 定 の 視 点

県事業 該当する宮城県土木・建築行政推進計画（２０２１～２０３０）の基本目標

事業名 砂防事業
基本目標１「自然災害リスクの増大を踏まえた防災・減災対策による県土の強靱化」
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№５

〇

選定軸
重点的な

指標

○

事業の緊急度
(必要性)

基本目標３「多様な主体と連携した持続可能な地域生活基盤の整備」

選定の視点 選定指標

事 業 箇 所 選 定 の 視 点

県事業 該当する宮城県土木・建築行政推進計画（２０２１～２０３０）の基本目標

事業名 地すべり対策事業
基本目標１「自然災害リスクの増大を踏まえた防災・減災対策による県土の強靱化」

基本目標２「富県躍進を支える交流・産業基盤の整備」

被害想定区域内の状況
・保全対象となる人家の戸数
・保全対象となる要配慮者利用施設があるか

担当部課室 土木部　防災砂防課
基本目標４「加速化するインフラの老朽化に対応した戦略的ストックマネジメントの推進」

基本目標５「持続可能な宮城の県土づくりを支える人材育成と生産性の向上」

地すべり徴候 地すべりの徴候があるか

地すべりの発生要因によ
る危険度の判定

・地形状況はどうか
・地質、地盤状況はどうか
・湧水はあるか

過去の発生履歴
過去の被災状況
・死傷者、負傷者の数
・家屋の倒壊数等

近年に発生した災害状況
過去10年間の地すべりによる被災状況
・死傷者、負傷者の数
・家屋の倒壊数等

安全の確保
(必要性)
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№６

〇

〇

選定軸
重点的な

指標

○

○

○

○

事業の緊急度
(必要性)

災害発生状況(崖崩れによる被害)

安全の確保
(必要性)

被害想定区域内の状況

土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域に指定されおり、区域内の
家屋等を保全するための事業であるか

保全対象となる市町村地域防災計画に位置づけられている指定避難
所、指定避難場所があるか

保全対象となる市町村地域防災計画に位置づけられている要配慮者利
用施設があるか

当該箇所について地域からの要望が出されてるか

保全対象となる重要施設(国道･県道･鉄道･市町村役場)があるか

保全対象となる人家の戸数

崖崩れによる被災状況

担当部課室 土木部　防災砂防課
基本目標４「加速化するインフラの老朽化に対応した戦略的ストックマネジメントの推進」

基本目標５「持続可能な宮城の県土づくりを支える人材育成と生産性の向上」

選定の視点 選定指標

事 業 箇 所 選 定 の 視 点

県事業 該当する宮城県土木・建築行政推進計画（２０２１～２０３０）の基本目標

事業名 急傾斜地崩壊対策事業
基本目標１「自然災害リスクの増大を踏まえた防災・減災対策による県土の強靱化」

基本目標２「富県躍進を支える交流・産業基盤の整備」

基本目標３「多様な主体と連携した持続可能な地域生活基盤の整備」
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№７

○

選定軸
重点的な

指標

Ⅱ.安全の確保
　（有効性）

○

○

○

Ⅱ.安全の確保
　（有効性）

地域産業の活性化

基本目標３「多様な主体と連携した持続可能な地域生活基盤の整備」

入出港時間の短縮

Ⅲ.環境の保全
　（有効性）

Ⅳ．地域経済へ
　　の貢献(有効
　　性）

港湾利用効果の増大

Ⅴ．地域社会
   (生活環境)の
　　向上（有効
　　性）

選定の視点 選定指標

事 業 箇 所 選 定 の 視 点

県事業 該当する宮城県土木・建築行政推進計画（２０２１～２０３０）の基本目標

事業名
 港湾事業

（岸壁等整備事業)

基本目標１「自然災害リスクの増大を踏まえた防災・減災対策による県土の強靱化」

基本目標２「富県躍進を支える交流・産業基盤の整備」

保全に配慮する区域があるかどうか

対象品目の県内における取扱量の増加率

担当部課室 土木部　港湾課
基本目標４「加速化するインフラの老朽化に対応した戦略的ストックマネジメントの推進」

基本目標５「持続可能な宮城の県土づくりを支える人材育成と生産性の向上」

Ⅰ.利便性の向上
　（必要性）

対象品目の対象港湾内における取扱量の増加率

対象品目の計画貨物量に対する実績貨物量の割合

対象産業の県内における生産額の増加率

県内全産業の生産額に占める対象産業の生産額の割合

取扱貨物量からみるバース混雑度

入港隻数からみるバース混雑度

大規模地震対策施設に該当するかどうか

ＣＯＤ値が環境基準値を満足しているかどうか

対象岸壁の設計水深と現地水深の差

震災時の信頼性向上

周辺海域の水質保全

隣接生態系の保全

工事規模
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№８

○

選定軸
重点的な

指標

Ⅰ．利便性の向
　　上（必要
　　性）
Ⅱ．安全の確保
　（必要性） ○

Ⅳ．地域経済へ
　　の貢献（有
　　効性）

○

Ⅵ．事業の効率
　　性（効率
　　性）

○

Ⅲ．環境の保全
　（有効性）

Ⅴ．地域社会
　（生活環
　　境）の向上

施設の必要性

景観

法律・条例などにより必要とされる施設かどうか

他事業との関連

事 業 箇 所 選 定 の 視 点

県事業 該当する宮城県土木・建築行政推進計画（２０２１～２０３０）の基本目標

事業名
 港湾事業

（環境整備事業)

基本目標１「自然災害リスクの増大を踏まえた防災・減災対策による県土の強靱化」

基本目標２「富県躍進を支える交流・産業基盤の整備」

基本目標３「多様な主体と連携した持続可能な地域生活基盤の整備」

担当部課室 土木部　港湾課
基本目標４「加速化するインフラの老朽化に対応した戦略的ストックマネジメントの推進」

基本目標５「持続可能な宮城の県土づくりを支える人材育成と生産性の向上」

選定の視点 選定指標

災害時の避難場所確保

周辺海域の水質保全

災害時に避難場所となりうる面積

隣接生態系の保全

ＣＯＤ値が環境基準値を満足しているかどうか

他事業と一体的に整備するかどうか

保全に配慮する区域があるかどうか

景観を向上させるかどうか

集客施設が近隣にあるかどうか

類似施設が近隣にあるかどうか

周辺施設との関連
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№９

○

選定軸
重点的な

指標

安全性の確保
（必要性）

○

環境の保全
（有効性）

○

地域社会・経
済への貢献
（有効性）

○

○

事業の効率性
（効率性）

環境維持・保全効果

文化伝承効果

健康・レクリエーショ
ン・子育て育成空間提供
効果

公園施設の身近度

単位人口あたりの整備水
準

基本目標４「加速化するインフラの老朽化に対応した戦略的ストックマネジメントの推進」
担当部課室 土木部　都市計画課

公園に隣接する市町村の人口

住民一人当たりの公園面積

15歳未満と65歳以上の人口割合

経済活性化効果

地域の文化を伝承，発信する効果があるか

健康運動，レクリエーションや子どもの健全な育成の場として心身の
健康増進等に寄与することが可能か

選定の視点

防災性向上効果

特定利用者の人口割合

効率的な施設整備

事 業 箇 所 選 定 の 視 点

選定指標

事業名 広域公園等事業
（公園・緑地整備事業）

基本目標１「自然災害リスクの増大を踏まえた防災・減災対策による県土の強靱化」

基本目標２「富県躍進を支える交流・産業基盤の整備」

基本目標３「多様な主体と連携した持続可能な地域生活基盤の整備」

該当する宮城県土木・建築行政推進計画（２０２１～２０３０）の基本目標県事業

基本目標５「持続可能な宮城の県土づくりを支える人材育成と生産性の向上」

公園利用者数

公園利用者数一人当たりの整備費（全体事業費）

災害発生時における避難場所，防災拠点及び瓦礫置き場等への活用が
可能か

ヒートアイランドの解消等，環境の保全に効果があるか
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